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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。


































　心を寄せなければよかった。

　そうすれば、これほど悩なやむことも、苦しむこともなかった。
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　雪のちらつく曇くもった夜だった。

　吹ふきつける風の冷たさに、膝ひざまで丈たけのある黒いダウンコートの首元を搔かき合わせる。

　かぶっていたフードをはねのけ、辺りに視線を走らせた。

　奇き妙みようなほど静かだった。

　冬の日暮れは早い。午後五時ともなれば真っ暗だ。にもかかわらず、点在している集落の灯あかりが、ひとつも灯ともっていない。

　地図にも載のっていないような小さな村だ。住人も五十人程度で、村人全員が顔見知りの集落。近くの町までは徒歩で一時間程度。道は舗ほ装そうされておらず、郵便があるときだけ郵便配達員が来る以外の訪問者はほぼ皆かい無む。

　ああ、いや。無医村だったこの村に、週に一度医者が診しん療りようにやってくるようになったのだと、冬の前に訪おとずれた際に聞いた。タイミングが悪く、その医者とはすれ違ちがいで立ち去ったので、すっかり忘れていた。

　もう二日ほど滞たい在ざいをのばそうかとも思ったのだが、彼の帰りを待っている相手の顔がちらついたので、やめたのだ。

　次は一いつ緒しよに来ればいいのにと微笑ほほえまれて、周りがそれを許さないんだと苦笑いを返した。

　年に数度、この村を訪れるようになったのは、五年前からだったろうか。

　近くの町にクラーンの一家が在り、そちらに招かれたのだ。周囲を散策していたところ、重そうな荷物を抱かかえた、キャスケットを目ま深ぶかにかぶった少年に行きあった。

　よろよろしている少年を捨て置くことなどできなかったので、警けい戒かいさせないように名乗って、ついでに身分証も見せた。それをじっくりと眺ながめた少年は、助けの手を謹つつしんで受けてくれた。

　荷物を持ってくれた親切な相手に、少年は村のことを話してくれた。

　日用品や食品は、週に一度まとめて町に買いに行く。ライフラインはある程度整っているものの、暖だん房ぼうは昔ながらの薪まきストーブで、冬は毎日煙えん突とつから煙けむりが立ち上っている。雪が降る前に薪を集めて、家の後ろの納な屋やにひと冬分を確保しておく。村は森に囲まれているので、少し歩けば薪はいくらでも手に入るのだということだった。

　森を抜ぬければ海だ。風にかすかな潮の香かおりがひそみ、それが森の匂においと混ざり合って不思議な香りを漂ただよわせる。それが、離はなれて久しい故郷の風にほんの少し似ている気がした。

　村に入って家の前まで荷物を持ってやり、そのまま去ろうとした彼を、少年は引き留めた。よかったらお茶でも飲んで行ってくれ、と。

　そして少年はかぶっていた帽ぼう子しを取った。帽子の中に押し込まれていた長い赤毛が背に落ちるさまを見て目を丸くする彼に、少年のような顔で少女は笑った。

　夏の終わりだったので、暖だん炉ろに火は当然入っていなかった。

　いいところだなと告げた彼に、少女は言った。じゃあまた来ればいい、歓かん迎げいする。冬には暖炉にかかった鍋なべで、何日も煮に込こんだスープを食べさせてあげるから────。

　なのにいま、どの家の煙突からも、煙は立っていない。

　踏ふみ固められた雪が凍こおりつき、その上にうっすら積もった雪で滑すべりそうになりながら、進める足の先が寒さ以外のもので徐じよ々じよに冷たくなっていくのを感じる。

　気がついた時には駆かけだしていた。

　目的地の家にも、やはり灯りはついていない。

　ドアに鍵かぎはかかっていなかった。

「ラケル！　俺だ！」

　ためらうことなくドアを開けて中に入りながら叫さけぶ。返答はない。

　さらに進もうとしたとき、重いものが落ちるような音が、ごとんと響ひびいた。

　はっと息を呑のみ、音のしたほうに向かう。

　小さな暖炉には大きな鍋が下がっている。灰と、その上に重なった炭の奥に、小さく赤い燠おきの光があった。

　暖炉の前に倒たおれた肢し体たいを認める。

「ラケル!?」

　力なく床ゆかに投げ出された手が、かすかに震ふるえたのがわかった。

　駆け寄って抱だき起こすと、彼女は恐おそろしいほど冷たくなっていた。

「…………あ……」

　自分を抱き上げているのが誰だれなのか。それを理解したラケルは、震える唇くちびるを動かす。

「……け……て…」

　眦まなじりから涙なみだが一筋伝い、そのまま彼女は瞼まぶたを落とした。

　弱々しくのばされかかっていた細い手が、力を失って落ちる。

　ごとりと、固い音が響いた。

「ラケル!?　ラケル、ラケル！　いったい、なにが…っ！」

　冷え切った屋内。それ以上に冷たい、氷を抱いているようなラケルの肢体。その肌はだは奇妙な光こう沢たくを帯びているように白く、ぞっとするほど固い。

「これは…なんだ……」

　闇やみの中、灯りひとつない屋内で、白い面が作り物のように際きわ立だって見える。

　木の床を蹴ける靴くつ音おとが聞こえたのは、そのときだった。

　それまで誰もいなかったはずのドアの向こうに、黒い人ひと影かげが佇ちよ立りつしている。

　灯りのない闇の中、佇立した男は、興味深そうな目を赤く光らせた。

「ほう……珍めずらしい」

　愉ゆ悦えつの響きが声こわ音ねにある。口元が、雲の向こうに隠かくれている三日月の形に歪ゆがみ、白々と尖とがった牙きばがあらわになった。

「こんな辺境の地に、クラーンのヴァンピーアがお出ましとはね」

　ラケルを搔き抱いた男の双そう眸ぼうがぎらりと光り、口元に長い牙がのぞいた。
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　水際に打ちつける飛沫しぶきに目を向けたまま、司し堂どう咲さく夜やは呟つぶやいた。

「……だから、もう、かかわらないようにしようって、決めた」

　川岸にずっとつづく、石いし畳だたみの遊歩道。点在しているベンチのひとつに座って、静かに波立つライン川には、時折遊覧船や貨物船が行き交かう。

　年が明けてからひと月と少しがたったが、まだまだ寒さは和やわらぐ気配を見せず、さえぎるもののない川岸は吹きさらしで恐ろしいほど冷える。

　咲夜の隣となりに黙もく然ぜんと腰こしかけていたアルベルト・フォン・ベルンシュタインは、首にかけていたカシミヤのマフラーをおもむろに外すと、彼女の首にそっと巻いた。

　そのあたたかく優やさしい手て触ざわりを確かめるように触ふれながら、彼女はうつむいて唇をかみしめる。そうしないと、自分でも思いもよらない台詞せりふがこぼれてしまいそうだった。

　ベンチの背もたれに背を預けて、アルベルトは無言で腕うでを組む。持て余し気味に交差させた足はすらりと長い。レザーのブラックジャケットは前を開けており、彼にしては珍しくオフホワイトのセーターを着ていた。

　これは、先日買い物に出かけた咲夜とグレーテルが、セールになっていたからと家族全員分色いろ違ちがいで購こう入にゆうしてきたものだ。セール品といっても、ベルンシュタインの者が身につけるのだからそれ相応の品物だ。

　普ふ段だんから身につけるのは高品質のものを。でなければ本物とはどういうものなのかがわからなくなってしまう。

　というのが、アルベルトと咲夜の父であるカール・ブラント・フォン・ベルンシュタインの持論だった。

　うつむいた咲夜の横顔を、くせのない長い髪かみが隠す。艶つやのある綺き麗れいな栗くり色いろだ。アルベルトの漆しつ黒こくの髪と違い明るい印象を抱いだかせる彼女の髪色が、子どものころからアルベルトは気に入っていた。

　髪を風に遊ばれるままにしている咲夜に、アルベルトは抑よく揚ようのない語調で言った。

「………そうか」

　咲夜は小さく頷うなずく。

「うん。決めた」

　顔を上げた彼女の瞳ひとみが、ほんの一いつ瞬しゆん痛みを堪こらえるように揺ゆれた。

「もう、人間とは親しくしない。───要かなめとは、かかわらない」

　そうして彼女は目を閉じると、重い息を吐はき出した。

「でないと、いつまたあんな危ない目に遭あわせるか、わからない……」

　この世には、人間たちの知らないところでひっそりと生きる怪物モンスターたちの種族が無数にある。それらモンスター・クラーンを束ねるのが、咲夜とアルベルトの父、カールだ。

　ベルンシュタイン家の者は人間ではない。平和を愛する由ゆい緒しよ正ただしき吸血鬼ヴアンピーアである。では、当主カールの子どもたちである咲夜とアルベルトもヴァンピーアなのかというと、違ちがう。

　咲夜は人間で、アルベルトは半分だけヴァンピーアの血を引いた、ダンピールと呼ばれる存在だ。カールの妻は人間で、その間にアルベルトは生まれた。咲夜は、彼らの一家に拾われた人間の子だ。

　クラーンは何よりも血に重きを置く。人間である咲夜と、人間の血が混ざったアルベルトは白眼視されてきた。特に、クラーンの血が一ひと滴しずくも入っていない人間の咲夜に対するクラーン長老衆の態度は冷れい淡たんだ。

　クラーンの一員として認められるための試練は苛か烈れつを極めた。しかし、なんとかそれを成し遂とげ、長老衆を黙だまらせることに成功し、彼女はクラーンの証あかしであるマントとブローチを与あたえられた。

　クラーンは、昼と夜の狭はざ間ま、黄昏たそがれに生きる。

　そんな彼らが新年をことほぐのは、年が明けて最初の新月の晩だ。

　その新月祭で、満十五歳を迎むかえた次の年、クラーンの者は、ヴァンピーア族の始祖エーアストから、それぞれの血筋を示す色のマントと、クラーンの紋もん章しようが彫ほり込まれたブローチを与えられるのだ。

　この新月祭で、咲夜とアルベルトは見事にそれらを始祖からもぎ取った。

　ちなみに、咲夜のマントとブローチはまるめてリビングの床に放ってある。このままでは埃ほこりをかぶってしまうと案じたメイドの老婦人グレーテルが、白い布をかぶせた。アルベルトのマントは書しよ斎さいのソファにたたんで置いてあり、読書中にうつらうつらとした際にちょうどいい掛かけ布ふとして活かつ躍やくしている。










　降誕祭ヴアイナハテンを目前に控ひかえたある日、咲夜とアルベルトの知ち己きである少年東とう條じよう要が誘ゆう拐かいされた。

　犯人は、モンスター・クラーンを離り反はんした異端者ケツツアー。あわやというところまで追いつめられたが、危き機き一いつ髪ぱつのところなんとか助け出すことができた。

　だが、咲夜はその時に痛感したのだ。

　人間と深く関わるべきではなかったのだ。いくら要がのん気な顔でひょいひょい遊びにこようとも、もっと早い段階で決定的な距きよ離りを作っておくべきだった。

「クラーンは、人間に害をなすことはしない。でも、ケッツァーは違う。あたしたちとかかわると、また前みたいにケッツァーに狙ねらわれるかもしれない。巻き込むわけにはいかない」

　ひとことひとことを、まるで確かめるように、自分に言い聞かせるように、咲夜は紡つむいだ。

　黙って聞いていたアルベルトは、手て袋ぶくろをした手でジャケットの内ポケットから懐かい中ちゆう時計を出し、時間を確かく認にんした。

　傾かたむいた太陽は沈しずみきる寸前で、黄昏時だ。

　最後の名残なごりのようにライン川の水面を染める夕ゆう陽ひを一いち瞥べつし、咲夜は唇をきゅっと引き結んだ。

　ああ、黄昏。自分たちの、モンスターたちの領域だ。

　要の住む世界はあの太陽とともに遠ざかる。

　人間でありながらクラーンとして生きることを選んだ彼女は、黄昏からこちらの、夜の領域の住人。これから先、それが交差することはなくなる。

　胸の奥に湧わきあがる寂さびしさに気づかないふりをしている彼女を、立ち上がったアルベルトが促うながした。

「そろそろ帰ろう」

「何時？」

「もうすぐ五時だ」

　咲夜は黙って頷いた。

　降誕祭の前はヴァイナッツマルクトがにぎわっていた通りにその名残はなく、寒さに体をすくめた人々が足早に行きかうばかりだ。

　一月が終わり、二月に入った。

　日本びいきのカールが、暦こよみの上ではもう春だと断言していたが、いかんせん日本より緯い度どの高いドイツにおいてはまだまだ冬が猛もう威いをふるう。咲夜のまとうコートは表面がやわらかいラム革がわで裏地が毛皮になっている。薄うす手でに見えるが、見た目よりずっとあたたかい。

「アベル、寒くない？」

　マフラーを返そうとしたが、やんわりと拒きよ絶ぜつされた。

　ダンピールの彼は、寒さにも暑さにも、人間の咲夜より強い。咲夜もそれほど弱いほうではないのだが、性差もあって決してかなわない。

「いいから巻いておけ」

「……うん」

　女性は体を冷やしてはいけませんと、グレーテルがことあるごとに繰くり返すのを思い出し、咲夜は息をつきながら頷いた。

　なんだか体の奥から冷たくなってしまった気がする。寂しいという感情は、体をこんなにも冷たくするのか。

　手袋もしているのに、指先はちっともあたたかくならない。

　ポケットに手を突つっ込む咲夜の肩かたを、アルベルトが引き寄せる。

「……アベルは、ずっとうちにいるよね」

「─────」

　返答がないのを怪け訝げんに思い、顔をあげた咲夜は、無表情ながらも険しい目をしているアルベルトの面おも持もちに、ひやりとしたものを感じた。

「アベル？」

「……エーアストの気が、変わらなければ」

　ドイツ西南に広がる巨きよ大だいな黒い森シユヴアルツヴアルトの奥深くにそびえるベルンシュタイン家の城。そこに棲すむエーアストの顔を、咲夜はじかに見たことはない。しかし、肖しよう像ぞう画がはこの目に焼きつけた。

　得体のしれない男、エクシールとうりふたつの面差しだ。

「気が変わるって……」

「あの男は気き紛まぐれだ」

　台詞せりふの奥にややうんざりとした響ひびきを感じ取り、咲夜は瞬またたきをした。アルベルトのこういった態度は珍めずらしい。

　それだけで、どんな相手なのか、少しだけ興味がわいた。もっとも、自分のようなクラーンのはみ出し者が対面できるような相手ではないこともわかっている。チャンスがあるとしたらマントを与えられるときくらいだろう。そのときに会えなかったのだから、おそらく一生顔を合わせることもあるまい。

　あまりにも風が冷たかったので、アルベルトのバイクは邸やしきに置いてきた。

　世間一いつ般ぱんの平均よりずっと所得のあるベルンシュタイン家の子どもたちは、年相応にトラムと徒歩で帰宅した。体力もあり、時間に追われているわけでもない。ならば公共の交通機関と自分の足で移動するのが望ましい。

　これもまた、父の教育の賜たま物ものである。

　うつむいてため息をついた咲夜は、頭かぶりを振ふって気持ちを切り替かえた。

　暗い顔をしていると、執しつ事じのルイ・アドリアン・ベリルやグレーテルに心配をさせる。カールはさすがにまだ戻もどっていないだろうが、娘むすめを愛する父の勘かんは侮あなどれない。

　玄げん関かんの前で頰ほおをぱしぱしと叩たたき気合を入れて、深呼吸をする。

「よし」

　外灯のついた玄関に鍵かぎはかかっておらず、ぼんやりとした照明に照らされたエントランスと、奥に続く長い廊ろう下かが寒々しい。

　出で迎むかえがないのを訝いぶかりつつも、アルベルトの一歩先を行き、リビングにつながる重い木の扉とびらに手をかける。

　ドアを開けたと同時に、いくつもの乾かわいた破は裂れつ音がした。










　茫ぼう然ぜんと立ちすくんだ咲夜は、目だけを動かして状じよう況きようの把は握あくに努めた。

　破裂音。乾いた音は、銃じゆう声せいにも似ていた。

　反射的に、コートの下につけたショルダーホルスターから愛銃を引き抜ぬきそうになったのを、咲夜は全精神力を総動員して抑おさえた。でなければ問答無用でトリガーを引いてしまうところだ。

　ウィングバックチェアセットとラウンドテーブルの並ぶ室内。奥の暖だん炉ろには炎ほのおが赤々と燃え、あたたかい。

　炎はそれだけではない。

　ラウンドテーブルの上に、大きなホールケーキが載のっている。

　チョコレートブラウンのスポンジの上半分を生クリームで覆おおい、ピンクや緑や紫むらさき色いろのチョコレートで芸術的に作られた無数のバラに彩いろどられたケーキの中央には、楕だ円えん形の大きなチョコプレートが飾かざられ、白で「Alles Gute zum Geburtstag誕生日おめでとう Sakuya!」と記されている。プレートを囲むように均一に並べられた細長いキャンドルは十六本。

　それだけではなく、チェアセットの前に据すえられたテーブルにはパーティさながらの豪ごう華かな料理が用意されていた。

　紙テープと紙ふぶきをかぶった咲夜は、使い終わったクラッカーを手にした要とルイとカールを、瞬きも忘れて見つめる。

　そこに、人数分のグラスとシャンパンとオレンジジュースをワゴンに載せたグレーテルが現れた。

「誕生日おめでとう、咲夜」

　満面の笑えみでカールが両手を広げると、ルイと要とグレーテルが手を叩く。

「やったー、サプライズ成功だー」

　ガッツポーズを作る要が嬉うれしそうに歯を見せて笑う。

「ほら、俺去年の春にこっちきたろ？　で、ついこの間初めてお前の誕生日がいつかを知ったわけよ」

　暖炉の前のチェアに駆かけて行き、そこに置いていたペーパーバッグを持ってくる。
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「ほい、誕生日プレゼント。大したもんじゃないけど」

　ペーパーバッグを押しつけられた咲夜は、思わずそれを受け取った。

「うん？　どうした司堂？　なんだよ、そんなに驚おどろいたのか？」

　目をしばたたかせた咲夜は、隣となりに立つアルベルトを一瞥した。

　長身のアルベルトは、あさってのほうを眺ながめている。

「…………アベル…」

　低く唸うなる咲夜を、ルイとグレーテルが招く。

「さあさ、咲夜様。こちらへどうぞ」

「キャンドルの炎を吹ふき消してくださいな、お嬢じようちゃま。このグレーテルが腕うでによりをかけて焼いたケーキですよ」

「お前の好みに合わせてあまり甘くないように砂糖を減らしたと言っていたよ。その分チョコレートを増やしたからどっしりと重くてねぇ」

　カールが感かん慨がい深そうに何度も頷うなずく。

「私がここまで運んだんだが、まるで赤ん坊ぼうのころのお前を抱だいているようだったよ。あの子がこんなに大きくなるなんて、ときの流れは本当に早いなぁ…」

　そうしてカールは、ついと顔を背そむけた。

「エリーが生きていたら、さぞかし喜んだに違ちがいない。こんなに綺き麗れいになって、と……」

　そう紡つむいだきり、カールは片手で目許を押さえ、感かん極きわまった風ふ情ぜいで押し黙だまった。

　小さく肩を震ふるわせる主あるじに、二十代にしか見えない執事のルイが朗ほがらかに尋たずねた。

「カール様、咲夜様にもシャンパンをお注つぎしますか？」

「それはまだ早い」

　目め許もとを覆ったまま即そく答とうし、カールは顔をあげると眦まなじりを拭ぬぐう仕草を見せた。

「それはそれ、これはこれ。それと咲夜、あそこに丸めてあるマントだが、そろそろたたんでクローゼットにしまいたいとグレーテルが言っていたよ」

　カールの指差す壁かべ際ぎわに、腰こしの高さで手を組んだグレーテルが佇たたずんで首を傾かたむけて微笑ほほえむ。その足元には白い布のかけられた塊かたまりがある。

　視線だけでそれを確かく認にんした咲夜は、強こわ張ばった面持ちでぎくしゃくと頷いた。

「そうか。良かった良かった。ではグレーテル」

「はい」

　頷いたグレーテルは、咲夜のいやに不自然な様子を受けて、怪訝そうに瞬きをした。

「お嬢ちゃま、どうされました？」

　ただ驚いただけにしては、顔色が良くない。

　カールやルイ、要もさすがに気づき、集まってきた。

「どうした咲夜」

「少々悪乗りしすぎてしまいましたか？　申し訳ありません」

「えっ、そんな。そうなのか？　悪い、こういうのされたら喜ぶもんだと……」

　口々に言い募つのってくる三人から目をそらすように視線を落とし、咲夜は唇くちびるを嚙かむ。そして、息を吸い込んだ。

「…………要」

「おう？」

　うつむいたまま、咲夜は言い渡わたした。

「もう、うちに来ないで」

　心配そうにしていた要が音を立てて硬こう直ちよくする。

　隣にたたずんでいたアルベルトが、瞑めい目もくして何とも複雑な表情を作った。










　ぱちぱちと炎が爆はぜて、薪まきが崩くずれる。

　火かき棒で空気が入るように整えて新しい薪をくべたアルベルトは、息をついて肩かた越ごしに後ろの様子を窺うかがった。

　三人がけのウィングバックチェアに、抱かかえた膝ひざに額を押しつけた要が小さくなっている。

　火勢が強くなったのを確かめて、火かき棒を煉れん瓦がに立てかけると、アルベルトは要の隣に無造作に腰を下ろした。

　咲夜はあのまま自室に立てこもってしまった。

　グレーテルがドアの外から呼びかけて、さきほどようやく入れてもらったらしい。様子を見に行ったルイの報告を受けて、カールがそうかと息をついていた。

　突とつ然ぜん絶ぜつ縁えん宣言をされた要は、身を翻ひるがえしてリビングを出て行った咲夜を茫然と見送り、しばらくして瞬またたきをした。

「……ええと」

　どういう意味かを摑つかみあぐねて一同を順じゆん繰ぐりに見たが、ひとりを除いた全員から困こん惑わくの目が返ってくるばかり。

　とにかく座りましょうとルイに促うながされてよろよろと移動した要は、チェアに腰かけて盛んに瞬きを繰り返した。

　その様子から、きっと頭の中で様々な言葉が乱れ飛んでいるに違いないと推察したカールは、手ずからオレンジジュースを注いで彼に手て渡わたした。

　勧すすめられるままにジュースを一口飲んだ要は、そこでようやく口を開いた。

「…………そんなに、嫌いやだったのかなぁ。誕生日……」

　十六年前の今日の朝、バスケットに入ったひとりの赤ん坊がこの邸やしきの門前に置き去りにされていた。ほかに入っていたのは、育てられないという一文とその子の名前が記された手紙。

　この邸の執しつ事じが日課で門の鍵かぎを開けに出てくる定刻直前に置いていったのだろうということだった。ドイツの冬は本当に寒い。少しでもタイミングがずれていたら、赤ん坊は凍こごえ死んでいたかもしれない。

　その子はこの邸に棲すむ一家に引き取られ、すくすくと成長した。

　けれども、本当の誕生日はわからない。だからこの一家は、彼女が邸にやってきた日を誕生日にした。自分たちがこの子に会えた祝福の日だとして。

　毎年ささやかながらちゃんと祝っていると聞いたので、それほどとは思わなかった。しかし、家族だけならいざ知らず、赤の他人の自分が首を突つっ込んだのは、嫌だったのかもしれない。

　喜ぶだろうと思ったのは自分の勝手な思い込みで、心の奥にある触ふれられたくないものを乱雑に扱あつかってしまったのかもしれない。

　そう思ったら、どう謝ればいいのかがどんどんわからなくなっていった。

　そんな彼に、アルベルトが告げた。そういうことじゃない、と。

　寡か黙もくな彼が珍めずらしく饒じよう舌ぜつに、淡たん々たんと咲夜の心情と決意を語って聞かせると、要は今度は膝を抱えて黙り込んだ。

　それからもう一時間近くだ。

　主しゆ賓ひんのいないリビングから、ケーキと料理は下げられた。

　昼食後、アルベルトに咲夜を連れ出させ、グレーテルとルイが料理とケーキを作り、重要な案件と称しようして会社を早退してきたカールが戻もどってきた頃ころに要が来訪。ふたりそろってプレゼントを買いに出かけ、太陽が半分沈しずんだ頃に帰邸。

　ほぼ同時に料理も完成し、アルベルトと咲夜が戻ってくる予定の五時半近くには、クラッカーを持って配置についていた。

　アルベルトはそれを知っていたので、ライン川のほとりでの咲夜の言葉に、内心どうしたものかと思案していたのだという。しかし、咲夜の気持ちも痛いほどわかるので、止めることもできず、邸に一報を入れる間もなく、最悪の状じよう況きようになってしまった。

　ずっと黙り込んでいた要が、膝を抱えた姿勢のまま、低く唸った。

「…………アベルさん」

　アルベルトは視線だけを向ける。

「俺は、どうすればいいんでしょう……」

　膝がしらに額を押しつけたまま、要は訥とつ々とつとつづける。

「わかります。わかるんですよ、ええ。あのときはほんとに、あ、おれ、死んだ、今回ばかりはもうだめだ、て、思ったくらいです」

　関かかわらなければこんなことにはならなかった。

　それは確かにその通り。

　が。

　俄にわかに顔を上げると、要は立ち上がってリビングを飛び出し、階段下で立ち止まると、二階に向かって雄お叫たけびを上げた。

「勝手に決めるなこのおおばかやろうっ！　人間はしぶといって言ったの、お前だろうがぁぁぁぁぁぁっ！」

　轟とどろいた怒ど号ごうに、キッチンでお茶を用意していたルイは思わず茶葉の缶かんを取り落として派手な音を立てた。咲夜への誕生日プレゼントの箱をとりあえず書しよ斎さいの本ほん棚だなの上にのせようとしていたカールは、台の均きん衡こうを崩して落ちかかり、なんとか事なきを得る。

　リビングのアルベルトは、息をついて頭をひとつ振ふると、立ち上がってキッチンに赴おもむいた。

　缶が転がる派手な音に目をすがめながら口を開く。

「ルイ」

　慌あわてて缶を拾ったルイが振り返った。

「はい？」










　階下から轟いた少年の雄叫びを聞いたグレーテルは、目を見張ってからやがてころころと笑い出した。

　そして、生き成なりのベッドカバーをかぶって背を向けている咲夜に話しかける。

「お聞きになりましたか？　お嬢じようちゃま」

　ベッドカバーに白熱灯の色がかかり、その姿は少しつぶれたオレンジ色のスノーマンのようにも見える。まるで叱しかられるのを恐おそれた子どもがする行動だ。

　ベッドサイドのボードには、ヴァイナハテンを過ぎて役目を終えたはずのガラスのスノーマンが、ひとつだけ飾かざってある。

　それを認めて老婦人は目を細めた。

「考えなければいけないことだったかもしれませんけれど、お嬢ちゃまひとりで考えることではありませんでしょう？　クラーンの大事です。みんなで考えなければならないことです」

　咲夜は黙だまって首を振る。グレーテルは小さく息をついて苦く笑しようした。

「要さんには、今日はもう帰っていただきましょう。少し時間を置いたほうがよろしいでしょうし……。私たちも、考えますから」

　咲夜はやはり何も言わず、ただ首を振るだけだった。







　　　　２







　きいきいと、けたたましい鳴き声がする。

　遠かった鳴き声が近くなってくる。そうして咲夜は、いつの間にか眠ねむっていたことに気がついた。

「……コウモリ…」

　時計は真夜中過ぎをさしている。

「あのまま寝ねちゃったのか」

　息をついた途と端たんに、猛もう烈れつな空腹を覚えた。

　帰邸してすぐに部屋に閉じこもったのだ。昨日の昼から何も食べていないのだから、当然だろう。

　キッチンに行けば何かあるだろうか。はしたないとグレーテルに嘆なげかれそうだが、体が栄養補給を訴うつたえているのだからここはそれに従うべきだろう。

　脱ぬいだままその辺に投げたはずのコートは、埃ほこりを丁てい寧ねいに払はらってコートかけにかけられている。グレーテルがやってくれたのだろう。

　楽な服に着き替がえて、ぼさぼさになった髪かみを手て櫛ぐしですき、ヘアスティックでまとめる。身につけたままだったショルダーホルスターもはずしてサイドボードの上に置く。

　お風ふ呂ろにも入っていないし顔すら洗っていない。朝一番にシャワーを浴びよう。

　取りとめもなく考えていた咲夜は、窓まど際ぎわに置いた小さなラウンドテーブルに、リネンのかかったスコーンのプレートとティーカップ、ステンレスの保温ポットに入った熱い紅茶が用意されているのに気づいた。スコーンは当然手作りで、夜中に目を覚ましたときのためにグレーテルが焼いてくれたのだろう。

　用意されていたケーキも料理も腕うでによりをかけてくれたものばかりだった。場の雰ふん囲い気きを壊こわしてしまったことを、咲夜はいまさらながらに後こう悔かいした。

　まだ充じゆう分ぶんに熱い紅茶をカップに注いでふうふうと息をかけながら冷めるのを待つ。

　一口すするとベルガモットの芳ほう香こうが口の中に広がった。無む性しようにほっとする香かおりだ。

「こっちはルイか。…おいし」

　この味は執事の淹いれるお茶だ。いつもは入れない蜂はち蜜みつの甘さがほんのりときいている。

　咲夜は苦笑した。このチョコチップ入りのスコーンと、蜂蜜入りのアールグレイは、咲夜が落ち込んだり悲しがったりしたときに、ふたりが必ず用意してくれるものなのだ。

　ぼんやりとした白熱灯だけが灯ともされた部屋は、セントラルヒーティングのおかげでさほど寒くはない。

　ああそういえば要が、ドイツの冬はこれのおかげで本当に快適だ建物の中だけ、と力説していた。日本より高こう緯い度どのドイツは、彼に言わせると尋じん常じようでなく寒いのだそうだ。

「………………」

　コウモリたちが鳴いている。一いつ匹ぴきや二匹ひきではない。なんだろう。

　そっと窓の外を覗のぞくと、ふたつ向こうのバルコニーに、険しい面おも持もちのカールがたたずんでいた。部屋の明かりがカールの顔を半分照らしている。腕を組んだ渋じゆう面めんの父は、いつものように日本製の半はん纏てんを着ており、その下はどうやらパジャマのようだ。

　あれで寒くないのだろうか。いくら半纏があたたかいとはいえ、腿ももから下は薄うす手でのパジャマ一枚だ。確実に寒かろう。ヴァンピーアは風邪かぜを引かないようなのでその点の心配はないのだが、人間とは別の種類の病気にかかることはある。

　カールの周囲を飛び交かうコウモリたちは、両りよう翼よくを広げると三十センチはあるだろう。

　あれは使い魔まだ。クラーンの誰だれかが何かを報しらせるために飛ばしたものに違ちがいない。

　カールはしばらくコウモリたちの報告を聞き、やがて眉み間けんに更さらに深いしわを刻んで片手を振った。

　使い魔たちがカールの頭上を一度旋せん回かいし、そのまま飛び去っていく。南の方角。あの彼方かなたにあるのはシュヴァルツヴァルト。

「……城から…？」

　クラーンの長老とエーアストたちが棲すむ、ベルンシュタインの本ほん拠きよ地ち。黄昏たそがれの城。

　そこには人間たちのライフラインはとおっていない。電気も水道も、当然電話もない。

　電話線くらい引けばいいのにと咲夜は何度も思った。そうすれば、会うことはできなくても声くらいは聞けるかもしれない、と。そうしていれば、少しハスキーな高音だったアベルの声が、いつどうやって変わっていったのかを知ることができたのに。

　前まえ髪がみをぐしゃりとかきあげたカールが部屋に入っていく。カーテンを閉めたのか、明かりがさえぎられて暗くなった。

「……珍めずらしい」

　あの父が、こちらにまったく気づかないとは。それほど使い魔たちの報告に気を取られていたのか。

　何があったのだろう。城からというと、やはり。

「…………」

　テーブルに戻もどった咲夜は、すっかり冷めてしまった紅茶を飲み干すと、ポットからカップに新しく注ぎなおし、スコーンと一いつ緒しよに腹に詰つめ込んだ。

「ごちそうさま。ああ、おいしかった。ありがとうグレーテル、ルイ」

　両手を合わせて感謝を述べ、リネンをたたむ。

　部屋についているバスルームで歯を磨みがいて顔だけ洗い、そのままベッドにもぐりこむ。

　だいぶ眠ったから朝まで目は冴さえているだろうかと思ったが、あたたかさでうとうととしはじめ、十五分後には軽い寝ね息いきを立てていた。




　　◇　◇　◇




　どこかの森の奥に、小さな村がある。そこは本当に小さな村で、人口も少ない。

　風が吹ふいてくる。潮の香りがする。

　ああ、近くに海があるのか。

　村に出入りする人は少なくて、村人たちはみな顔かお馴な染じみ。いつ生まれていつ話しはじめたのかも、ほぼ全員が知っているような親密さだ。

　こんなところだと、よそ者が入り込むのは大変だろうなと、咲夜はぼんやりと考えた。

　同時に、よそとあまり交流をしていないような村だから、何かあってもすぐには気づかれないのだろうな、とも。

　陽ひが落ちていく。冬の日暮れは早い。雪が舞まいはじめる。どんどん寒くなっていく。

　今年の冬はとりわけ寒さが厳しい。

　風邪なんて引かないように、インフルエンザにかからないように、予防注射をしておかないと。お年寄りや子どもは体力がないから、特に注意して。

　村の若者たちが口にはせずとも皆そう思っている。

　とてもあたたかい心がここには満ちている。規模の小さい村で、みんなが親しいからなおさらそういった心こころ遣づかいが強まるのかもしれない。

　納な屋やから薪まきを一ひと抱かかえした女性が現れる。生き生きとした綺き麗れいな女性だ。暮れはじめて色を変えた夕ゆう映ばえに、鮮あざやかな赤い髪が眩まぶしい。

　雪のちらつく空を見上げて、彼女が心配そうに目を細めた。

　──夜になる前に、つくといいけど……

　その語気と表情から、彼女が待っている相手は、とても大事な人なのだろうと、察せられた。

　それまでに充分部屋をあたためて、体があたたまる食事を用意して。

　家に入ろうとする彼女を、小走りにやってきた子どもが呼びとめる。

　振ふり返った彼女は子どもに何度か頷うなずいて、薪を家に運び込むと、施せ錠じようをして子どもと一緒に小走りにどこかへ向かっていく。

　その背に、えもいわれぬ怖こわさを覚えて、咲夜は思わず手をのばした。

　だめ。行ってはいけない。戻ってきて。

　でないと────。




　　◇　◇　◇




　鳥のさえずりが聞こえた。

　瞼まぶたをあげると、カーテンの隙すき間まから差し込んでくる陽の光があたって、眩しい。

　陽ひ射ざしは横からまっすぐ。ということは、日の出直後といったところか。

「……なに、へんな夢…」

　まだ心臓が早はや鐘がねを打っている。どうにかして引き止めたかったのに、そこには自分はまるでいない者のようで、誰も咲夜に目をとめることも気にかけもしなかった。

　ふと、青い光が見えた。

　首からさげた青い石が、ゆるやかに明めい滅めつしているのだ。

　服の下からそれを引っ張り出した咲夜は、目の高さに石を持ち上げて眉まゆ根ねを寄せた。

「ブラオ、あの夢を見せたのはお前ね？」

　石は明滅を繰くり返していたが、やがて徐じよ々じよに発光が弱まり、消えた。

　咲夜は渋しぶい顔で息をついた。

「時々こうやってわけのわからないもの見せるの、やめてくれないかなぁ」

　何しろ意味がわからない。暗くら闇やみの中で光ってくれるのならば灯りとしての活用もできるのだが、それ以外にはどんな力を持っているのかよくわからない石だ。

　カールやグレーテルは魔ま法ほうの石だといっているが、魔法が使えるならもっと役に立ちそうなものなのだが。そう、ただの人間を二度と危ない目に遭あわせないために、ここに近づかせないとか。

「そうだ、あんたそういうことできないの？　……できるわけないか」

　やれやれと肩かたをすくめるが、もとからそれを期待していたわけではない。

　それに、昨日のあれがある。

　あんなふうにいわれたら、いくら打たれ強くてのん気な東條要でも、しばらくはよりつかないだろう。

　ほんの少し胸の奥が痛んだが、首を振ってそれを吹っ切る。

「……血族クラーンは、いかなることがあっても隣人ナハバールに危害を加えてはならない」

　六つの頃ころには暗記して諳そらんじることのできた、クラーンの鉄則だ。

　バスルームに入って熱いシャワーを全身に浴びる。胸に下げた青い石が水すい滴てきを弾はじいて僅わずかに変色したように見えた。

「もし、隣人ナハバールが血族クラーンに危害を加えてくることあらば、速すみやかにそれを退け、すべての痕こん跡せきを消してそこから去れ」

　壁かべに両手をついてうつむき、頭から湯を浴びながら、咲夜は低く呟つぶやいた。

「そして、隣人ナハバールに害をなす血族クラーンは、異端者ケツツアーとみなして、狩かれ」

　自分たちに関かかわったことで命の危険にさらされた。

　たとえ間接的といえども、ナハバールに危険を及およぼしたのだ。ならば、鉄則に従って、自分が狩られることになりはしないか。

　うつむいたまま、彼女は笑った。

「……ケッツァーか…。長老たちなら、それくらいの言い掛がかりはつけてきそうだわ」

　お湯を止めてぶんぶん首を振り、濡ぬれた両りよう頰ほおをぱんと叩たたく。

「よし、目が覚めた」

　着き替がえて髪かみをざっと乾かわかし、階下に降りる頃には九時を回っていた。

　そういえば今日は日曜日だ。街には人が多いだろうから、一日邸やしきにこもっていようか。

　そんなことを考えながらダイニングの扉とびらを開けた。

「おー、おそよう司堂」

　扉を開けたまま、咲夜は絶句した。

　ダイニングテーブルについた東條要が、クリームチーズを塗ぬったと思おぼしきシュヴァルツブロートを手に、あいた手を軽くあげる。

　言葉の出ない咲夜に、要は据すわった目を向けた。

「今日の朝ごはんは昨日の料理をあたためなおして且かつ多少のアレンジを加えたものだそうだ。お前は心して全部平らげるよーに」

　ちなみに俺のは焼きたてのパンとできたてのレンズ豆のスープリンゼンズツペだ、どーだいーだろーうらやましーだろー。

　まったくうらやましさを呼び起こさない語気でつらつらと言い放ち、半眼のままブロートにかじりつく。

　このときばかりは要の目め尻じりが下がった。おいしいものはいかなる人の心もとかす妙みよう薬やくである。

　ちなみにこのシュヴァルツブロートはライ麦八十五パーセントの、かなりどっしりと重く酸味の強いパンだ。

　ドイツに来るまでやわらかくて軽いパンしか食べたことのなかった要は、当初こそ辟へき易えきとしたものの、食べ慣れると逆に日本でよくある白い食パンでは物足りなくなってしまった。何しろ十代の少年はいくら食べてもお腹なかが減る底なしの胃い袋ぶくろを持っている。どっしり重くみっしり詰つまった感じのパンのほうが食べでがあって大変によろしい。

　重くて密度の濃こいドイツパンは薄うすく切るものなのだが、それが要の前のプレートに五枚ほど積み上げてある。足りなかったらまた切ってもらうつもりだろう。しかし、その隣となりにあるスープボウルにも具だくさんのリンゼンズッペがたっぷりと盛られている。朝からこれだけ入るのは大したものだ。

　いや、問題はそんなところではない。なぜ朝っぱらから東條要が当たり前の顔をしてダイニングで朝食をいただいているのかが問題なのだ。

　咲夜の表情から彼女の心の叫さけびを読んだのか、要はおもむろにブロートをプレートに置いた。

「ふっ、答えてやろうじゃないか。なぜ俺がここにいるのか」

　もったいぶって仰ぎよう々ぎようしい口調を作る要に、咲夜は間かん髪はついれずに言った。

「いいわよべつに。どうせ父さんかルイかグレーテルに泊とまっていけって言われたんでしょ」

「そのとーり、さすがだね」

　こちらもまた間髪いれずに応おう酬しゆうする要である。

　咲夜は舌打ちしたい心境にかられながら冷れい淡たんに眉まゆをひそめる。

「食べ終わったらさっさと帰りなさいよ」

「帰るけど、またあとで来るわ」

「なんで!?」

　持ち上げたブロートをひとかじりして、要は涼すずしい顔で言ってのける。

「カールさんに『おいで』って言われたからだもーん。俺はカールさんのお客として来るのだ。父親の交友関係に子どもが口を出す権利はないだろ」

　そうきたか。

　反射的に出かかった怒ど声せいを呑のみ込んで、一度深呼吸をし、咲夜は短く言い捨てた。

「好きにしたら」

　そのまま踵きびすを返す。背中にかかる声があった。

「あら、咲夜様。ご朝食は……」

　グレーテルだ。咲夜は振り返らずに返した。

「いらない」

　乱暴に扉を閉めて出て行く咲夜を、要とグレーテルは黙だまって見送り、やがて同時にため息をついた。

「申し訳ありません、要さん。咲夜様はあれで要さんのことを心配されているんです。だからあんな……」

　とりなすグレーテルに、要はぱたぱたと手を振ふる。

「ああ、はい。知ってます。わかってます。いいんです、これは根くらべなんで」

　ぐぐっと拳こぶしを握にぎり締しめて決意を新たにし、しかし彼はふいに心配そうな顔をした。

「あの、でも、本当に、迷めい惑わくだったら、そう言ってください。クラーンのことは、俺にはやっぱりよくわからないですし……」

　素す直なおな要に、グレーテルは穏おだやかに笑った。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。本当に要さんがまた何か危ない思いをするようなことになったら、カール様もそう仰おつしやるでしょう。でも……」

　片目をつぶり、老婦人は人差し指を立てて断言する。

「おそらくあの方は、最後の最後、ほかに手立てがなくなるまで、遠ざけるという選せん択たくはなさらないと思いますよ」

　要はほっとしたように息をつく。そうして視線を滑すべらせた。

「ところで…朝からルイさんの姿が見えませんけど……？」

「はい。昨夜遅おそくに、大事な用で出かけました」

　頰に手を当てて、グレーテルは気き遣づかわしげな面おも持もちを見せる。そして窓の向こうを見はるかす仕草をした。

「いつ戻もどってこられるのやら……」

「え？」

「少し、厄やつ介かいな用なんです。運が良ければすぐに戻ってこられると思うんですが」

　要に振り向いてグレーテルは複雑な表情だ。

「こればかりは、要さんの日ひ頃ごろの行いにかかっているかもしれませんねぇ……」

「えっ、俺!?　何が、ええっ!?」

　突とつ然ぜん話を振られた要は、目を白黒させる。そんなナハバールの少年を、クラーンの老婦人は微笑ほほえましく眺ながめるのだった。
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　未明にマインツのベルンシュタイン邸ていを出立したルイは、夜明けを迎むかえたシュヴァルツヴァルトの林道で愛車を走らせていた。

　舗ほ装そうされた道から細い林道に入り、小一時間も経たったろうか。

　目的の家が見えて、ルイはほっとした。

　古いレンガ造りの二階建てだ。雪が積もっている。内装はある程度手を加えているので昔ほどではないが、室内は底冷えがして相当に寒いだろう。

　訪おとずれるのは久しぶりなので、道を間ま違ちがえないかと少しひやひやしていた。

　建物の前でエンジンを止め、荷物を手に扉の鍵かぎを開ける。前回訪れたのは夏の初めだったので、埃ほこりもたまっているだろう。

「薪まきは、ありましたっけねぇ…」

　近代的な暖だん房ぼう機器はまったく導入されていない建物なので、それは重要課題だ。

　キッチンの隣にある貯蔵庫に、緊きん急きゆう時のための保存食料と大量の薪があるのを確かめて、彼は息をついた。

　いくらヴェアヴォルフでも、ドイツの冬は芯しんまで凍こごえる寒さだ。特に彼の生まれはフランスで、気候が比ひ較かく的てき温暖な地域だったので、ドイツにやってきた頃ころには底冷えのする寒さに閉口したものだった。

　そんなことを懐なつかしく思い出しながら、荷に解ほどきをして着替えや食料、地図といったものをテーブルに並べる。

　裏手の井い戸どから引いた水がキッチンにつながっているので、当座の生活に問題はない。

　暖だん炉ろに火を起こして部屋をあたためながら室内を手早く掃そう除じし、敷しき物ものの毛皮を外で払はらって埃を落とすと、その上にシュラフを広げる。

　作業を終えて、ルイは手を叩いて埃を払った。

「よし、これで最低限の生活はできるぞ、と」

　よしよしと満足そうに頷うなずいた彼は、上着を脱ぬいで壁かべのコートかけにかけると、シュラフの中にごそごそともぐりこんだ。

「では、おやすみなさい」

　風が入らないようにシュラフのファスナーを上まであげると、できるだけ炎ほのおの近くで暖をとれる位置を決め、目を閉じる。

　やがて、ぱちぱちと火が爆はぜる音の中に、規則正しい寝ね息いきが響ひびいた。










　ひやりと冷たい風に頰ほおを撫なでられて、ルイは瞼まぶたを開いた。

　窓の向こうはすっかり暗くなっている。

　枕まくら元もとに置いておいた時計の表示を確かく認にんすると、夕方の五時を回っていた。

　暖炉の火が消えてすっかり寒くなってしまった部屋をもう一度あたためなおし、簡単な食事を済ませ、後片づけを終える。

　上着を持たずに外に出て施せ錠じようをすると、鍵をいつもの場所に隠かくす。

　寒風が吹ふき、雪がちらついた。

「さて……」

　空を見上げる。曇くもり空で星明かりは望めない。

　どんよりとした暗灰色の空を見つめるルイの翠みどりの瞳ひとみが琥こ珀はく色いろに輝かがやいた。同時に走り出したルイの背が急に縮むと前のめりに変容する。

　シュヴァルツヴァルトの闇やみの中に、大きな白銀の狼おおかみが瞬またたく間に分け入っていった。
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　朝食後に一度帰宅した東條要は、昼過ぎになってから予告通りに再び現れた。

　しかし、咲夜は彼と顔を合わせないように、ずっと書しよ斎さいに立てこもっていた。

　やがて夜の遅い時間になり、さすがに今日も泊めてもらうわけにはいかず、要は不承不承の体ていで帰った。

　この時間のひとり歩きは危ないので、アルベルトがバイクで送っていくことになり、先ほどエンジン音が遠ざかっていくのが聞こえた。

　庭に積もった雪はまだとけないが、道路は除雪されているのでバイクの走行に問題はない。問題はあまりにも冷たい風だ。

「……風邪かぜひかないといいけど…」

　どっちが、とは言げん及きゆうせずに呟つぶやく。どちらかではなくどちらもだから。

　暖炉に薪をくべて炎を眺めていた咲夜は、ノックの音を聞いてぴくりと肩かたを動かした。

「咲夜、ちょっと入るよ」

　返事を待たずに開いた扉とびらの向こうには、いつもの半はん纏てんを羽織ったカールが微笑んでいた。

「なに？」

「要くんから伝言だ。明日学校が終わったらまた来ますから、と」

「来ても無む駄だよ。明日そう言っておいて」

　にべもない娘むすめの言葉に、カールは苦く笑しようした。

「咲夜……。それではお前が傷つくよ」

　炎を見ていた咲夜は、振り返らずに反論する。

「そんなことないわ。巻き込むよりずっといい」

「要くんも悲しむよ」

「どうせすぐに忘れるわ」

　ヴァンピーア族の長おさは、やれやれといった体で息をつく。頑かたくなな娘の後ろ姿は、まるでネコ科の獣けものが全身の毛を逆立てて威い嚇かくしている様を髣ほう髴ふつとさせる。

「要には、日本にも、こっちにも、友達がたくさんいるから。あたしたちがかかわらなくなったって、ほんの少しの間はさびしい気になるかもしれないけど、すぐそんなの忘れるわ。それで普ふ通つうの日常に戻るの」

　彼の人生に、三年ばかり関かかわった。これまでの彼の人生の中ではそれほど短くはないだろうが、これから歩んでいく人生全体で考えれば、たった三年だ。

　その三年の間に二度も命の危険にさらされたのだ。もう充じゆう分ぶんだろう。

「すぐよ、そんなに時間はかからない」

　いまは怒おこっていても、それにもすぐに蓋ふたをして、思い出したくない記き憶おくの欠片かけらとしてどこかに押し込んで、それで終わりだ。

　要は人間だ。まったき人間。

　人間でありながらクラーンとして生きることを選んだ咲夜とは違ちがうのだ。

「ナハバールはナハバールの世界で生きるのが一番だわ。それに、人間は簡単に忘れられるもんよ、大だい丈じよう夫ぶ」

　薪が崩くずれて音を立てた。

「それでもお前は忘れないだろう？」

　咲夜の肩が震ふるえる。彼女は俄にわかに立ち上がると、眦まなじりを決してカールに食ってかかった。

「父さんにはわからないよ！　友達を、それも人間の友達を、自分のせいで危ない目に遭あわせるかもしれない。それがどういう気持ちかなんて！」

　感かん極きわまってまくしたてる。

「そんな友達がいない父さんには、わかるわけない…！」

　カールはふっと目を瞠みはり、咲夜をじっと見つめた。そうして、静かに笑う。

「……いるさ」

「え…？」

「いるよ。すごーく大事な友人が。ああ、要くんのことじゃないよ。要くんのことも、私は私の友人でもあると思っているけれどもね」

　穏おだやかに目を細めるカールに、咲夜は胸をつかれて息をつめた。

「……ごめんなさい」

　うつむく咲夜の頭をよしよしと撫でて、カールは何度も頷く。

「うん。お前は素す直なおないい子だねぇ。本当はどうしたい？」

　咲夜は黙だまって首を振ふる。こればかりは頑がんとして口を開かないつもりのようだ。

「要くんが本当に関わるべきではないと思ったら、お前が何かを言うより先に私が遠ざけているさ」

　はっと顔をあげる咲夜に、カールはつづける。

「彼が何を言っても、そうするよ。……でも、お前が本当はそうしたくないなら、彼が泣いて嫌いやがっても、絶対に離はなしてやらないね」

　断言して、カールは片目を瞑つぶって見せた。

「だって私はお前の父さんだからね。お前の望みより優先させるものなんて、数えるほどしかないよ」

「…………、数えるほどは、あるんだ」

　泣き笑いに似た表情の咲夜に、カールは大おお仰ぎような身み振ぶりで答える。

「残念ながら、お前がかなわない相手は存在するんだよ。これだけは譲ゆずれないなぁ」

　それが誰だれなのかを咲夜は知っている。腹が立つより嬉うれしい、そう思える人だ。

「その相手が、お前をそれはもう愛していたんだから、私がお前を泣かせる片棒を担かついだなんて知れたら、私は容よう赦しやなくどつかれるね。断言してもいい」

　何しろ様々な不幸が重なった初対面で、木製の古びた椅い子すを全力で投げつけてきた女だ。

　──何をやってるの、カール！　私の大事な娘を泣かせるなんて！

　そんな怒ど号ごうが聞こえるようで、咲夜はようやく声を立てて笑った。

　笑いながら、しかし咲夜は首を振る。

「だめだよ…。ああいう思いはもうしたくないだろうし、させるのもいやだ」

　咲夜はクラーンの一員となった。ケッツァーの狩かりを正式に命じられる立場になった。逆さか恨うらみをしたケッツァーがあのような蛮ばん行こうに及およぶ可能性は今後もおおいにある。

　危険要素はできるだけ排はい斥せきするべきだ。

　それは、感情だけでなく、理性が下した判断なのだ。

　カールは頷いた。

「そうだね。その危険は確かにある。だから」

　クラーンを束ねる長は人差し指を立てた。

「危険を排斥するための備えを怠おこたらなければいいのさ」

「え…？」

　訝いぶかる咲夜に、カールはにんまりと笑う。何かをたくらんでいる顔だ。

「まぁ、思いついたのはアルベルトなんだが。悪いようにはしないから、待っておいで」

　薪まきが崩れて音を立てる。そろそろ新しい薪をくべないと火勢が弱まる。

　暖だん炉ろの横に積んである薪を取ろうとした咲夜を制して、カールが手て際ぎわよく薪を火に放り込み、火かき棒で動かす。

「父さん」

「うーん？」

　父の背を見ていた咲夜は、それまでとは語気を変えて尋たずねた。

「何かあった？」

　カールの手が一いつ瞬しゆんだけ止まった。しかしすぐに手慣れた様子で火かき棒を操あやつる。

「昨夜、使い魔まが来たでしょう」

「…………」

　カールは嘆たん息そくし、娘を振り返った。

「子どもは夜よ更ふかしをするんじゃありません」

「十六歳はもう子どもじゃないと思う」

「屁へ理り屈くつをこねるんじゃありません」

「父さん」

　真しん剣けんな面おも持もちの咲夜に、火かき棒を置いたカールは、扉がきちんとしまっていることを目で確かく認にんした。

「……離り反はん者が出た」

「…っ」

　咲夜はひゅっと息を吸い込んだ。予想はしていても、実際にそれを断言されると身が引き締しまり緊きん張ちようする。

「狩り…？」

　確認する咲夜に、カールはしかし頭かぶりを振る。

「いや、まだそこまでは決まっていない。昨夜の使い魔たちは第一報を届けに来ただけで」

　一度言葉を切り、カールは目を閉じた。その面持ちに苦いものがにじむ。

「私やアルベルトと懇こん意いだったヴァンピーアが、クラーンの秘宝を奪うばって姿を消したらしい」

　クラーンの秘宝、という単語は耳慣れない。そんなものがあることも、知らなかった。

　視界のすみに青い光が見えた気がして、咲夜は視線を下ろした。服の下から淡あわい光の明めい滅めつがこぼれ出る。首から下げている青い石、ブラオだ。

「なに……？」

　怪け訝げんそうにする咲夜に、カールは重い息をつきながら腕うでを組む。

「おそらく、今回に限っては、何よりも優先すべきはケッツァーを狩ることではなく、盗ぬすまれた秘宝を奪い返すこと」

　えっと顔をあげた咲夜が目を見開く。壮そう年ねんの見た目をした齢よわい六百年を超こえるヴァンピーアの双そう眸ぼうが、剣けん呑のんに光った。

「あれがナハバールの手に渡わたりでもしたら、大変なことになる」
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　その晩、使い魔が再びやってきた。

　バルコニーに出てコウモリたちのきいきいという鳴き声を聞いていたカールは、これ以上ないほど剣呑な顔で低く唸うなった。

「……なぜだ…！　なぜ…っ」

　よりにもよってお前が。

　使い魔にすら聞かせないように呑のみこんだ言葉が、胸の奥で重く渦うず巻まく。

　一いつ匹ぴきのコウモリの足に皮かわ袋ぶくろが下がっている。それを開くと、中には弾だん丸がんケースがひとつ入っていた。

「こんな重いものをお前たちに持たせるとは、長老衆もひどいな」

　気き遣づかうヴァンピーアに、コウモリたちは不ふ遇ぐうを訴うつたえるようにきいきいと声を張り上げる。

　一匹ずつをねぎらうように撫なでてやり、彼らを下がらせると、皮袋を手にカールは渋じゆう面めんのまま室内に戻もどった。

　いつの間にかアルベルトがいた。コウモリたちの気配を察して来たようだ。咲夜の姿はない。気にはなっているだろうが、呼ばれない限りは来ることはしないだろう。

　父の面持ちを見たアルベルトは、単刀直入に問うた。

「誰だ」

　クラーンを離反し、ケッツァーとみなされたのは。

　カールの手にある皮袋の中身は、アルベルトには見当がついている。あれは、Ｍ36チーフス・スペシャルの弾丸。

　長老衆は咲夜に狩りを命じてきたのだ。彼女が音をあげるか、失敗して斃たおれるか。相変わらずそのどちらかを目もく論ろんでいるに違ちがいない。

　長老たちの顔ぶれがアルベルトの脳のう裏りに浮うかぶ。前回も今回も、離反者はヴァンピーア。だからヴァンピーア族以外の者が裁定する。

　前回咲夜に狩りを命じ、同時に取引を持ちかけたのが誰なのか、大方の予想はついている。

　ナーガラージャかアールヴか。マーメイドということはないと思うが、完全に否定はできない。特にナーガラージャは、ほかのクラーンたちのように人間の中にとけこんで生きることを拒きよ絶ぜつし、俗ぞく世せと離はなれた山奥に棲すんでいる。人間に対してあまり快い感情を持っていない種族だ。可能性は一番高い。

　今回の狩りを命じたものは誰か。

　アルベルトはそれを問うたつもりだったが、カールが口にしたのは狩られることが確定したケッツァーの名だった。

「トーゴだ」

　はじめ、アルベルトは何を言われているのかが理解できなかった。

「…………なんだと？」

　思わず訊きき返した息むす子こに、カールは苦く渋じゆうに満みちた顔で繰くり返す。

「トーゴ。……我が四百年来の、友だ」

　アルベルトが愕がく然ぜんと目を瞠みはる。滅めつ多たに表情を動かさない彼の頰ほおから音を立てて血の気が失うせていくのを見てとり、カールは舌打ちしかかったのを寸前で堪こらえた。

　この上ない失態だ。いくら動どう揺ようしていたとはいえ、よりによってアルベルトに聞かせてしまうとは。

「アルベルト…」

　言いかけた父を遮さえぎり、激した感情が珍めずらしいほどあらわになった語調で、アルベルトは唸った。

「……トーゴが何を…っ!?」

　彼はクラーンを離反するような男ではない。約四百年前にヴァンピーアの牙きばを受けてクラーンの一員となった彼は、生きつ粋すいのヴァンピーアとは一線を画しているもののその人ひと柄がらで篤あつい信しん頼らいを得ていた。それに、彼は一度さだめた物事をおいそれと覆くつがえすことを良しとしない民族の出だ。モンスターとなってもその性情が変わることはない。

　彼はヴァンピーアとなって、ベルンシュタイン家の臣下の身分を得た。クラーンを束ねる長おさの家だからベルンシュタインに仕えているだけで、私的な場においてのカールとの付き合いは対等だ。

　城における彼の立場は臣下というより客分といったほうがより正確だったろう。

　そんな彼がなぜ離反した。

　動揺を隠かくせないアルベルトには、下手へたに隠し事はしないほうがいい。そう判断し、カールは首を振ふった。

「それはまだわからない。だが、トーゴはクラーンの秘ひ宝ほうを盗み出し、逃とう亡ぼうしたそうだ。長老衆はトーゴをケッツァーとみなし、狩かりの命令を出した」

　アルベルトはさらに血相を変える。ナハバールに手を出したわけでもないのに、ケッツァーであるとして抹まつ殺さつ指令が発されるのは異常だ。

　クラーンを束ねる長は重々しく告げた。

「トーゴは、地下の宝物庫を破って、太古の秘宝を奪った」

　それは、決して表に出してはならない。もしナハバールの手に渡れば、禍わざわいを呼び大きな争いの種となる。

「いったいなにをだ、カール」

　カールの紫むらさきの双眸が、一いつ瞬しゆん真しん紅くに輝かがやいた。

「アテナの盾アイギスだ」










　朝食の席はいやに空気が重く、気まずい雰ふん囲い気きだった。

　無言で席を立ったアルベルトが邸やしきを出て行く。向かう先は離れの日本家屋だ。

　彼がその手に刀袋を携たずさえて歩いていくのを、咲夜はダイニングの窓から見ていた。

「……ねぇ、グレーテル」

　朝食の後片づけをしている老婦人を振り返る。

「はい？」

「父さんも、アベルも、怖こわい顔してる。……離り反はん者のこと、どうなったんだろう」

　カトラリーやカップ、プレートを重ねたワゴンを押す手を止めて、グレーテルは少し言い澱よどんだ。

「私がお話ししてしまっていいものか……」

「昨日も使い魔まが来てたよね。あれで、長老衆の裁定が出たんでしょう？」

　昨夜、コウモリたちに囲まれて苦渋に満ちた面おも持もちをしていたカールの姿が咲夜の脳裏をよぎる。あまりにもつらそうで、詳しよう細さいを訊きにいく気にはどうしてもなれなかった。

　だがどうしても気になって、ベッドの上で膝ひざを抱かかえて耳をそばだてていたところ、カールの部屋からアルベルトの険しい声がかすかに聞こえた。

　何を言っていたのかまでは聞き取れなかったが、あのアルベルトがあそこまで激するのは珍しい。

　カールやアルベルトと懇こん意いにしていたヴァンピーアが離反し、クラーンの秘宝を盗ぬすみ出したという。その罪状に対し、クラーンの長老衆はやはり、ケッツァーとして狩るように命じてきたのかもしれない。

「狩りなら、あたしも準備しなきゃ」

「咲夜様に命令がくだされたかどうかは、まだわかりませんよ」

「父さんかアベルが出るにしても、あたしだって行くわよ。役立たずだって長老どもに思われたくないもの」

　グレーテルが渋しぶい顔をする。

「誰だれにもそんなことは言わせませんよ。それよりも、いまの咲夜様にはもっと大切なことがおありでしょう」

　グレーテルが何を言わんとしているのか気づき、咲夜はぐっと言葉に詰つまった。

「それは……」

「昨日の要さんのご様子を見せて差し上げたかったですよ。怒おこりながらしょげていらして……」

　口では勢いのいいことを言っていても、彼は基本的に優やさしく思いやりのある性格だ。クラーンの重じゆう鎮ちんだった老ヴェアヴォルフに気に入られるだけあって、相手がよほどのことをしない限り受け入れられる度量の広さを持っている。

「本心ではないのにあえて冷たいことを言うと、お顔がどんどん険しくなりますよ。ほら、この辺に」

　眉み間けんを示して、めっと、眉まゆを吊つり上げるグレーテルに、さしもの咲夜も反論できない。咄とつ嗟さに自分の眉間に触ふれて何ごともないのを確かめてしまう。

　冷たいことや嫌いやなことを言っているときの顔は、とても醜みにくいものだろう。

「……父さんにも、言われた」

「アルベルト様も気にかけていらっしゃいましたよ」

　あのアルベルトがわざわざ送っていったのだ。普ふ段だんだったら気をつけろと短く告げるくらいで、そこまではしなかっただろう。

　叱しかられた子どものような顔をする咲夜に、グレーテルはにこりと笑って見せた。

「これを片付けたら、あたたかいハーブティーを淹いれましょうね。それをアルベルト様にも持って行っていただけますか？」

　咲夜はうんと頷うなずいた。

　ハーブティーを口実に、ことの詳細をアルベルト様ご自身から聞いておいでなさいという、グレーテルの心こころ遣づかいだった。

　ステンレスの保温ポットとティーセットを二客入れたバスケットを手に、大きなブランケットを羽織った咲夜はブーツに足を突つっ込んで外に出た。

「ううっ、寒い…」

　ざっくりとしたニットのロングスカートとボートネックセーターは、あたたかいがよく風が通る。

「ちゃんとしたコート着てくるんだった……」

　ブランケットを搔かき合わせて震ふるえながら小走りに離はなれに向かう。

　通路にはまだ雪が残り、踏ふむたびにさくさくと音を立てる。暦こよみの上では春だというが、日本の二月はそんなに暖かいのだろうか。

　咲夜はまだ日本に行ったことがないのだ。いずれは行ってみたいと思うが、行ってどうするという思いもある。半分だけあの国の血を引いている咲夜はしかし、人間ではなく黄昏たそがれを生きるクラーンのひとりだ。

　司堂咲夜という名前の示すとおり、彼女のルーツは間ま違ちがいなくあの国にある。では血けつ縁えんの人間を捜さがしたいかといわれると、どうしたいのかは実は自分でもよくわからない。

　いまさら会ったとしても、自分の家族はここにいるモンスターたちで、いま欠けているものは何もない。それは、充じゆう分ぶん幸せだということだ。

　そう考えて、咲夜の表情がほんの少し翳かげった。

　ひとつはもうすぐ欠けてしまうが、それとてすぐに何かほかのもので埋うめられる。

　離れの引き戸が見えた。咲夜はほっとした。おそらく暖だん房ぼうはついていないだろうが、風をよけられるだけでもだいぶましだ。

　引き戸を開けて一声かける。返事はないが、構わず咲夜は中に入って戸を閉めた。吹ふき込んでいた風がやみ、我知らず息をつく。

　玄げん関かんの上がり框がまちに腰こしかけてブーツを脱ぬぎ、幅はば一間の広い廊ろう下かを奥に入る。幼い頃ころからひょいひょいと立ち入っているので、靴くつを脱ぐことにも違い和わ感かんはない。たまにルイやグレーテルを手伝って掃そう除じをすることもある。

　奥までまっすぐつづく廊下は左右を障子に囲まれている。向かって左の障子を開くと、二重ガラスの窓の向こうには日本庭園が広がっている。右の障子は二間つづきの和室で、さらに奥には茶室があるのだ。

　両側の障子がだいぶ日に焼けていたのを、この冬に要がすべて張り替かえた。当初、どうやるのだろうと興きよう味み津しん々しんで眺ながめていた咲夜は、要に気が散るから見るなと追い出された。だんだん慣れたのか、後半はそういうこともなく、グレーテルとふたりで差し入れと称しようした緑茶と和わ菓が子しを持ち込んで、休きゆう憩けい時間にみんなで食べたりしたものだ。

　そういえば前にカールが腕うでによりをかけておでんを作ったことがあった。招かれた要が、なぜおでん、ドイツなのに、でもうまい、と複雑な顔をしながらばくばく食べていた姿を思い出し、咲夜は小さく笑った。

　居間の障子を開けると、掘ほりごたつがある。案の定ついていなかったのでスイッチを入れ、こたつの天板の上にバスケットを置くと、墨ぼく画がの描えがかれた襖ふすまごしに隣りん室しつに声をかけた。

「開けていい？」

　返答はない。

「開けるよ？」

　これにも返答はなかったので、咲夜はそのまま襖を開けた。

　咲夜ははっと息を呑のんだ。

　床とこの間を背にしたアルベルトが黙もく然ぜんと一いち瞥べつしてくる。その目が入るなと告げている。

　咲夜は襖を開けたまま静かにその場に座った。

　懐かい紙しを口にくわえたアルベルトが、刀の手入れ道具を広げて端たん座ざしている。

　白しら鞘さやから抜ぬかれた刀身は鈍にぶく光り、彼はいままさに刀身から柄つかを外そうとしているところだった。

　刀身の茎なかごは柄に目め釘くぎで固定されている。小さなハンマーのような形の目め釘くぎ抜ぬきで目釘を叩たたいて柄から抜くのだ。そうして刀身を鞘から引き抜く。

　柄の上部を持った左手の水かきと呼ばれる部分を、もう一方の手のひらの側面で何度か慎しん重ちように叩く。力が強すぎると刀身が勢いよく飛び出して危険なので、細心の注意を払はらっているのがわかる。

　かしゃんと小さな音がして、ほんの少しだけ刀身が柄から飛び出した。

　刀身に直接触れないように、鎺はばきを持って刀身を柄から引き抜く。現れた茎は白々とした刀身の美しさに比べてくすんで赤茶けたようにも見える。目釘穴の下に文字が刻まれているようだが、遠目には何が書いてあるのか判然としない。おそらくは製作者の銘めいだろう。

　刀身から鎺を抜き取り、茎を持って拭ぬぐい紙で鎺下から切っ先に向けて刀身を拭う。何度も何度もそうしているうちに、汚よごれの落ちた刃やいばの輝かがやきが増して、刻まれた真の俱く利り迦か羅らが満足そうに見えた。

　丁子油をつけた白い拭い布で刀身を拭い上げ、全体に油がいきわたったのを確かく認にんすると、鎺を刀身につけ、柄に茎をはめ込んだ。左手で柄の下部を持ち、右手のひらで柄つか頭がしらを下から軽く叩くと、かしゃんと軽い音を立てて、茎が柄にしっかりとはまり込む。

　柄と茎の目釘穴が合っているのを確認し、目釘を刺さして、目釘抜で軽く叩いて外れないように押し込む。

　脇わきに置いてあった鞘を取り、手入れの終わった脇差を、刃を上に向けた状態で静かに鞘に収める。黒い刀袋ぶくろに脇差を入れ、口を縛しばる。

　くわえていた懐紙を取り、彼はふうと息を吐はき出した。

　一連の動作は一いつ切さいの無む駄だがなく、まるで流れるようだ。

　道具類を小さな木箱にしまい、床とこ脇わきの地じ袋ぶくろに収めると、ようやくアルベルトは咲夜を顧かえりみた。

「どうした」

　刀袋を手にした彼に、咲夜は掘りごたつの上に置いたバスケットを示した。

「グレーテルから」

　アルベルトは頷く。

　ここでようやく暖房をつける。ふたりはこたつに入って部屋があたたまるのを待ちながら、湯気の立つ熱々のハーブティーをティーカップに注いだ。

「熱いから気をつけてね」

「ああ」

　傍かたわらに脇差を置いたアルベルトは、ティーカップの取っ手を持って口に運ぶと、何度か息を吹きかけてから少しだけすする。
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　少し熱かったのか、僅わずかに眉をひそめたアルベルトに、咲夜はおかしそうに目を細めて言った。

「だから言ったのに」

「もう大だい丈じよう夫ぶだと思ったんだ」

　彼の様子から学習した咲夜は、充分冷めるまでカップに手をつけるのをやめておく。

　風の吹く音が聞こえる。意外に外の音が聞こえてくるのが日本家屋の特とく徴ちようだと咲夜は思う。ちょっとした雨音や風、鳥の鳴き声、ときには葉は擦ずれまで、静かにしていると鼓こ膜まくは捉とらえてくれるのだ。

　もともとこの邸やしき自体マインツのはずれにあり、都会にありがちな喧けん騒そうとは無む縁えんなのだが、本ほん邸ていより自然の音が聞こえやすいのは事実だ。

　はす向かいに座ったふたりは、しばらく黙だまってハーブティーを味わっていた。

　本邸にはない木の香かと畳たたみの匂においは、不思議と心を落ち着ける。週に何度か父がこちらで寝ね起おきする理由は、住まなければ建物が傷いたむという理由だけではない気がした。

「……城から、使い魔まがきたでしょ」

　アルベルトは答えない。咲夜はそのままつづけた。

「クラーンの秘ひ宝ほうが盗ぬすまれたって聞いた。昨日きた使い魔は、それ関係だよね、たぶん」

　カップを取り上げようとしたアルベルトの手が止まる。

「……」

「狩かりの命令がきたんじゃない？」

　ここでようやく、アルベルトは重い口を開いた。

「今回は俺が出る。お前はいい」

「アベル？」

　驚おどろく咲夜に、アルベルトは頭かぶりを振ふる。そうして、傍らに置いた脇差を一瞥した。

「……標的の名は、トーゴ」

　脇差に手を触ふれて、彼は目を細めた。

「俺に、これの使い方を教えてくれた男だ」




　　◆　◆　◆




　ミヒャエル・ハインツは、両親ともに古いクラーンの血筋の、生きつ粋すいのヴァンピーアだ。

　五年ほど前から、北ドイツリューゲン島の町、ザスニッツに棲すんでいる。

　家族とともに彼がこの町に移り住んだのは五年前だ。クラーンの者たちがたまに彼の許もとを訪おとずれて、そのついでにリューゲン島の観光をしていく。

　ミヒャエルは生粋のヴァンピーアだが、同どう胞ほうたちの牙きばを受けて黄昏たそがれの住人になった者たちとも分け隔へだてなく接することにしている。大切なのは生まれではなく、性格であろうと考えている。彼の妻もそれに賛成してくれる。何しろ妻は、もともと人間だったのを、彼の牙を受けてクラーンの一員になった女なのだ。

　だからミヒャエルは、ベルンシュタインの長おさが人間の妻を娶めとったときも、陰かげながら祝福した。表立っては何も言うことはできなかったが、長がそれを選んだのならそれでいいと。

　ただ、彼女が人間のまま子を生んだために、長の後こう継けい者しやが純じゆん粋すいなヴァンピーアではないことは、どう反応すればいいのかわからないままでいる。

　種族の違ちがいは難しい。ミヒャエルはそれを痛感している。だから妻は最後には彼の牙を受けて同族になった。彼が人間になるという選せん択たく肢しもあったが、さすがにそれは周囲の猛もう反はん対たいを受けた。折れてくれた妻には心から感謝している。

　そんな妻が、困こん惑わくした様子で言った。

「ねぇ、あなた。最近、村の皆みなさんの姿を見かけた？」

　ミヒャエルたちの家はザスニッツの端はしにある。少し歩けば森が広がり、その奥には小さな村があることを知っていた。

　村から町に出るには、彼の家のすぐそばを通らなければならない。

　彼は自宅で仕事をしている。村人たちが通ればすぐに気づく。

　問われて、ミヒャエルは記き憶おくを手た繰ぐった。

「……そういえば…」

　そろそろ買い出しの村人が通ってもおかしくないはずなのに、まったく見ていない。

「どうしたんだろうな」

「何事もないといいんだけど…」

　妻のクラーラがここまで気にかけているのは、親しくしている村の娘むすめがいるからだろう。

「今年は特に寒いでしょう？　病気にならないように、特に気をつけるようには言っておいたんだけど。あの村にはお医者様もいないし」

　ここ数日、郵便はミヒャエルの家宛あてのものだけで村宛のものはないのか、配達員はこの家のポストに郵便物を入れるとそのまま町に戻もどっていく。

　それ以外には人の出入りのほとんどない村だ。

「私、ちょっと様子を見てこようと思うの。ラケルのことも気になるし」

　クラーラの言葉に、ミヒャエルは笑った。

「気になるというより、彼女に何かあったら、トーゴに責められそうだしなぁ」

「まぁ、そんなことを言ったらトーゴにそれこそ怒おこられますよ」

　応じるクラーラの目も笑っている。

　ふたりにとって、トーゴは古い友人だ。昔極東の国からやってきた彼は、ほどなくして牙を受け同族となった。

　子どもが生まれたのを機に、夫妻はこの町に移り住んだ。出産祝いと様子見を兼かねて訪れた友人は、それ以上に大切なものをこの島で見つけたようだった。

　彼自身が何かを言ったわけではないが、クラーラが偶ぐう然ぜんラケルと懇こん意いになり、話をしているうちに色々な合点がいった。どうりでトーゴが頻ひん繁ぱんにこの島を訪れるわけだと、夫妻は微笑ほほえましく思ったものだった。

　立ち上がろうとした妻を制し、ミヒャエルが立ち上がった。

「いいよ、私が行ってくる。子どもたちを頼たのむよ」

　夫妻には一年前にふたり目の子が生まれていた。両方女の子だ。

　充じゆう分ぶんな厚着をしてミヒャエルが家を出たのは、昼を少し回った頃ころだった。ドイツの冬は、昼が短い。早く行ってしまわないとあっという間に夜になる。

　ミヒャエル自身は夜のほうが動きやすいのだが、村人たちはそうではない。夜の訪問者は彼らにとってあまり気分のいいものではないだろう。

　ナハバールたちの中で暮らすクラーンは、そういう小さなところからの心こころ遣づかいが必要不可欠だ。そういった積み重ねがあるからこそ、彼らは静かに穏おだやかに暮らすことができるのだ。

　歩くと一時間はかかる村までの道程を、ミヒャエルは半分程度の時間で駆かけ抜ぬけた。飛ぶように駆けるのはヴァンピーアなら誰だれでもできることだ。

　さすがに村の近くでは速度を落とす。少し息を弾はずませながら、彼は呟つぶやいた。

「運動不足だなぁ…」

　こんなことではトーゴに笑われてしまう。少しは鍛きたえなければ。

　そんなことを考えながら村に入ったミヒャエルは、すぐに異変に気づいた。

　おかしい。人の気配がまるでない。

　いくらなんでも、まだ陽ひの高いこの時間に寝ね静しずまっているはずはない。

　嫌いやな予感がして、ミヒャエルは一番近くの家の扉とびらを叩たたいた。

　返答はない。

「誰もいないのか…？」

　試ためしにバーハンドルを押すと、難なく開いた。

　室内は真っ暗で、何日も火を入れていないように寒々しく、凍こごえるようだった。ヴァンピーアのミヒャエルは通常呼吸をしても吐はく息が白くなるということはない。しかし、長年ナハバールの中で暮らしているおかげで、無意識にその現象を作り出すようになっている。

　寒々しい屋内で、呼気が白くなる。もはや習慣だ。ナハバールの中にあるモンスターならば誰でも身につけているだろう。

「誰かいますか？」

　呼びかけは壁かべに吸い込まれていく。人の気配がまるで感じられない。

　キッチンに足を向けたミヒャエルは、ぎくりとして立ち止まった。

　床ゆかに倒たおれた人がいる。この家の住人か。

　慌あわてて駆け寄った。

「どうしました!?」

　声をかけて揺ゆさぶろうとした手がその背に触れた。

　ミヒャエルははっと息を呑のんでその手を引いた。

「……なんだ…？」

　厚手のカーディガンを羽織った女性は中年で、ミヒャエルとは何度か顔をあわせたことがある。うずくまるようにして倒れたのか、背を丸めて顔は乱れた髪かみに隠かくされている。倒れた拍ひよう子しにはずれたのか、髪を留めていただろう髪留めがテーブルの下に落ちていた。

　ミヒャエルは、心臓が早はや鐘がねを打ち始めたのを自覚した。

　そろそろと手をのばす。そっと髪を払はらう。

　半分開いた目がぼんやりと宙を見ていた。頰ほおに血の気はまったくなく、石のように冷たい。

　そう、石なのだ。ナハバールの女は、石になっている。

　まるで石せつ膏こう細工のように白い肌はだは硬こう化かし、丸まった体をのばして抱だき起こそうとしてもびくともしない。瞼まぶたの上からそっと押してみた眼球も硬かたく、肌だけでなく全身が石化している。

　髪はかろうじて動くものの、ともすればぱりぱりと折れてしまいそうだ。

　髪が折れる。そこに思い当たり、ミヒャエルはぞっとした。

　下手へたに動かせば、もしや体も割れてしまうのではないか。

　デッサンなどに使用される石膏像のように、衝しよう撃げきを与あたえればなんなく砕くだけてしまうのでは。

　試す気には到とう底ていなれない。

　ミヒャエルはそろそろとその場を離はなれ、その家を出た。

　ぞくぞくした震ふるえが立ち上ってくる。

　人ひと気けのない村。倒れて石化した村人。灯あかりひとつ灯っていない家々。

「……まさか…」

　ミヒャエルは隣となりの家に駆け込んだ。










　陽が暮れる前に戻ってきた夫の蒼そう白はくな顔に、クラーラは何事かが起こったのを察した。

「どうしたの、何が…」

　青ざめたミヒャエルは、かじかんでうまく動かない手で受話器を取り上げた。

「長に、報告を……」

「え？」

　クラーラを振ふり返ったミヒャエルは、引き攣つった顔で言った。

「村人たちが全員、石になってる」

　夫の言葉に、クラーラは一いつ瞬しゆん戸と惑まどった様子を見せた。

「……、何を、言っているの？　石…？」

「伝説を聞いたことがある。まさかとは思うが、念のため、確かく認にんを取らないと…」

　そうして彼は、はっとした。

　あのままでは誰かに見つかって大変な騒さわぎになる。

「クラーラ、あの村にできるだけ人を近づけるな」

「ええ？」

「クラーンに関かかわりがないと確認できるまで、ナハバールたちの目から隠すんだ。急げ！」

　夫の剣けん幕まくに、クラーラは困こん惑わくしながらも頷うなずいた。村に出入りするのは郵便配達員と、あとは。

　週に一度、往おう診しんに行く医者だ。

　彼らに暗示をかけて村に立ち入らないようにする必要がある。

　ミヒャエルが受話器を握にぎっているのを横目に見ながら、クラーラは上着を摑つかんだ。
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　咲夜は、瞬またたきをした。

　脇わき差ざしを一いち瞥べつする。

「……そうなんだ」

　頷きながら、思った。

　そうか。考えてみたら、アルベルトだって最初から剣けんの使い方を知っていたはずはないのだ。少なくともこの邸やしきで一いつ緒しよに暮らしていた頃習っていた覚えはない。城にいた間に習得したに決まっている。

　それは、咲夜の知らない十年間の話だ。

「……訊きいていい？」

「なんだ？」

「それ、確か、クラーンを束ねる者が受け継つぐんだよね？」

「そういうことになっているようだな」

「城の地下室にしまわれているものだって聞いてたけど、アベルはそれをもらったの？」

　これを手に現れたとき、彼はまだ長老たちから認められたわけではなかったはずだ。

　ティーカップを口に運んで唇くちびるを湿しめらせ、咲夜は更さらにつづけた。

「あと、使い方って？　トーゴ…て、どんなひと？」

　本当は、一番訊きたかったのは最後だ。

　カールが言う。自分とアルベルトが懇こん意いにしているヴァンピーアだと。カールだけでなくアルベルトに対しても、だ。城において、ダンピールであるアルベルトは決して歓かん迎げいされていなかった。彼はいわばカールに対する人ひと質じちだったのだ。

　始祖の手でベルンシュタインの後こう継けいとしての教育はなされていたようだが、そこにあたたかみがあったかどうかは疑問だ。

　彼女が何を訊きたいのかを、アルベルトは正確に読み取ったらしい。

　刀袋ぶくろから脇差を抜ぬき、それを彼女に差し出した。

「え？」

「持ってみろ」

　咲夜は言われるままに脇差を両手で奉ささげ持つ。ずしりとした重量感。思っていたよりずっと重かった。

　これをまるで鳥の羽のように造作もなく扱あつかうのだから、ヴァンピーアの膂りよ力りよくというものは本当にたいしたものだ。

　それを正直に述べると、アルベルトは言った。

「それは重いだけじゃなく、へたな人間には抜けない」

「え？」

　試ためしていいかと目で問うと、好きなようにと目で返ってきた。

　持ち方を教えてもらい、力を込める。が、意に反してびくともしない。しばらく挑ちよう戦せんしたがまったく歯が立たず、渋じゆう面めんで脇差をアルベルトに返す。

　脇差を受け取った彼は、無造作に鯉こい口くちを切り、刀身に刻まれた『真の俱く利り迦か羅ら』と呼ばれる龍りゆうが見えるところまで刀身をさらした。

　刀身に彫ちよう刻こくされた龍が不ふ遜そんに笑っているように見えて、咲夜はむくれる。それを見たアルベルトは小さく苦く笑しようした。

　覗のぞかせていた龍を鞘さやに収め、アルベルトは語りだす。

「トーゴは、四百年ほど前にドイツにやってきたそうだ」

　彼は、日本人だった。トーゴというのは名を略したものだというが、正式になんというのかをアルベルトは知らない。そんなことは大した問題ではなかったからだ。

　十年前に長老衆の要よう請せいで黄昏たそがれの城に住むことになったアルベルト。彼の養育をエーアストから任されたのが、トーゴだった。

「何しろ俺はダンピールだ。カールに対する人質だから、ぞんざいに扱うことはできない。だが、だからといって自分たちで手をかける気にはなれない。そんな様子だから、最初は城のどこにも行き場がなかったな」

　咲夜は黙だまって聞いている。

　彼の口から語られる、咲夜の知らない十年間だ。咲夜がずっと知りたくて、それでもずっと聞けずにいたことだ。

「衣食住にはもちろん事欠かないが、何日も誰だれとも話すらしない日がつづいた。エーアストとはたまに顔を合わせるが、楽しく話したい相手でもないしな」

　エーアストのことはよくわからないが、アルベルトの表情から察すると、あまり会いたくない相手だったのだろうということは察せられた。

　城に滞たい在ざいするようになってからひと月ほど経たった頃ころ、庭先でぼんやりとしていた九歳の少年は、自分と同じように漆しつ黒こくの髪かみをした青年に遭そう遇ぐうした。

　黒い瞳ひとみ。黒い髪はくせがなく、肩かたより少し長いのを無造作に紐ひもで縛しばっている。肌はだは自分より黄色味が強く、背せ丈たけは父より十センチ近く低い。体つきは引き締しまっていて全体的に小こ柄がらだが、身のこなしに一いつ切さい隙すきはなかった。城で何人かのクラーンの上層階級のものたちを見ていたが、その中でもこの男は群を抜いている。

　黙って見上げていたアルベルトに、男はあっと声を上げ、指差してきた。

　──お前、カールの息むす子こか

　アルベルトは瞬きをして、頷いた。

　彼にとっては初めて見る東洋人だったのだが、そのときはそうとは知らないまま、それきり男は手を振ってそこからいなくなった。

　その晩エーアストから、城にいる間の彼の教育一切を任される養育係として紹しよう介かいされたのが、昼間会った黒髪の男だった。

[image: ]

　エーアストは、髪も瞳も似た色だから気が合うだろうと思ってね、と、本気とも冗じよう談だんともつかないことを言った。

　それくらいで気が合うなら長老衆とカールはもっと円えん滑かつな関係を築けているはずだ。

　男の名はトーゴ。本当はもっと長ったらしい名前だが、面めん倒どうなのでトーゴだということだった。

　冷めた目をする少年に、男は強制して何かをさせるということは一切しなかった。アルベルトが行くところに黙ってついてきて、庭先でぼんやり空を見上げていれば隣となりで同じようにしている。

　あるときアルベルトが、その年ねん齢れいには不ふ釣つり合あいな立派な懐かい中ちゆう時計をポケットから出して蓋ふたを開けていると、後ろから覗き込んできた。

　アルベルトは慌あわてて蓋をしめた。その手から懐中時計をひょいと掠かすめ取り、トーゴは駆かけ出した。慌ててそのあとを追い、それから夕食までずっと追いかけっこになった。

　ようやく取り返したのは一週間後だ。

　全身の毛を逆立てた猫ねこのように眉まゆを吊つり上げて睨にらんでくる少年に、トーゴは言った。

　──お前のやりたいことは？

　強くなることだと答えると、トーゴは笑った。なるほど、と。

　それから、息つく間もないような日々がはじまった。

　トーゴは博識だった。極東の国日本は、彼が生きていた頃から知略に長たけた武将が多く、その戦術や思想などを教え込まれた。そういった東洋の文化を下地にしたのは、全世界に散らばっているクラーンの、いずれは長おさとなるアルベルトに、偏かたよった考え方を持たせないようにという配はい慮りよもあったのかもしれない。

　西洋の戦術や思想も学び、それぞれの良い部分を取捨選せん択たくできるように教育された。

　アルベルトが取り分け熱中したのは剣。それも、トーゴが故郷日本の相そう州しゆうというところから持ってきたという日本刀を使った武術だ。

　アルベルトが牙きばの代わりに日本刀をふるうのは、トーゴの指南によるところが大きい。

「この脇差と、もう一ひと振ふり城の地下にある大おお太刀だちが、トーゴの先祖が鍛きたえた刀だ」

「トーゴは何年くらい生きてるの？」

　ヴァンピーアは見た目と年齢が合がつ致ちしない場合が多い。アルベルトの話では青年だというが、トーゴの教えを聞くとどうもかなりの長命のようだ。

　咲夜の問いに、アルベルトは記き憶おくを手た繰ぐった。

「詳くわしいことはカールがよく知っているが…おそらく四百と少しだろう」

「その当時って、日本は…」

　頭の中の年表を遡さかのぼるように眉をひそめる咲夜に、アルベルトが端たん的てきに答える。

「戦国時代だな。カールはその頃ころ日本中を旅していたそうだから、興味があれば聞いてみるといい」

「うん」

　若かりし頃のカールは、世界中を放ほう浪ろうしていたことがある。極東の島国にも足をのばし、有名と言われる日本の武将を見て回ったそうだ。

　その際に日本刀の美しさと機能性に惚ほれ込み、当時の相州で懇意になった刀とう匠しよう一門のひとりをドイツにつれてきた。それがトーゴだった。

　トーゴは故郷でなんらかのトラブルに見み舞まわれて、殺されかかったのをカールに救われ、国を捨て、人間であることも捨てて、遥はるかユーラシア大陸の西にやってきたのだ。

　ひとり国を出てきたトーゴは、誰ひとり味方のいない少年に何か相通ずるものを見み出いだしたのかもしれない。ほかのクラーンのようにアルベルトを慇いん懃ぎん無礼に扱うことはなく、常に本音で接してきた。

　頼たよりのいないアルベルトは、はじめは警けい戒かいしていたものの、トーゴの性格を知るにつれてそれもやわらぎ、カールが懇意にしているということもあって、徐じよ々じよに打ち解けていった。

「あいつはこと刀に関しては厳しい。手入れの仕方がなっていないと鉄てつ拳けんが飛んできた」

「……へぇ」

　アルベルトに鉄拳を喰くらわせるオリエンタールのヴァンピーア。想像がつかない。

　会ってみたいと思った。そうして、彼だけが知っているアルベルトがどんなだったかをつぶさに尋たずねてみたい。

　だが、それはもうできないのだ。

　淡たん々たんと語るアルベルトの横顔には、何の感かん慨がいも見られない。それが余計に咲夜の心を波立たせる。

「日本刀は日本人の魂たましいだ、というのがトーゴの言い分だったな。魂を扱あつかう以上、最上級の敬意を払はらえ、と」

　特に、トーゴが日本から持ってきてベルンシュタイン家に寄き贈ぞうしたという二振りは、神が宿る神しん剣けんなのだと。

「まぁそのあたりも俺よりカールのほうがよほど詳しい」

　頷うなずきながら、咲夜は思った。父の日本びいきは筋金入りだ。おそらく、日本を旅していた頃に、何かしらの感かん銘めいを受けたのだろう。良いところも悪いところもすべて見た上で、自分の中にうまく取り入れてきたのに違ちがいない。

「さっきお前が抜ぬけなかったのは、こいつがお前をまだ認めていないからだな。俺も何年かは抜けなかった」

　咲夜は脇わき差ざしを見つめた。ものにも魂が宿るというのがかの国の教えだ。

　刀匠が魂を込めて鍛え上げた真しん剣けんは、百年を経へると神が宿る。それを扱うには、その神に相応ふさわしい人格と技量を具そなえなければならない。

　だから、城に収められた刀を抜けるクラーンは絶対的に少ない。異境の地にある黄昏のクラーンだ、人間以上の覚かく悟ごが認められなければならない。

　ゆえに、それらを受け継つぐのはベルンシュタインの長とさだめられた。

　長には覚悟が必要だ。血ではなく、クラーンを背負う裁量と覚悟が何よりも重要となる。

「俺は、長老たちが認めたからこれを与あたえられたわけじゃない。トーゴと、何よりこの『龍りゆう王おう』自身が持つに値あたいすると判断したから許された」

　咲夜はようやく得心がいった。だからあのとき、認められていないにもかかわらず、ベルンシュタインを受け継ぐものだけが持つことを許されるはずの宝を、アルベルトが携たずさえて現れたのか。

「トーゴの先祖がそれを作ったの？」

「だと言っていた。銘めいは薄うすくてよく読めないが」

「龍王じゃないの？」

「それは号だ。銘は作った人間の名」

「む？」

　怪け訝げんな顔をする咲夜に、アルベルトは息をつく。

「号というのは脇差そのものの呼び名だ。最近は日本人でもよくわかっていないらしいが」

　しばらく眉み間けんにしわを寄せていた咲夜は、腕うでを組んで首をひねった。

「ええと、あたしの銘は司堂さんで、あたしの号は咲夜、てこと？」

　そういう喩たとえもどうかと思ったが、考え方としては間ま違ちがっていないのでアルベルトは頷いた。

　そうなんだと応じて、咲夜は思った。

　きっと、そういった細々したものだけではないたくさんのことを、十年の間にアルベルトはトーゴに教えてもらったのだ。

　自分が、父や、ルイや、グレーテルに教えてもらったように。

　アルベルトがふつりと押し黙だまる。咲夜に乞こわれるままに話していた彼は、そうしているうちに過去の情景を思い出したのかもしれない。

「……五年ほど前から、年に何度か一週間ほど城を留守にするようになった」

　たまの休きゆう暇かだからと、行き先を誰だれにも告げずに出かけていって、戻もどってくる。

　彼がいなくなると、黄昏たそがれの城は急に寒々しくなって、妙みように広く感じられた。それがなんとなく、嫌いやだった。

　アルベルトの心情を察したトーゴは、自分がいない間はできるだけカールが城に滞たい在ざいするか、どこかにアルベルトを連れ出せるようにとエーアストに直じき訴そした。

　エーアストはそれを認めたが、そうそう頻ひん繁ぱんにカールの都合がつくわけではない。

　それでも、そうやって気き遣づかってくれることが、アルベルトにとっては何よりも心強かった。

　四し面めん楚そ歌かの城で、ひとりだけは確実に自分の味方でいてくれることが、アルベルトの気力を奮い立たせてくれたのだ。

「…………」

　咲夜は、ずっと思っていた。

　アベルと離はなれて寂さびしかった。でも、自分には父やルイやグレーテルがいた。

　では、アベルはどうだったのだろう、と。

　城の者たちがどんな目で咲夜やアルベルトを見ているのかを知っている。そんな中でただひとりで生きてきた彼は。

　寂しくても咲夜は幸せだった。けれども、アルベルトは寂しさだけではなかったのかと。

　目を閉じて、咲夜は安あん堵どする。

　ああ、良かった。アベルは一人だったけれど、独りではなかった。彼のことを守り、育ててくれたクラーンがたったひとりだけいたのだ。

　それが嬉うれしい。

　そして、それが悲しい。

　そのたったひとりが、クラーンを離り反はんし、ケッツァーとして狩かられる。

　その狩りを、アルベルト自身が為なそうとしていることが。

　自分がやると言ったアルベルトの胸中はいかばかりか。咲夜には想像もつかない。

「トーゴは…どうして、クラーンを離反するようなことになったの？」

　アルベルトは黙もく然ぜんと咲夜を見返す。

「わからない。ただ、奴やつが城から奪うばった秘ひ宝ほうは、人間たちの手に渡わたしてはならないものだ」

　そうして彼は、息をついた。

「今回奪われたアテナの盾アイギスは、昔一度クライスの手に渡りかけたことがある」

　咲夜の肩かたが跳はね上がる。

　クライス。クラーンを狙ねらう人間の秘密結社。不老不死の研究を重ね、長命なクラーンを研究材料にするため、様々な手段をとっているという。

　咲夜が初めて狩ったケッツァーもクライスに与くみしていた。

「まさか…っ」

　思わず天板に両手をついて、身を乗り出す。

「トーゴは、クライスに与した!?」

　アルベルトは頭かぶりを振ふる。

「奴の性格上、クライスに与したとしても得るものはないだろうな。それに、奴はクライスを嫌けん悪おしていた。与することはおそらく、ない」

　だが、絶対にと断じることはできない。トーゴがアテナの盾を奪って姿を消したことは事実だ。

　アテナの盾もさることながら、盾にはめ込まれたメデューサの首が問題なのだ。

　見るものをすべて石に変えるメデューサの目。普ふ段だんは閉じられている瞼まぶたが開けば、それを見たものは石化する。

　そしてもうひとつ、メデューサの首をクライスが狙う理由がある。

「クライスが欲ほつしていたのはメデューサの左ひだり頰ほおの血だった。恐おそろしい毒だ」

　アテナの盾が、エーゲ海に沈しずんでいた古い難破船から引き揚あげられたのは、二百年ほど前だったという。それを発見した漁師の村で、村人たちが次々に石のように硬かたくなり動かなくなるという奇き病びようが発生した。

　事態を知ったクラーンは、太古の秘宝が原因だと突つき止め、回収に動いた。しかし、クラーンより先にクライスに与したケッツァーが盾を掠かすめ取った。

　クライスの本ほん拠きよ地ちに移動されては行方ゆくえが摑つかめなくなる。

　クラーンは全力をあげてケッツァーを追い、なんとか奪だつ還かんすることに成功した。かに見えた。

　盾の中央にはめ込まれたメデューサは、その目を開かないようにと何重にも布を巻かれていた。そして、確かく認にんのために布を取り払うと、両頰に切り傷のあるメデューサの首が現れたのである。

　盾は通常、鏡のように平らに見える。しかし、ひとたびメデューサが目を覚ませば、その顔はカメオのように浮うき彫ぼりになるのだ。

　クライスはなんらかの手法をもってメデューサの顔を浮き出させ、その両頰から血を奪った。

　メデューサの血には役割がある。左の頰は、毒。右の頰は治ち癒ゆ。

「……それ、って…」

　咲夜の頰からすうっと血の気が引いた。

　石化する奇病。メデューサの両頰の血を手に入れるために、クライスが漁師たちを生いけ贄にえにしたのでは。

　アルベルトは静かに頷うなずいた。

「おそらくそういうことだろう」

　ケッツァーはクラーンの手によって既すでに狩られた。もはや、流されたであろうメデューサの両頰の血がどこにあるのかを突き止める手立てはない。

　石化された人間たちを救うためにはメデューサの右頰の血が必要だった。しかし、それを得るためにはメデューサを起こさなければならず、目を開けばその場にいるものは石と化す。

　人間たちを巻き込んでしまった以上、責任は取らなければならない。

　当時クラーンの長おさだったカールの父、ローベルト・ヴィルヘルムは、霧きりの森に棲すむ魔ま女じよたちに特効薬を開発させ、なんとか人間たちを救うことに成功した。

　その際に実働していたのは、当時ベルンシュタインの放ほう蕩とう息むす子こだったカールだったが、彼はその折のことをあまり語ろうとしない。あれは大変だった、のひとことで済ませるので、伝聞しか知らないクラーンの者たちにとっては聞き甲が斐いがないらしい。

　しかし、カールの為人ひととなりを知っている家族たちは、それほど大変だったのか、と言葉を失った。あのカールが多くを語らないのだ、その労苦は察して余りある。

　咲夜は両手を握にぎり合わせた。

　引き揚げられたとき大波乱を呼んだアテナの盾。アテナは戦いと正義の女め神がみで、波乱を呼ぶのはアレスかエリスではなかったのか。

　彼女の面おも持もちからそれを読んだのか、アルベルトは頭をひとつ振った。

「アテナの盾にはそれほどの価値がある。だからクラーンは、誰の手にも渡らないようにと、城の宝物庫に収めた」

　城に出入りする上層階級の者たちは、宝物庫に何があるのかを知っている。しかし、まさか上層階級のものが離反するとは誰ひとりとして考えていなかった。

　それが隙すきとなり、トーゴは見事に盾を奪い、それを阻はばもうとしたクラーンの者たちをひとりも傷つけることなく逃とう走そうした。

　それを聞き、咲夜は違い和わ感かんを覚えた。

「傷つけなかった？」

　アルベルトは頷く。

　阻そ止ししようとしたヴァンピーアやヴェアヴォルフたちは、生なま半なかな相手ではない。本気で挑いどまなければ包囲を突とつ破ぱすることは難しかったはずだ。実際にトーゴは相当負傷しながら逃走したのだという。

　それでも、クラーンの側にはひとりの負傷者も出なかった。

　しかし、門外不出の秘宝を持ち出したことに変わりはない。長老衆は、その罪は死をもって贖あがなわせるべきであるとした。

　アルベルトは脇わき差ざしを持つ手に力を込めた。

　使い魔またちの運んできた弾だん丸がん。狩りの執しつ行こうは咲夜に命じられた。

　その裏にある思おも惑わくを、カールとアルベルトは悟さとっている。

　アルベルトと懇こん意いのヴァンピーアを咲夜に狩らせる。そのことで、アルベルトと咲夜の間に亀き裂れつを生ませたいのだ。

　そんな手には乗らない。そして、トーゴを狩るのは、大たい抵ていのクラーンには無理だ。

　彼は強い。それだけでなく、逃とう亡ぼうの際に彼は自らの祖先が鍛きたえた大おお太刀だちも持ち去った。

　剣けんを持つ武人に文字通り太刀打ちできるのは、同じ剣を振るう者か、それを凌りよう駕がするだけの強さを持っている者だ。

　トーゴに鍛えられ、相応の技量を得た自分か、長のカールか。

　脇差より刃は渡わたりの長いあの大太刀を、アルベルトはまだ抜ぬけないのだ。

　城を出てマインツ邸ていに戻もどれることになったアルベルトに、手なずけられたのは龍りゆう王おうだけだったなと笑ったトーゴ。

　それが最後だと知っていれば、もっと伝えることもあった。

　目を閉じて、アルベルトは思った。

　昔、クラーンには先読みの力を持った者たちがいた。人間のように脆ぜい弱じやくで短命なその血筋は、絶えて久しい。先読みの力を持つものがいれば、今回のことは予見され、防げたかもしれない。

　クラーンにとってその力は必要なものだった。彼らがいたからこそ、数々の危険をかいくぐり、クラーンは存続してきた。

　頭を振る。詮せん無ないことだ。それに、そんなものがあったとしても、予見に絶対はない。どこかで誰だれかが調和とは別のことを考え、別の行動をすれば、それは大きな流れを作り予見とは別の未来を織り上げる。

「俺はトーゴを追う。お前はここでおとなしくしていろ」

　脇差を手に立ち上がったアルベルトを、咲夜は腰こしを浮かせて見上げた。

「あたしも行く」

「だめだ。お前は動くな」

　一いつ旦たん区切り、付け加える。

「長がそう決めた。クラーンならば従え、咲夜」

「……っ」

　咲夜はぐっと押し黙だまる。クラーンならばと言われて否いやとは返せない。返せば、ようやくもぎ取ったクラーンの証あかしを自ら捨てることになる。

　怒いかりに燃える目でアルベルトを睨にらむ咲夜に、彼は何かを言いかけた。出かかった言葉を、しかし彼は寸前で呑のみ込むと、咲夜の頭をぽんと叩たたいて身を翻ひるがえした。










　トーゴがいつもどこに行っていたのかを、アルベルトはなんとなく知っていた。

　五年前、友人のところに行ってくるとアルベルトに言い置いて、一週間ほど経たってから戻ってきた彼は、それまで見たことがないほど楽しそうな顔をしていた。

　それが妙みように印象に残った。

　滞たい在ざいしていたのはバルト海沿岸の島。クラーンの一員がそこに転居したのでどういうところかを見に行くらしいと、城で誰かが話していたのを覚えていた。

　それからずっと年に数度、足を運んでいた。

　お前も連れて行ければいいんだがなぁと、一度だけ言われたことがある。

　そんなことは無理だと、互たがいにわかっていた。

　アルベルトが城を出られるのは、年に一度、カールと過ごす数日間だけ。それも、どこに行くのかを長老衆たちに報告し、許可を得なければかなわない。

　そして絶対に、咲夜と会わせてはもらえない。

　長老衆は咲夜をベルンシュタイン家から引き離はなすためにあの手この手を使った。それらすべてをカールがはねつけ、そのたびにアルベルトに対する締しめ付けも厳しくなった。

　トーゴがいなければ、息が詰つまっていただろう。

　強くなりたいと言ったアルベルトに、強くなるための様々なことを教えてくれたのはトーゴだ。エーアストにはクラーンの歴史やしきたりを叩き込まれたが、実戦で役に立つすべてはトーゴの教えがすべてだ。

　──連れてくればいいのにと言われたよ…

　そう笑った横顔は、あの頃ころはずっと上にあったのに、いまでは見下ろせる。

　ヴァンピーアは歳を取らない。トーゴは二十歳はたちを少し過ぎたときに牙きばを受け、黄昏たそがれの住人となった。

　いつか、毎年会いに行っている人は彼の姿を追い越こしてしまう。それを知っていたから、彼は誰にも行き先を告げずに足を運び、限られた時間を精せい一いつ杯ぱいに過ごしていたに違ちがいない。

　何があったかを、アルベルトは知りたかった。

　あのトーゴがクラーンを離り反はんするような理由。秘宝を盗ぬすみ出し、追われる立場となってまで、何かをしようとしているのか。

　それを問いただすためにも、他ほかの誰かに狩かりは任せられない。

　居場所を特定するのは本来上層部の役目だ。離反者の裁定と狩りの執行を円えん滑かつに行うため、必要なものはすべて揃そろえて執行者イエーガーに引き渡わたす。

　そこに手て抜ぬかりがあってはならない。

　にもかかわらず、今回上層部は狩りの命令とＭ36チーフス・スペシャルの弾丸、そしてアテナの盾たて奪だつ還かんの指示しかくだしていない。

　ならば、誰がイェーガーとなっても文句は言えないはずだと、カールとアルベルトは判断した。それこそ屁へ理り屈くつだとはわかっているが、イェーガーの指名がない以上、上層部に反論はできないはずだ。それで押し通す。

　自室に戻って身み支じ度たくを整えたアルベルトは、ポケットの奥に入れておいた懐かい中ちゆう時計をサイドボードに置きかけた。

　が、思い直してジャケットの内ポケットに入れる。

　これは、アルベルトが城に入るときに、カールから手て渡わたされたものだ。

　あとで、誰も見ていないところで蓋ふたを開けてごらん。

　そう告げられて、夜ひとりになったとき、明かりのないベッドの中で初めて開いた。

　──……

　軽く目を瞠みはり、そのままそっと蓋を閉じて、九歳のアルベルトはそれを握にぎり締めて眠ねむった。

　そこにあるものを知っているのは、自分と、父と、トーゴだけだ。







　　　　５







　アルベルトが出て行ったあとで、咲夜は離れから本ほん邸ていに戻った。

　軽くなったはずのバスケットがいやに重く感じられる。

　アルベルトがトーゴを狩ってしまったら、どうなるだろう。

　考えれば考えるほど、心が重くなっていく。

　長老衆はアルベルトを追い詰めたいのか。彼に、恩あるヴァンピーアを狩らせれば、それだけアルベルトが傷つく。

　自分たちの意に従わないベルンシュタインの長おさと、その息むす子このダンピール。自分を追い出したいがためにそこまでするのか。

　重さと怒りとが心の中でせめぎ合う。長の命令で咲夜は狩りに出られない。ならば、長の決定を覆くつがえすしかない。

「……そうよ」

　そうしよう。

　そう決めると、咲夜は小走りになった。

　カールはまだ戻っていないはずだ。その間に準備万ばん端たん整えて、帰ってきたところで拝おがみ倒たおし、押し切るしかない。

　寒風の中から本邸内に入った咲夜は、ほうと息をついた。

　もうすぐ日暮れだ。寒さはどんどん厳しくなっていく。

　アルベルトはバイクを駆かっていった。ほかの交通手段より小回りがきくのが利点だというが、場所によっては雪で走れたものではないだろう。もしかしたらどこかで乗り捨てて、別の移動手段をとるのかもしれない。

　キッチンにバスケットを置いてリビングに移動すると、青ざめたグレーテルが受話器を抱かかえていた。

「グレーテル？　どうしたの？」

　咲夜の声に、老婦人は振ふり返って応じた。

「ああ、咲夜様。大変なことが起こっていると、報告が…」

「大変？」

　血の気の引いた面おも持もちで、グレーテルは頷うなずいた。

「いまカール様に連れん絡らくを差し上げました。すぐに戻もどられるとのことです」










　北ドイツ、バルト海に面したリューゲン島の町、ザスニッツ。そこからすぐの小さな村で、異変が生じていると言う。

　グレーテルの電話を受けたカールは、文字通り飛んできた。

　──大変です！　村人たちがみんな、石のように硬かたく…！　息もしていないし、心臓も動いていません！

　声まで蒼そう白はくになったミヒャエル・ハインツの言葉に、グレーテルは二百年前の事件を思い出した。

　カールも同様で、帰宅するなりミヒャエルに電話を折り返し、詳しよう細さいを確かめる。

　やがて、緊きん迫ぱくした面持ちで通話を切ると、カールは出かける準備をするようグレーテルに命じた。

「父さん」

　苛いら々いらしながら電話が終わるのを待っていた咲夜は、カールに訴うつたえた。

「あたしも行く、連れてって」

「だめだ。お前はここでおとなしくしていなさい」

　咲夜は焦じれたように首を振る。

「嫌いやだ！」

　リューゲン島で起こった事件は、二百年前のものと酷こく似じしている。

「トーゴのことも、二百年前のこともアベルに聞いた。リューゲン島の異変にはクライスが関かかわっているかもしれないんでしょう？」

　カールは険しい顔でそれをはねのける。

「クライスが関わっているとは限らない。トーゴは盾たてを持っている。それが使われたのだとしたら…」

　咲夜ははっとした。トーゴが盾を使って人間を石に変えたという可能性もなくはない。

　羊皮紙に書きつけられた文章が脳のう裏りを駆け抜ぬける。

　血族クラーンは、いかなることがあっても隣人ナハバールに危害を加えてはならない。

　もし、隣人ナハバールが血族クラーンに危害を加えてくることあらば、速すみやかにそれを退け、すべての痕こん跡せきを消してそこから去れ。

　そして、隣人ナハバールに害をなす血族クラーンは、異端者ケツツアーとみなして、狩れ。

　黄昏たそがれを生きる血族たちが、みずからの存続のためにさだめた条文だ。

　カールは頭かぶりを振った。

「過去、確かにクライスはメデューサの血を使ってナハバールを石に変えた。だが、それはすべて回収したはずだ」

　だから、クライスが関わっているはずはない。

　リューゲン島の村は、十中八九メデューサの魔ま力りよくで石になった。

　アテナの盾が使われたのだ。盾を持っているのはトーゴ。ならば、トーゴがナハバールに害をなしたと確定されたということだ。

　海の底で悠ゆう久きゆうの時を経へた女め神がみの盾。神話として、空想の産物として語り継つがれていたそれは現実の歴史の奥に埋うもれてしまった実在の話。

　それらを証明するアテナの盾は、人間の世界にあってはならないし、それを悪用するだろうクライスの手に渡わたすわけにもいかないのだ。

　アテナの盾も、ヴァンピーアも、物語の中にのみ存在する。

　そう思わせていることで、クラーンとナハバールの絶ぜつ妙みようの均きん衡こうは保たれる。

　クラーンは人間を支配したいわけではない。そんなことをしようとも思わない。

　ただ、互たがいの領域を侵おかさずに生きていくこと。ときには交流することもあるだろう。しかしそれはいつもひそやかに。決して表おもて舞ぶ台たいに出ることはない。

　咲夜は頭を振った。

　それはわかっている。咲夜もクラーンだ。心はそのつもりだ。クラーンが生きるために、ナハバールに害をなしたトーゴを狩かることは絶対だ。

　しかし、どうしても信じられない。

「本当に、トーゴが村を襲おそったの？　本当に、アテナの盾が村人たちを石にしたの？」

「それは…」

「確かめるんだよね？　確かめるだけなら、あたしも行ったっていいよね？　狩りに参加しなきゃいいよね!?」

　言い募つのる咲夜の必死の瞳ひとみに、カールはぐっと詰つまった。彼は娘むすめに弱いのだ。

　すると、それまで黙だまっていたグレーテルがおもむろに口を開いた。

「……確かに、それなら問題はございませんねぇ」

　父と娘は同時に老婦人を振り返る。

　クラシックなロングドレスにエプロン姿のグレーテルは、にっこりと笑った。

「カール様は、リューゲン島のその村に行かれるおつもりでしょう？　それに同行させるだけなら、よろしいじゃございませんか」

　それに、と、グレーテルは言い添そえた。

「本当にアテナの盾が使われたのか、私もそこが腑ふに落ちません」

　カールははっとした。グレーテルの目が真しん剣けんさを帯び、彼女はひとつ頷いた。

　しばし逡しゆん巡じゆんする素そ振ぶりを見せたカールだったが、やがて諦あきらめた風ふ情ぜいで息をついた。

「……支し度たくをしなさい」

　咲夜はぱっと顔を輝かがやかせて頷くと、リビングを駆け出していく。

　その姿に、カールは嘆たん息そくした。

「ああ、年とし頃ごろの娘が……」

「そのようにお育てしたのはカール様でしょう」

　すました顔で言ってのけるグレーテルに、カールはがくりと肩かたを落とす。

「確かにそうだがね。…ばあや、すまないが、もしかしたら……」

　物言いたげなカールの視線に、わかっていますとグレーテルは微笑ほほえんだ。

「手配だけはしておきます。魔ま女じよたちも、久々の活かつ躍やくに張り切ってくれるでしょう」

　森に棲すむ魔女たちは、クラーンの医術師だ。森といっても、シュヴァルツヴァルトではない。入り口は確かにシュヴァルツヴァルトにあるのだが、魔女たちの棲む森というのは、妖よう精せいたちが棲む別世界の霧きりの森だ。

　彼女たちは時折人界の城に姿を見せるが、大たい抵ていは森の奥にある彼女たちの村に引きこもっている。

　その森には様々な病を癒いやせる伝説上の薬草が多数生えている。

　クラーンのモンスターたちは人間の病気には罹かからないが、彼ら独自の病に罹ることはある。その際、治ち療りように使われるのが、魔女たちの調合する薬だ。

「石になってしまった者は、五日以内に戻さないと永遠に石のまま……。カール様、どうぞ急がれますよう」

「わかってる」

　応じたカールは身を翻ひるがえした。










　フランクフルト空港から国内線で空路を行き、ハンブルクからリューゲン島に渡る橋があるシュトラールズントまで、ドイツ鉄道ドイチエバーンで向かうのが一番速いだろう。

　そう判断したカールは、手配した車に咲夜と慌あわただしく乗り込んでいった。

「行ってらっしゃいませ」

　ふたりを送り出したグレーテルは、すぐさまホテルと航空チケット予約のために受話器をとったのだ。季節はずれなのもあり、部屋の空きはあった。何日かかるかわからないので、多めの日数を押さえておく。

　そういったものの手配は、普ふ段だんは執しつ事じであるルイの役目なのだが、彼はいま別件にかかりきりであるため、グレーテルが代行しなければならない。

「ええと、これでいいはず、と……」

　電話を切ってやれやれと息をつく。家事全ぜん般ぱんは誰だれにも負けない自信のあるグレーテルだが、こういった差配は得意ではない。

　空港に着いたカールがすぐにチケットを受け取れるように手配した。もし問題があればそこで電話が入るだろう。それがなければ大だい丈じよう夫ぶだ。

　慣れていないので不安が残る。

「でも、好き嫌きらいは言っていられないわね」

　カールと咲夜が、せめて移動は快適にできるように。

　夕食の準備に入る前でよかったと呟つぶやいたとき、客の来訪を告げるベルが鳴った。

「こんばんはー」

　やってきたのは要だった。近くの洋よう菓が子し屋で買ったのか、店名のロゴが入ったペーパーバッグを提さげている。

「これ、良かったらみなさんでどうぞ」

「これはこれは、ご丁てい寧ねいにありがとうございます」

　型どおりのやりとりをすませて、要はきょろきょろと邸てい内ないを見回した。

「……なんか、静かですね？」

　いつもならそろそろカールが帰宅していて、咲夜がリビングで本を読んでいるのだが。

「ルイさんはまだ戻もどらないんですか？」

　自分の日ひ頃ごろの行い次し第だいでルイがいつ戻るかが決まるといわれて以来、要はそれが無む性しように気になっている。

　グレーテルは穏おだやかに目を細めた。

「ええ。でも、大丈夫ですよ。ルイのことですから、それほど長くはかからないで戻ってきます。それと、要さんの強い味方も」

「強い味方？」

　思わず素すっ頓とん狂きような声を上げる要である。

「はい。咲夜様に対たい抗こうする、そうですねぇ、言うなれば秘密兵器です」

「秘密兵器？」

　ますますわけがわからない。

　首をひねっていた要は、目をしばたたかせて二階を眺ながめやった。

「ええと、司堂は、まだ天あまの岩いわ戸と中ですか」

　言ってから、要はしまったという顔をした。

　昔祖父から延々聞かされた日本の昔話に、太陽の女め神がみが弟の乱暴狼ろう藉ぜきに耐たえかねて岩戸の奥に隠かくれてしまったというのがあったのだ。

　それが、要がくると閉じこもってしまう咲夜の状じよう況きようにぴったりだったので、比ひ喩ゆとして使ったのだが、グレーテルはドイツのひとだった。ひとじゃないけど。さらに言うなら、祖父のあれは昔話の体裁をした神話だったと、中学にあがった頃に知った。

「司堂はまだ引きこもり中ですか」

　言い直した要に、グレーテルはにっこりと笑って見せた。

「存じておりますよ。天あま照てらす大おお御み神かみの岩戸隠れは、世界が闇やみに覆おおわれてしまって、そりゃあもう大変でしたねぇ」

「あ、そうですか。それは良かった」

　さすが、日本びいきのカールに仕えるメイド。

　あのカールのことだから、日本神話の原型である古事記くらいは暗記していて、当然の顔で諳そらんじてくれそうだ。

　自分よりよほど日本に詳くわしいベルンシュタイン家の皆みな々みな様さまに負けてはいられない。

　次に帰国したら、とりあえず祖父からまた色々と教えてもらおうそうしよう。

　胸の内で決意する要である。

　要をリビングに通しながら、カールたちが不在であることを告げる。

　クライスに与くみしたケッツァーに命の危険にさらされたことのある要は、あまり詳しいことを聞かなくても大体の事情を察した。

「ああ……それじゃあ、今日は帰ります」

「そうですか？」

　残念がって、せめて夕食をと引きとめようとするグレーテルだ。ひとりきりなので、話し相手がほしいのかもしれないが、さすがにそういうわけにもいかないだろう。

「明日また顔を出します」

　そう言い残してベルンシュタイン邸ていをあとにする。

　門を出ると、もう太陽は隠れてしまっていた。

「うぁー、早く帰らなきゃ……」

　一応遅おそくなるかもしれないとは告げてきたが、帰れるときは帰るに越こしたことはない。

　母はおっとりしているのでそこまで激しく心配はしないが、それでもやはり心配していることを知っている。

　人通りはそれなりにあるのでまだ安心だ。

　急いで帰ろうと駆かけ出した要は、トラムにタッチの差で乗れなかった。仕方なく次が来るのを待つ。

　タイミングが悪く、残されたのは要ひとりだ。

　早く来ないかなぁと考えていた要の隣となりに、別の乗客が並んだ。

　何気なく視線を向けた要は、ぎょっとして息を呑のんだ。

「……っ！」

　絶句して思わず後あと退ずさる要に、彼は片手をあげて朗ほがらかに言った。

「やぁ、ひさしぶり」

　長身のすらりとした体たい軀くに、長めの髪かみ。そして何より、一度見たら忘れられない底知れない笑えみをたたえた紫むらさきの瞳ひとみ。

　アルベルトがエクシールと呼んだ青年だった。

「……っ、……っ、……っ！」

　ざっと青ざめて後退る要の腕うでを軽く摑つかんで、エクシールは目を細める。

「そんなに怖こわがられると傷つくなぁ」

　服越ごしにエクシールの指の力が伝わってくる。細く、長い。思った以上の握あく力りよくで、振ふり払はらうことができない。

　要は必死で言った。

「は…放せ…っ！」

　怒ど鳴なったつもりだったが、意に反して発されたのは掠かすれた弱々しい声だった。全身ががちがちに緊きん張ちようしている。

　あの、森の奥の修道院の礼拝堂に突とつ然ぜん現れた男。全身の感覚が遠のいてしまうほど寒かったのに、薄うす手での長そでシャツ一枚きりで、呼吸をしているにもかかわらず、呼気がまったく白くならなかった。

　要は知っている。ヴァンピーアは、意識してそうしようとしなければ、冬の寒さの中で白い息を吐はかない。呼気の中に水蒸気が含ふくまれていないのか、それとも別の理由からなのか。

　ナハバールたちの中で生活しているヴァンピーアたちは、そういった部分を徹てつ底ていしている。

　ヴァンピーアや、その牙きばを受けた闇に転化したものフエアヴアンドルングを見分けたいときは、呼吸を探さぐるといいと、カールが以前教えてくれた。もっとも、そういうところでそれと知れるヴァンピーアは十中八九ケッツァーだから、決して近づくなとも。

　トラムの乗降場は比ひ較かく的てき人通りと車通りが多いはずなのだが、なぜかぱたりとやんでいる。この場に居合わせているのは要とエクシールだけだ。

　礼拝堂の屋根に、要は置き去りにされた。

　突然現れて、逃にげたいかと数度問われて、すべてに沈ちん黙もくで答えたら、突然担かつがれて、屋根に運ばれた。そうして男はこう言った。

　逃げたくないならそれでもいいけど、あの場にいられるとちょっと面めん倒どうだからね。

　そして、あとはお好きなようにと言わんばかりに、要の手足の拘こう束そくを解くと、ひらりと飛び降りた。

　好きなようにと言われても、ただの人である要が、はしごも階段もない礼拝堂の屋根の上から自力で降りられるわけはない。

　傾かたむいた壁かべに必死にしがみついて足を踏ふん張っていたが、寒さでだんだん体に力が入らなくなり、バランスを崩くずしてずるずると滑すべり、腰こしから下が屋根から落ちかかってもうだめだ落ちるおれ死ぬと諦あきらめかけていたときに、駆けつけたヴェアヴォルフのルイが間かん一いつ髪ぱつで助けてくれたのである。

　ルイが見えた瞬しゆん間かん、要はほっとしてしまった。それで一気に力が抜ぬけて滑り落ちそうになった。あの恐きよう怖ふを忘れられるものか。

　全力で逃げ出したいのに、エクシールは要の腕を摑んだまま放さない。あがこうとしているのにびくともしない。なんて力だ。

　じたばたしている要をしばらく眺めていたエクシールは、低く言った。

「別に取って食いやしないけど、そこまで怖がられると、気が変わりそうだなぁ」

　要は、音を立てて固まった。その様にエクシールは面おも白しろそうにして声を立てて笑う。

　涙なみだ目めになりながらエクシールを見返した要は、彼が先日とは違ちがい上等のコートをまとい、ビロードのリボンで髪を軽く括くくっているのを認めた。

　しげしげと眺めていた要は、気づいた。コートではなくて、マントだ。光こう沢たくはないが、黒くて実にヴァンピーアらしいマント。右の腕の付け根に近いところに銀色のブローチが鈍にぶく光っている。

　あれと思った要はそれを見つめて、はっと瞠どう目もくした。クラーンの紋もん章しようだ。

　見み間ま違ちがえるはずはない。咲夜がクラーンのエーアストから与あたえられたマントとブローチを、珍めずらしさと喜ばしさでじっくり眺めさせてもらった。月と剣けんとバラの意い匠しよう。

　要は自分が震ふるえていることに気づいた。

　以前この男に会った時、悪霊デーモンか悪魔トイフエルだと思った。クラーンの、カールやルイたちのような怪物モンスターとは別の存在としか思えなかったからだ。

　エクシールがクラーンの証あかしであるブローチを持っている理由がわからない。どうしてだ。

　混乱する要を眺ながめていたエクシールは、乗降場から要を引きずっていくと、近くの公園に入り、ベンチをさしてそこで待っているように言いつけた。

　赤っぽい瞳がきらりと光ったのを見て、要はこくこくと無言で頷うなずくしかできない。

　そろそろ夜にさしかかっているので、遊んでいる子どももペットの散歩をする人もいない。大体こんなに寒いのだから、好きこのんでこんな吹ふきさらしの場所を選ぶ者も少ないだろう。

　がちがち震えながらそこでおとなしく座っていた要は、音もなく戻もどってきたエクシールが、ホットコーヒーの紙コップとブラートヴルストを持っているのを見て目を剝むく。軽食スタンドインビスで売っているあれだ。小さい丸パンにソーセージヴルストを挟はさんでケチャップとマスタードをつけただけのあれ。

　出来立てなのだろう、湯気の立つブラートヴルストは、おいしそうな匂においを漂ただよわせている。

　ベルンシュタイン邸での夕食を辞退してきた要としては、実に食しよく欲よくをそそられた。

　が。

「………」

　なぜか隣に座って、自分の分らしいカリーヴルストにフォークを突つき刺さして食べはじめているエクシール。

　ぶつ切りにした焼きヴルストにカリーケチャップをかけただけのこの簡単なスナックが、確かに要も好きだ。付属のピックを突き刺してケチャップが垂れないように注意しながら、ばくばく食べるのが大好きだ。

　しかし、得体のしれないエクシールがなぜ自分にこんなものをふるまってくれるのかが解げせない。食べたら対価として何か取られそうじゃないか。そう、たとえば、命とか命とか命とか。

　命一択たくかよ俺。だってそうとしか考えられないじゃないか俺。ううでもうまそうだなぁブラートヴルスト。腹減った。いやいや、インビスのヴルストひとつで魂たましい売り渡わたすのはどうなんだよ俺。

　凄すさまじく内部対話をしている要に、コーヒーをすすったエクシールが涼すずしい顔で言った。

「これくらいは御ご馳ち走そうしてあげるから、遠えん慮りよしないでどうぞ。もっとも、ブラートヴルストが好きではないなら失礼。好みを訊きかずに用意した私の不ふ手て際ぎわだ」

　カリーヴルストをつまむエクシールの口元に、普ふ通つうよりずっと長く尖とがった犬歯が覗のぞいたのを要は認めた。牙だ。

　この男───ヴァンピーア。

　ブラートヴルストを見下ろす。どうするよ。ここで食べたとして、そのあとどうなるよ。

　青ざめたままひたすら考えていた要は、意を決して口を開いた。

「……い、いただきます」

「どうぞ」

　腹が減っては戦いくさができぬ。という格言を思い出した要は、ヴルストにかぶりついた。格言だったか、違うかも。いずれにしても、寒さで思考力が鈍っていることは事実だし、空腹はそれに拍はく車しやをかける。だったらとにかく栄養補給をしてしまえ。腹を括ったというよりも、破れかぶれである。

　それはさておき、ヴルストは泣けてくるほどうまかった。じいいんと感動するほどに。

　ばくばくとかぶりつき、喉のどに詰つまりそうになるのを、じわじわ冷めていくコーヒーで流し込む。気温が低いので、コーヒーもヴルストもあっという間に冷たくなっていく。

　食べ終わった要は、正面を向いたまま勇気を振り絞しぼっていった。

「あんた……エクシール」

　エクシールは目を細めた。

「そう呼ばれているようだ。───追放者エクシール。実に似合っているだろう？」

　笑みすら含んだ声こわ音ねに、要は思わずエクシールを顧かえりみた。

　彼は本当にそう思っているようで、嬉うれしそうにさえ見えた。

「俺に、何の用？」

　気き丈じように言ったつもりだったが、声の震えは隠かくしきれない。仕方がないさ、だって俺はなんの力もないただの人間なんだから。

　冷めきったコーヒーを飲み干したエクシールは、ベンチの背もたれにもたれて足を組んだ。

「伝言を頼たのもうと思ってね。私はさすがにあの家の者と顔を合わせられない」
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「あの家……？」

　ベルンシュタイン家のことだろうか。エクシールと要に共通の接点があるとしたら、そうとしか考えられない。

「当主でもいいし、まぁ誰だれでもいい。いま起こっている件は、クライスの仕し業わざだと」

　要は瞬またたきをした。まて、なんだかいま俺ものすごく混乱したぞ。

　クライスというのは、要をさらって修道院に監かん禁きんしたケッツァーが与くみしていた組織のことだ、確かそうだったはず。そして、この男はそのクライスと関かかわりがあると、要だけでなくカールたちも思っていたのだが。

　怪け訝げんそうな顔をする要を一いち瞥べつして、エクシールは涼しげに笑った。赤っぽい色の瞳ひとみがまたもやきらりと光る。絶対に気を許せない、そう思わせる輝かがやきだ。

「誤解があるようだから言っておくが、私はクライスとは大した関係はないよ。たまに交流はするけれど」

　交流という言い方がなんだかひっかかる。

　黙だまり込む要に、彼は面白そうに目を細めてつづけた。

「きみはいつも、だんまりだねぇ」

　声音の奥底にぞっとするような響ひびきがある。要は息を止めた。

　寒さ以外のもので震える要から視線をはずし、エクシールは立ち上がった。

「ということで、頼んだよ。東條要くん」

　フルネームを呼ばれて、要は文字通り飛び上がる。

「なっ…!?」

「ああ、それからひとつだけ。なぜこんなことを報しらせるかというとね」

　要を振ふり返って、エクシールはそれまでとはまったく違う自然な笑えみを見せた。

「私は、エリアンヌに嫌きらわれたくないんだよ」

　それではよろしくと言い置いて、漆しつ黒こくのマントをまとった男は闇やみの中に悠ゆう然ぜんと消えていった。

　要は、しばらくの間動けなかった。

「…………」

　何度も何度も深呼吸を繰くり返し、そうしてようやく実感する。

「……俺、生きてる……」

　夢じゃないかと思ったが、どうやら現実だ。

　要は背もたれに寄りかかると、そのままずるずるベンチに沈しずんだ。

　エクシールの気配も視線も醸かもし出す雰ふん囲い気きも、すべてがどこか異質で怖こわかったが、何より怖かったのは、得体のしれないヴァンピーアがおごってくれたインビスのブラートヴルストをきれいに平らげてしまった自分の何か間ま違ちがった度胸だ。

「普通味なんかしないだろう、ああいう場合……」

　しかし、嘆なげきとは裏腹に、実にうまかった。この近くにあるインビスは味がいいと評判で、そのうち食べたいと思っていたもののなかなか機会に恵めぐまれなかったのだが、図はからずもささやかな野望が達成されてしまった。

　クラーンの皆みな々みな様さまと関わっているうちにどこかがマヒしてるのかもなぁなどと考えて打ちひしがれていた要は、派手にくしゃみをして体を起こした。

「うう、寒…」

　洟はなをすすりながらうめいて、立ち上がる。

　伝言を頼まれてしまったのだ。本当はさっさと帰ってしまいたいが、報せない場合あまり考えたくないようなことが起きる気がしてならない。

「なんで俺の名前知ってるんだ、とかさぁ……。何だろうなぁ、怖いなぁ」

　とぼとぼと歩きだし、ベルンシュタイン邸ていに向かいながら、要は服の下にさげていた牙きばを引っ張り出した。

「……俺、関わらないほうが良かったかな、リキ…」

　呟つぶやいてから、しかし要はぶんぶんと頭かぶりを振った。

　それはたぶん違う。

　怖くて、逃にげ出したい気分になっているのは事実だが、それは彼らのせいではない。

　司堂咲夜は、もう来るなと言った。それはきっと、こういう事態を懸け念ねんしていたからだ。だが要はそれを突っぱねた。要が自分でそう決めた。

　なのにいまになってそれを翻ひるがえすのは、卑ひ怯きようだ。自分で選んだなら、責任は自分のものだ。すべて自分のせいなのだから、ひとのせいにしてたまるものか。

　いまはもういない親友の形見を握にぎりしめて、寒さと緊きん張ちようで強こわ張ばった体を奮い立たせる。

「ええい畜ちく生しよう、俺は逃げないんだからなーっ！」

　本当は逃げ出したいのを我が慢まんして、要は走り出した。










　そんな彼の後ろ姿を、闇にひそんでいたエクシールは眺ながめている。

　あのまま逃げ出すことを選んでいたら、その牙を彼の首に立てて、黄昏たそがれの世界に引きずり込もうと思っていたのだが。

　どうやら彼は、ぎりぎりのところで昼の世界にとどまれる選せん択たくをしたようだ。

　追放者エクシールと呼ばれるヴァンピーアは、紫むらさき色いろの瞳をきらめかせると、身を翻した。







　　　　６







　ベルンシュタイン邸にひとり残されたグレーテルは、キッチンでふうと息をついた。

　そのとき、来客を告げる呼び鈴りんが鳴る。

「あら、随ずい分ぶん早いこと……」

　玄げん関かんポーチに向かったグレーテルは、扉とびらを開けると同時に倒たおれこむようにして入ってきた要に、目を丸くした。

「まぁ、要さん。どうされました、真っ青な顔をして……」

　さすがに尋じん常じようではないと察し、歯の根が合わないほど震ふるえている要をリビングに通す。

　赤々とした火の燃える暖だん炉ろの前の敷しき物ものに座らせて、内側から温まる飲み物を用意してリビングに引き返す。

　炎ほのおに両手をかざしている要の横に膝ひざをつき、ホットレモネードを入れたマグカップを差し出した。

「どうぞ。熱いですから気をつけて」

　要はなんとか頷うなずいてカップを受け取り、少しずつそれをすする。

　しばらく火に当たり、熱いホットレモネードを飲み干して、頰ほおに血の気が戻もどってきた。

「……すみません。あの、俺……」

「何かございましたか」

　表情から察したグレーテルに頷いて、要はふと首を傾かしげた。

「グレーテルさん、怪け我がしたんですか？」

　グレーテルは右みぎ頰ほおに大きなガーゼを貼はっている。さっきまでこんなものは貼っていなかったのに。

　ガーゼを押さえるように手を添そえて、老婦人は微笑ほほえんだ。

「ええ。粗そ相そうをしてしまいまして……」

「顔に傷なんて、そんな……」

「もうこんなおばあちゃんですから、そんなに気を遣つかってくださらなくても大だい丈じよう夫ぶですよ」

　ころころ笑って首を振り、要の手から空からになったカップを受け取りながらグレーテルは首を傾かたむける。

「要さんこそ、どうなさいました。お帰りになったはずでは？」

　問われた要は、言葉を探すように目を泳がせた。

「……ええと、その。ちょっと、どう言えばいいのか」

「はい？」

　しばらく頭を抱かかえていた要は、やがて諦あきらめた顔で口を開いた。

「実は……」

　彼の語る内容を聞いたグレーテルは息を呑のんで目を瞠みはり、口元を両手で押さえた。

「…………ということで、エクシール、ですか。あいつに伝言を頼たのまれたというか、脅おどされたというか……」

　グレーテルは落ち着き払はらって言った。

「買収されましたね、要さん」

　要はぎくりと肩かたを震わせる。

「そ……っ、……そう、なりますね、はい……」

　冷静に考えれば、どう見ても買収である。返す言葉もない。

　うなだれる要に、嘆たん息そくしたグレーテルが静かに語りかけた。

「いいえ、責めているわけではないんです。エクシールを前にして、倒れられなかっただけでも、ご立派です」

　しかし、倒れてしまったほうがいっそ楽だったのではないかという気分の要である。そうすればこんな伝言を持ってくる羽目には陥おちいらなかったかもしれないではないか。

　そう告げると、グレーテルは首を振った。

「もしそうだったら、今いま頃ごろ首に牙を立てられて、闇に転化したものフエアヴアンドルングとしていいように操あやつられるか、はぐれヴァンピーアとして行き場のない状態にさせられていますよ」

「…………っ」

　一いつ瞬しゆん想像し、要は真っ青になった。

　グレーテルは深々と息をつく。

「ルイが早く帰ってきてくれるといいんですが……。とにかく、車を手配しますので、要さんはそれでご自宅にお戻りを」

「え、でも、エクシールは……」

　怯おびえる要に、グレーテルは励はげますように微笑んで見せた。

「大丈夫です。咲夜様に嫌きらわれたくないというなら、そのご友人である要さんに、手出しをすることはおそらくないでしょう。いまのところ要さんを襲おそうような輩やからがいるという話も聞いておりませんし、ご安心くださいな」

「はぁ……」

　それにと、グレーテルはつづけた。

「いま要さんがおつけになっていらっしゃるその牙は、要さんにヴェアヴォルフの加護があるという証あかしですから。できるだけそれを人目に触ふれるようにしておいてください」

「えっ？」

　いつもは服の下につけている牙をまじまじと眺める。老ろう狼おおかみの面おも差ざしと優やさしい瞳ひとみが脳のう裏りをよぎった。

　要が犬だと信じてリキと呼んだあの年老いたヴェアヴォルフは、もしかしたら将来こういった事態があるかもしれないと予測していたのだろうか。だから、この牙を自分に遺のこしてくれたのか。

　確かめたくてもリキはもういない。何かあったとしても、あのときのように駆かけつけてくれることはない。それが寂さびしくて悲しい。

　昔を思い出してしんみりしてしまった要の肩を、グレーテルがぽんぽんと叩たたく。

「大丈夫です。ご老体が守ってくださっておりますから」

　ご老体とは、リキのことだ。

　頷きながら要はふと気づいた。

　そういえば、リキの本当の名前を、要はいまだに知らないのだ。










　グレーテルが手配したハイヤーに乗せられて、要は心細そうな様子で帰っていった。

　門前で見送りながら手を振ふっていたグレーテルは、ハイヤーが見えなくなるまでそこにいると、やがて重い息をついた。

　カールに報しらせなければ。

　今頃は、国内線を降りて、リューゲン島の玄関とも言われる町、シュトラールズントに向かう列車の中だろう。ハンブルクからシュトラールズントまでは約二時間五十分。そこからさらにザスニッツまで移動だ。乗り継つぎがよくても一時間弱はかかる。正味四時間の移動だ。

　カールと咲夜がザスニッツのホテルに到とう着ちやくするのは順調に行っても真夜中だ。下手へたをすると今日中にはたどり着けないかもしれない。

　無事に到着することを願いつつ敷しき地ちに戻ろうと踵きびすを返したグレーテルは、気配を感じて足を止めた。

　何もなかった視界に急激に霧きりが立ち込める。すべての音を呑みこむような霧だ。

　のばした手の先が見えないほど濃こい霧が広がり、白い闇やみのような霧の中にドミノをかぶった人ひと影かげが幾いくつかひそんでいた。

　闇にとける暗い色の長いケープをまとった者たちは、足音も立てずに近づいてくると、厳おごそかに告げてきた。

「久しぶりね、マルガリータ」

　ドミノの下から響ひびいたのは、落ち着いた女性の声だ。声こわ音ねから察せられる年ねん齢れいは、老境にさしかかった頃ころのようだった。

　グレーテルは微笑んだ。

「思っていたより遅おそかったのね」

「少し前にはついていたのよ。長おさの命令とあってはね。でも、見知らぬナハバールがいたようだったから、彼がここを去っていくのを待っていたの」

　責めるでもなく淡たん々たんとした語調に、グレーテルは苦く笑しようした。

「ごめんなさいね。でも、入ってきても良かったのよ。あの少年は、クラーンを知っているのだから」

「あの少年が知っていても、私たちはあの少年を知らないわ。警けい戒かいは怠おこたらないようにしているの。気を悪くしないでちょうだい」

「勿もち論ろんよ、それはとても大切なことだもの」

　深く頷うなずいて、彼女たちを門の中へ招き入れる。

　ドミノとケープをまとった者たちは、静々とグレーテルに従っていくと、玄げん関かん前で立ち止まった。

「ここで」

　長不在の邸やしきに入ることは躊躇ためらわれるのだろう。

　グレーテルは応じると、ひとり邸の中に入り、やや置いて、茶色の小こ瓶びんを手に戻もどってきた。

　化学の実験室にあるような、茶色いガラスの小さな瓶だ。

「お願いね。できるだけ急いで」

「確かに受け取ったわ」

　頷いて、瓶を手の中に隠かくすと、彼らは踵を返す。

「二百年前は、期限は五日だったけれど……。今回も同じでいいのかしら？」

「わからないわ。でも、クライスが関かかわっている以上、急ぐに越こしたことはないと思うの」

「確かにね」

「できたらすぐに、ここに運んでちょうだい。長はもう向かっているから」

　走り書きをしたメモを差し出したグレーテルを振り返り、ドミノの女性は尋たずねた。

「向かっているのは、長だけ？　ヴェアヴォルフは同行しているのではないの？　ダンピールもこちらに戻ったと聞いたけれど。それから……」

　ドミノの下の双そう眸ぼうが怪あやしく光ったのを、グレーテルは見た。

「……今回のイェーガーは、長の養い子だと聞いたわ。当然同行しているのでしょうね」

　瞳の動きから感情を読まれないように、グレーテルは瞼まぶたを落とした。

「……ええ、長と、養い子は確かにケッツァーの向かうだろう地に移動している」

「結構。それならばいいのよ。どうしても長は、あの養い子が関わると、クラーンの規律を乱しがちだから」

　グレーテルはそれには何も言わなかった。

　ドミノの下でくすりと笑い、女性はそっと付け加える。

「長だけでなく、あなたもだったわね」

　グレーテルは片手を振った。

「無む駄だ話をしている時間はないのよ、ラーヤ」

　話は終わりだと言外に告げるグレーテルにラーヤと呼ばれた魔ま女じよは喉のどの奥で笑った。

「……そういうことにしておきましょうか」

　ケープを翻ひるがえし、背を向けながら魔女は片手をあげた。

「美しいマルガリータ、また会いましょう」

「アグラーヤ、頼むわよ」

　魔女たちはそのまま霧の中に消えていく。

　闇を切り取ったようなケープが見えなくなると、徐じよ々じよに霧が晴れていった。

　グレーテルは息をついた。額を押さえて険しい目をする。

「……ああ、カール様に」

　要が運んできたエクシールからの伝言を、カールに報せなければ。

　ファックスや電話ではだめだ。誰だれかに知られる危険がある。クライスはどこにひそんでいるかわからない。

　クライスは大半が人間で構成されている組織だ。クライスに属する人間が、公共機関に従事していない保証はない。

　となると、時間はかかるが、確実な方法はひとつしかない。

　グレーテルは空を見上げた。

「シルフ…この声が聞こえて？　あなたの王パラルダに、頼たのみがあるの」

　霧の残ざん滓しを押し流すように、強い風が吹ふいた。
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　トーゴが向かう先は、リューゲン島ザスニッツの町にほど近い村、シュトラントヴァルト。地図にすら載のっていないこの小さな村を、そこに住む人々は「海辺の森シユトラントヴアルト」と呼んでいる。

　正式にはザスニッツの一部になっているのだが、昔からの呼び名がそのまま残っており、リューゲン島東とう端たんのシュトラントヴァルトに宛あてれば手紙も問題なく届くのだ。もっとも、そういう書き方をするのは村人たち以外にはほとんどいないのだというが。

　だから、もし手紙をくれることがあったらそう書いてほしいと言われた。

　しかし一度も手紙を出したことはない。

　ポストカードを送ろうと思ったことは何度もあったが、こちらの住所を書くことができないのが気にかかり、書きかけたカードを何度も破り捨てた。それに何より、手紙で何かを伝えることが苦手だった。ただでさえ口下手なのだ。それが文章になったとしても、大きな差はない。

　そして、言いたいことは直接伝えるべきだと思っていたから、信念に従って行動した。

　最初のうちは、突とつ然ぜんやってくる彼に面めん食くらって戸と惑まどっていたようだったが、三回もつづくともはやそれが普ふ通つうになっていた。予告せずにやってきて、数日村に滞たい在ざいし、去っていく。

　そんな正体不明の異国人を、はじめのうちは村人たちも警戒していた。しかし、滞在している間は村の雑用を進んで引き受け、壊こわれた窓や屋根を直し、子どもの相手までする彼を、いつしか受け入れるようになっていた。

　ずっと昔に捨てた故郷は、もう届かないところにあって、彼が知る人も彼を知る人もいない。

　場所も人種も違ちがうが、そこには故郷と同じ何かがあるような気がしていた。

　たとえ彼女がいなくても、トーゴはシュトラントヴァルトを愛しただろうし、折あるごとに訪おとずれていただろう。

　手放してしまった故郷を、彼はそこに重ねていたのかもしれない。










「…………」

　異様な熱さを感じながら、トーゴはのろのろと目を開けた。

　ひんやりと冷たい石の床ゆかと石いし壁かべ。枯かれ草くさが少しだけすみに積まれた小さな小屋だ。

　手傷を負わされながら城を脱だつし、シュヴァルツヴァルトをなんとか抜ぬけて、ひたすらに北を目指した。とにかく北へ。海に出ればリューゲン島につける。

　それだけを思って、夜は人の住む場所を迂う回かいしながら進み、夜が明ける前に隠れ場所を見つけて身をひそめ、体を休めた。

　ヴァンピーアとなったトーゴは、人間よりも遥はるかに治ち癒ゆ力が高い。にもかかわらず、城のヴァンピーアやヴェアヴォルフたちに負わされた傷がふさがらない。

　彼らの爪つめや牙きば、そして武器は、これほど絶大な威い力りよくを持っていたのか。試ためしたことはなかったが、自分もまたクラーンの者たちに相当の傷を負わせることができるらしい。

　そんなことをぼんやり考えて、トーゴは笑った。

　傍かたわらに置いた布包みを指先で確かめる。そして、枕まくら元もとに置いた大おお太刀たちを摑つかんだ。

　身を起こして息をつく。急がなければ。城を出て二日。シュトラントヴァルトであの惨さん劇げきが起きてからもう四日目だ。時間がない。

　早く村にこれを持っていかないと、村人たちを助けられなくなる。

　昔クラーンの長おさから授さずけられたマントを裂さいて傷を縛しばり、残りで盾たてをくるんでいる。さすがにメデューサの首をさらしながら移動するわけにはいかない。万が一メデューサが目を開いてしまったら、大変なことになる。

　盾の包みを抱かかえて、日本刀を支えに立ち上がる。

　どれほど駆かけたかあまり考えていなかった。

　ヴァンピーアは人間より遥はるかに発達した肉体を持っている。それでも二本の足では限界がある。人間から黄昏の民ロイテ・ダー・デメルングに転化した自分は、生きつ粋すいのヴァンピーアたちのようにコウモリや狼おおかみに変身することができない。

　ヴァンピーアの中には自身を霧きりに変化させ、どんな場所にも侵しん入にゆうできる能力を持つ者もいる。

　そういった特とく殊しゆ能力が、いまだけはうらやましく感じるのだった。

　しかし、ないものねだりをしていてもしようがない。

　できるだけ人目を避さけ、時には貨物列車に身をひそめて移動の時間を稼かせぎ、トーゴはようやく海の近くに来ていた。

　国境近くを一度通ったことは覚えている。ポーランドとの境だ。湖があった。それを越こえて、ヴァンピーアの嗅きゆう覚かくが潮風をかぎ取っている。

　バルト海だ。リューゲン島は近い。

　夜よ闇やみの帳とばりが世界を覆おおっている。

　少し目覚めが遅おそすぎたかもしれない。星の位置が、思っていたより動いている。急がなければ。

　駆けだしたトーゴは、羽ばたきと耳みみ障ざわりな鳴き声を捉とらえた。

　コウモリだ。

　はっと息を呑のむ。

　無数のコウモリたちが頭上を舞まっている。明らかにトーゴを追ってくるのだ。

「クラーンの……」

　使い魔まだ。見つかった。

　歯は嚙がみして速度を上げ、明かりひとつない暗闇の森を風のように駆ける。

　ここで捕つかまるわけにはいかない。城から秘ひ宝ほうを奪うばった自分は、ケッツァーとみなされただろう。クラーンの鉄則に従ってケッツァーは狩かられる運命にある。狩られてしまえば、盾は城に戻もどされる。村人たちは助からない。

　急がなければ。速く、速く。

　気ばかりが急せいて、追い立てられる。足が心に伴ともなわない。盾が重い。離はなさないように摑んでいるが、時を経へるごとに重さが増していくように感じる。

　背に負った大太刀は、不思議と重さを感じない。故郷を出るときに持ち出した、自分よりずっと長い時を見てきた武器だ。

　彼の故郷は、器物にも神が宿るとする国にあった。あの国では、魂たましいを込めて鍛きたえた刀は百年を経ればそれ自身が神となる、とされていた。

　百年どころか、もう六、七百年を経ている刀だ。神としても相当地位が高くなっているだろう。それが、いまや怪物モンスターとなった自分の手にあって、逆らうことなく使われてくれているのだ。

　クラーンを裏切っても、自分は正しい道から反しているのではない。それを信じられるのは、この刀が彼に応じてくれているからだった。

　全力で駆けていたトーゴは、気配を察してはっと息を呑んだ。

　森を抜けた辺りで足を止める。

　広大な田園風景。微かすかに灯あかりが点在しているのが認められる。

　近くに人家はない。

　このまま北上すればおそらく、リューゲン島に渡わたる橋のある町、シュトラールズントにたどり着ける。しかし、そこしか入り口がないとわかっているからには、追っ手は必ずシュトラールズントを張っているはずだ。なんとかして別のルートを探さなければ。

　そう思い、トーゴはシュトラールズントは避けようとしていた。

　リューゲン島に上陸するには、海を渡るという選せん択たく肢しもあるにはあるのだ。どこかで船を調達し、それでリューゲン島のどこかの岸につければいい。

　できるだけ海の狭せばまったところを。

　そう考えていたのだが、どうやらそれを見事に読まれたらしい。

　トーゴは薄うすく笑った。

　彼の思考をここまで正しく読めるのは、彼が鍛えた青年しかいない。

「……参ったな」

　ほかの誰だれかではなく、アルベルトがイェーガーとは。クラーンも酷こくなことをする。

　そんな風に考えて、しかしトーゴは頭かぶりを振ふった。

「いや…酷なのは、俺か」

　どんな理由であったにせよ、クラーンを離り反はんしてケッツァーの烙らく印いんを押されるようなことをしでかしたのは自分自身だ。

　そんな彼を狩るのに、彼の行動を熟知しているであろうアルベルトが選ばれる可能性が極きわめて高いことは想像に難かたくない。

　事実、アルベルトが来ている。姿はまだ捉えられないが、近くにいる。

　落とさないように、盾を左ひだり腕うでに巻きつけると、トーゴは背に負っている大太刀の柄つかをぐっと握にぎりしめた。

　アルベルトはおそらく脇わき差ざしを持っている。西洋剣けんより切れ味鋭するどく頑がん丈じような日本刀の質を、彼はとても気に入っている。

　城を出られることが決まった時、餞せん別べつにほしいものを問うたところ、龍りゆう王おうがほしいと返ってきた。

　さすがにトーゴの一存だけでは決められなかったが、なんとかしてエーアストの許しをもらい、アルベルトに持たせてやった。あれはアルベルトに必要だと、感じたからだ。

　神が宿る真しん剣けんならば、どんな魔ま物ものも倒たおせるだろう。ただでさえヴァンピーア殺しの力を持つと言われるダンピール。クラーンの中でも風当たりは強い。

　ある意味あの脇差は、アルベルトの守り刀だった。

「……頼たのむぞ…鬼おに丸まる…」

　同じ名の刀が、伝説にある。これはそれから号をもらったものだ。

　人間であることをやめると決めたとき、鬼の名を持つこの太刀に呼ばれた気がした。相州の刀とう匠しようの一門に生まれたトーゴが数ある名刀の中からこれと龍王を選んだ理由はそれだ。

　抜ばつ刀とうして構える。盾を離すことができない以上、片手で闘たたかうしかない。

　片手でやりあえるほど甘い相手ではないとわかっているが、こればかりは仕方がない。










　コウモリたちの鳴き声と、近づいてくる足音を捉えて、アルベルトは白しら鞘さやから刀身を引き抜ぬいた。

　クラーンの紋もん章しようが刺し繡しゆうされたケープと銀のブローチを身に着け、黒い服をまとったアルベルトは、静かに呼吸を数えた。

　トーゴの気配を見つけて、閉じていた瞼まぶたを開く。

　一いつ瞬しゆん、脳のう裏りを咲夜の面おも差ざしがよぎった。

　あたしも行くと食い下がってきた、必死の様相。

　それだけはできない。クラーンは咲夜に狩りを命じたのだ。

　咲夜がそれを知れば、あの子は必ずイェーガーとしての責務を果たす。

　アルベルトも、カールも、できることならあの子に狩りをさせたくはない。

　相手がケッツァーであっても、なにかの命を絶たつという行こう為いに変わりはないからだ。

　それは、自分たちの勝手な感傷なのだと、知っている。それでも。

　コウモリたちがひときわ大きく騒さわぎ立てる。

　アルベルトは駆けだした。

　同時に、暗闇の中に白はく刃じんが一いつ閃せんするのが見えた。

　音もなく、火ぶたは切って落とされた。

　二ふた振ふりの刃やいばが火花を散らしてぶつかり合う。きんと澄すんだ音が幾いく重えも響ひびき、風を裂いて唸うなる刀身がぎりぎりのところを掠かすめて躍おどる。

「トーゴ！」

　飛び退すさったアルベルトが着地と同時に突とつ進しんすると、それを読んでいたトーゴは鎬しのぎでアルベルトの刃を受け、そのまま滑すべらせて流し、返す刀を薙なぎ払はらう。

　アルベルトは咄とつ嗟さに身をよじって胸むな先さきを髪かみ一筋で回かい避ひすると、体勢を整えようとした。が、それをさせじと懐ふところに飛び込んできたトーゴが盾たてを持った左ひじを突つき上げてくる。

　さすがにこれは避けきれなかった。

　顎あごから脳天に衝しよう撃げきが走る。意識が一いつ瞬しゆん吹ふっ飛んだ。

　のけぞって仰あお向むけに倒れかかったアルベルトは、風の唸りを聞いて半ば無意識にとんぼを切った。

　切られた髪が数本舞まう。

　崩くずれながら着地した耳じ朶だに、軽い口笛が突き刺ささった。

　見ればトーゴが目をすがめてにやりと笑っている。

　顔色が悪いのを見て取ったアルベルトは、彼があちこちを布で縛しばり上げているのにも気づいた。城を脱だつする際に負わされた傷だ。

　よくよく見れば、大して打ち合ったわけでもないのにトーゴはすでに息が上がっている。

　ここまで逃のがれてくるだけでもかなり体力を消しよう耗もうしているのに違ちがいない。

「トーゴ、城に戻れ」

　とっさに口をついて出た言葉に、アルベルト自身が驚おどろいた。

　対するトーゴは軽く目を瞠みはっただけで、すぐさま大おお太刀たちを構えなおす。

「まだ間に合う、人間に害をなしていないなら」

　青年の説得に、トーゴは微かに目を細める。

　アルベルトははっとした。

　まるで泣いているように、トーゴは笑った。

「……それは、できないな」

「ト…」

　目にもとまらぬ速さで唸った白刃が、アルベルトの手から龍王を弾はじき飛ばす。

「しまっ…！」

　視線がトーゴからはずれる。その一瞬の隙すきに、アルベルトは足を払われてバランスを崩し、地に手をついた。

　立ち上がろうとするより早く、喉のど笛ぶえに切っ先が据すえられる。

　アルベルトの頰ほおに冷たい汗あせが伝った。

「……」

　本物の殺気が伝わってくる。

「迷いがあるな」

　剣の扱あつかいを教えてくれた男の言葉に、アルベルトは答えられない。

　トーゴは淡たん々たんとつづけた。

「覚かく悟ごが足りていないだろう。俺を止めるなら、本気で、殺すつもりで、全力でこい」

　微かすかに笑うトーゴの双そう眸ぼうが、ヴァンピーア特有の輝かがやきを見せた。

「でなければ、お前は俺に勝てないよ、アベル」

　滅めつ多たに呼ばない愛あい称しようをあえて口に乗せ、トーゴはついと切っ先を引いた。
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「悪いが、城に帰るつもりはない。盾を返すつもりもない」

　アルベルトに切っ先を向けたまま、トーゴは少しずつ距きよ離りを広げていく。

「……」

　トーゴを睨にらみながら龍王の位置を確かく認にんする。十メートルはある。取りに向かえばその間にトーゴを見失う。

「あと一日だ」

　後退しながら、トーゴは言った。

「一日あればいい。そうしたら、お前に狩かられてやる。だから……」

　言い差して、トーゴは顔を歪ゆがめた。

「いまは、見み逃のがしてくれ。…………頼むよ、アベル」

　語ご尾びはひどく弱々しい響きで、それがアルベルトの動きを鈍にぶらせる。

　ケッツァーとみなされたヴァンピーアは踵きびすを返し、イェーガーとなったダンピールは脇差めがけて地を蹴ける。

　それはほぼ同時だった。

　龍王を拾い上げながらトーゴを振ふり返るが、すでに消えている。

「……っ！」

　苛いら立だちをこらえきれずに、掲かかげた刀身を乱暴に振り下ろす。風を切って唸る切っ先が、彼の八つ当たりに抗こう議ぎしているようだった。

　大きく肩かたを上下させて、荒あらく息を継つぐアルベルトの鼓こ膜まくの奥で、トーゴの言葉が反はん響きようする。

　──迷いがあるな

　──本気で、殺すつもりで、全力でこい。

　──でなければ、お前は俺に勝てないよ、アベル

「…………汚きたないぞ、トーゴ…！」

　お前が俺をそう呼ぶのは、俺が冷静さを欠いているときと。

　──…………頼むよ、アベル

　心から何かを頼みたいときだけじゃないか。

「どうしてだ、トーゴ…！」

　何がお前をそうさせている。

　一日とはなんだ。お前は何を抱かかえている。

　アルベルトは頭を振って唇くちびるを嚙かんだ。

　トーゴはいつもそうなのだ。何かあっても、決して他言はせずにひとりで抱え込む。そうして一人で片づけて、何もなかった顔をする。

　だからアルベルトは、トーゴのそういうところが嫌きらいだった。

　そして、機き嫌げんを損そこねたアルベルトの頭を、なだめるようにぐしゃぐしゃと搔かき回しながら、この世でふたりにしか呼ぶことを許していないはずの彼の愛称を口にするところも、たまらなく嫌いだった。
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　国内線とドイツ鉄道を乗り継いだカールと咲夜がザスニッツの町に到とう着ちやくしたのは、夜半近くだった。

　できるだけ急いだのだが、定刻よりも列車が遅おくれ、予定よりずっと遅おそくなってしまった。

　急ぎで押さえたため、ホテルの部屋はツインが一室。親子なので取り立てて問題はないが、同じ部屋というのは物心ついて以来だ。

　さほどランクは高くないものの、思っていたより落ち着いたクラシックなホテルで、外観に比べて改装したらしい客室は新しく綺き麗れいだった。六階建ての最上階だ。一番グレードの高い部屋らしく、ベッドも平米数も大きい。

　荷物を置いた咲夜は、そのまま踵を返そうとした。しかし、カールに止められる。

「咲夜、待ちなさい」

「え？」

「夜は動かないほうがいい。私はミヒャエルに会ってくる。お前はここで先に休んでいなさい」

　咲夜は目を剝むいた。

「置いてきぼりはいやよ」

「咲夜」

　言い含ふくめるような語気に、咲夜は唇を嚙む。

　この町に棲すんでいるミヒャエルと咲夜に面識はない。だが、大たい概がいのクラーンは、長おさが拾った人間の子どもを快く思っていないことを知っている。

　いくらカールと一いつ緒しよでも、クラーンの中で物議をかもしているベルンシュタイン家の養女が姿を見せて、平静でいられることはないかもしれない。

　両手を握にぎり締しめて、咲夜は不承不承の体ていで頷うなずいた。

「……わかった、待ってる」

　応じても、その表情には不満がありありと浮うかんでいる。カールは苦く笑しようした。

「今日は話を聞いてくるだけだ。明日にはシュトラントヴァルトに足をのばす」

「そこには行っていいんだよね？」

　カールは困ったように笑いながら息をつく。

「だめだといってもついてくるだろう。お前の考えていることなんてお見通しだよ」

　それに、ホテルで咲夜ひとりを留守番させたら、勝手に出歩いて居所がわからなくなってしまう可能性も高い。ならば、同行させたほうが目が届く分だけ安心できる。

「では私は行ってくるから…先に寝ねていなさい。わかったね？」

　何度も念を押して、カールは夜よ闇やみのザスニッツに出て行く。

　窓からカールの後ろ姿を見送りながら、咲夜は眉み間けんにしわを寄せた。

　黒いカシミヤのロングコートをまとったカールは、オーダーメイドのスーツも革かわ靴ぐつもハイクラス。上質が生きて動いていると、咲夜でも思う。

　街灯の光だけではカールが見えなくなった辺りで窓辺を離はなれた咲夜は、持ってきた着き替がえをしわにならないようにクローゼットにしまった。カールの荷物も同様だ。これはグレーテルからくれぐれもと頼たのまれている。カールに任せておくと絶対に放っておくだろうから、と。

　自分のボストンバッグの一番下に入れていたのは、狩りの際にまとう黒いケープだ。以前は借り物だったが、これは自分用にあつらえられたもので、ブローチもエーアストから与あたえられた咲夜のもの。

　クラーンの紋もん章しようが刻まれたブローチを、じっと見つめた。

　これを持っていても、今回狩りの執しつ行こうを命じられたのはアルベルトだ。咲夜は手出しをするなと厳命されている。

「……でも、手助けくらいは…」

　そう思って、愛あい銃じゆうのＭ36チーフス・スペシャルとホルスター、そしてこのケープをこっそりと忍しのばせてきた。

　Ｍ36の弾だん丸がんはある。ちょうど五発分。

　空からのシリンダーをスウィング・アウトさせて、ひとつずつ弾たまを込めていく。

　シリンダーをセットして、バスルームの扉とびらになっている全身鏡に映る自分に銃口を向けた。

　狙ねらうのは鏡のなかの自分の急所だ。

　銃口を心臓に据すえて、そのまましばらく静止する。いかなるときにも一定の命中率を出すために、咲夜は毎日のトレーニングを欠かさない。

　レディ・スミスと呼ばれる小型の回転式拳銃リボルバーだが、それなりの重量がある。筋肉を鍛きたえつづけないとすぐに重量に負けてしまう。持つだけでなく銃口をぴたりと静止させるには、握あく力りよくと腕わん力りよくと気力のバランスが不可欠だ。

「……ケッツァーは、トーゴ」

　咲夜の知らないヴァンピーアだ。トーゴだけでなく、咲夜が識しっている血族はたくさんあっても、個人的に知っている血族はほとんどいない。

　咲夜の知らないアルベルトの十年を、誰だれよりもよく知っているヴァンピーア。

　会ってみたいと思うのは、かなわぬ願いか。

「アベルはきっと、トーゴをすごく大事なのよね」

　そのトーゴをアルベルト自身に狩からせる。わざわざそんなひどいことをさせるクラーンの上層部に、腹が立って仕方がない。

「だって、そんなことをしたら、アベルが傷つくじゃない」

　たとえ何も言わなくても、彼はきっととても傷つくだろう。そしてそれすら、家族たちには決して見せないのだ。

　彼が感情をあまり外に出さないのは、昔からだ。城に入る前からそうだった。物心ついた頃ころにはああいう性格だったらしく、咲夜もよく覚えている。

　表情には乏とぼしいが、感情の起き伏ふくまで乏しいわけではない。どちらかというと起伏は激しいほうだと、咲夜は感じている。感情を動かしても表に出ないからそうは見えないだけで、それを理解できているのは幼い頃から知っているからだ。

　トーゴもきっとそれを知っている。そして、九歳で城に入った彼を監かん視ししていたクラーンの上層部たちも、それくらいは知っているはずだ。

　ならば、上層部たちはあえてアルベルトを傷つけようとしているのか。

「なんのために？」

　アルベルトにそれをさせるメリットは果たしてあるのか。

「…………」

　重力に負けて銃口が下がりそうになり、咲夜は目をすがめながら姿勢を保つ。もう少し。

　ふいに、咲夜は瞬またたきをした。

　ちょっと待って。何かが変だ。

「……本当に、そう？」

　クラーンは、咲夜を排はい斥せきしたいのに。

　ヴァンピーアであるトーゴは、かなり手て強ごわい標的だ。アルベルトでも難しいかもしれないと思われる相手。それほど難しいケッツァーなら、失敗することまで目算した上で、咲夜に執行命令がくだるほうが自然ではないだろうか。

　考えすぎだろうか。しかし、これまでのクラーンのやり方を思えば、そう考えた方が納なつ得とくがいくのだ。

　けれども咲夜は、今回ケッツァーを狩るための銀の弾丸を持っていない。彼女がいまＭ36にこめたのは、せいぜい操り人形ゴーレムを倒たおせる程度の鉛なまりの弾丸だ。これとてそれなりの威い力りよくはあるが、不死に近いヴァンピーアには傷を負わせる程度の代しろ物ものだ。しかも、すぐに傷がふさがり、ダメージもほとんど与えられない。

　人間や動物相手ならばまっとうな威力を発揮できるリボルバーだが、咲夜としてもよほどのことがない限り、人間に銃を向けたくはない。

「…………っ」

　いい加減つらくなってきた頃ころ合あいに、咲夜は銃を下ろした。全身で息を吐はき、左手に持ち替かえ、先ほどと同じように構える。

　もし、この銃口が向いているのがクライスの人間だったら。

　その人間が、たとえば、カールやルイ、グレーテル、そしてアルベルトを脅おびやかすものだったとしたら。

　咲夜は瞼まぶたを震ふるわせた。

「……引けるわね、きっと」

　この引き金トリガーを、きっと自分は迷うことなく引くだろう。

　なぜなら自分はもうクラーンで、クライスに属する人間は、ナハバールではないからだ。

　銃を下ろして、咲夜は目を細める。

　そうだ。自分はトリガーを引ける。ケッツァーを狩るために、アルベルトを守るために。

　銃じゆう身しんを撫なでながら、咲夜は目を閉じた。

「……アベルが…トーゴを狩ったらだめだわ」

　マインツの邸やしきで見た、出ていくアルベルトの背中を思い出す。

　何かを言っていたわけではない。けれども、その背中は、何よりも雄ゆう弁べんに語っていた。

　彼にそれをさせてはだめだ。

　だが、アルベルトはもうトーゴを狩るために動き出した。咲夜は、いまアルベルトがどこにいるのかもわからない。

「アベルはトーゴを追ったんだから、いずれはここにくるのよね」

　呟つぶやいてから咲夜は、違い和わ感かんを覚えて眉まゆ根ねを寄せた。

「む……？　ちょっと待て？」

　このザスニッツにほど近い村、シュトラントヴァルトで人間たちが石化しているという報しらせがあったのは今日の夕方だ。

　トーゴが城からアテナの盾を奪うばったのは三日ほど前で、狩りの指令がカールにもたらされたのは昨日の夜。

　アルベルトがそれを受けて出発したのは今日の午後。

　おかしい。何かがひっかかる。なんだろう。

　頭を抱かかえて唸うなっていた咲夜は、服の下で仄ほのかな青い光が明めい滅めつしているのに気づいた。

「ブラオ？」

　怪け訝げんに思った途と端たん、思い出した。

　夢を見たのだ。どこかの村。小さな村で、何かが起こっている。

　反射的によみがえった記き憶おくをしかし咲夜は首を振ふって打ち消そうとした。あれはただの夢だ。関係あるはずがない。

「……トーゴが盾を奪って、それから狩りが決まってアベルがイェーガーに命じられて、シュトラントヴァルトの異変が発覚して。そういうことよ」

　自分に言い聞かせるように時系列を整理する。なんらおかしいところはない。なのだがどうしても、違和感がぬぐえない。

「なんだぁ？」

　いらいらと部屋中を歩き回り、窓まど際ぎわのソファに乱暴に腰こしを下ろして唸る。

　どうもすっきりしない。釈しやく然ぜんとしないのはどうしてだ。

　ううんと唸っているところに、ミヒャエルのところからカールが戻もどってきた。

　帰ってきたヴァンピーアは、ソファに行ぎよう儀ぎ悪わるく座って渋じゆう面めんを作っている咲夜の様に、目を丸くした。

「なんだ、まだ起きていたのか。どうした咲夜」

「……お帰りなさい」

　カールの顔を見て、咲夜はばつの悪そうな顔をする。何しろソファの上で胡坐あぐらをかいていたのだ。ここにグレーテルがいたら、年とし頃ごろの娘むすめがはしたないと嘆なげくだろう。

「寝ねていろと言ったのに。……ああ、いいよ。自分でやるから」

　立ち上がってコートを受け取ろうとした咲夜をやんわりと断って、カールはクローゼットのハンガーにそのままかけようとする。

「だめよ、父さん。ちゃんと埃ほこりを払はらわないと」

　頓とん着ちやくしない父の手からコートを奪い取り、咲夜は息をつく。

「ルイもグレーテルもいつもそうしてるでしょ」

「いやしかし、別に私は気にはならないんだが」

「父さんが気にしなくてもあたしたちが気になるの。父さんはクラーンの長おさなんだから、見た目もそれなりにビシッと決めてなきゃだめ」

　断言する咲夜に、カールは肩かたをすくめて苦く笑しようした。

「悪いな」

「娘の務めですから」

　涼すずしい顔で応じながら、コートに丁てい寧ねいにブラシをかける。

　本当はこういったことは使用人の仕事なのだろうが、家族の世話を焼くのが咲夜は好きだ。

　一いつ緒しよにいられる時間がそれほど多くないこともあって、できることはさせてもらっている。それは別に、恩義を感じてるからとかそういうものではないのだが、はた目にはもしかしたらそう見えてしまうのかもしれない。

　サバイバルも令れい嬢じよう然とした立ち居振ふる舞まいも、家庭的ないろいろなことも、できるだけたくさん身につけたい。出来ることが増えたほうが自分にとってもいいことだから。

　もちろんできないこともあるので、それはできる者たちに任せることにしている。たとえば料理。できなくはないが、グレーテルやルイには到とう底ていかなわない。

　グレーテルに教わった通りにブラシをかけていた咲夜は、ふと、ブラオの輝かがやきとあの不思議な夢のことをカールに話そうかと思った。

「……父さん」

「うん？」

　ジャケットを脱ぬいでネクタイを外そうとしているカールが振り返る。

「なんだ？」

　紫むらさき色いろの双そう眸ぼうを見つめた咲夜の口から出てきたのは、別の問いだった。

「明日、シュトラントヴァルトには何時くらいに行くの？」

　言いながら、どうしてこんなことを訊きいているんだろうと自分で怪訝に思う。だが、ブラオのことがどうしても出てこない。

「とりあえず朝食を終えてからだな。……ん？」

　上まできっちり留めていたシャツのボタンを幾いくつかはずして息をついたカールは、ふいに目をしばたたかせて窓を顧かえりみた。

　クローゼットにコートをしまいながら、咲夜は眉み間けんにしわを寄せて服の上からブラオを押さえる。

　なんだろう。これに止められたような気がする。

「むぅ？」

　ますます不思議な石だ。魔ま法ほうの石というが、はてさて、どういう代物なのだ。父が持たせるくらいだから咲夜にとって良くない物ではないはずなのだが、謎なぞが多すぎる、気がする。

　訝いぶかる咲夜の頰ほおを冷たい風が撫でた。栗くり色いろの長い髪かみを煽あおる風は、カールの開いた窓から吹ふき込んできているのだった。

「父さん、寒いよ」

　せっかくセントラルヒーティングであたたまった部屋の暖気が瞬またたく間に逃にげていく。

　抗こう議ぎする咲夜を、片手を上げることで黙だまらせて、カールは窓をさらに押し開いた。

　両開きの窓は大きく、バルコニーに出られるようになっている。

　カーテンが風にあおられる。音を立てて翻ひるがえるレースとビロードの二枚のカーテンはまるで踊おどっているようだ。

　カールがバルコニーに出ていく。咲夜はそのあとを追って、窓のところではっと足を止めた。

　この階はほかの階より部屋数が少なく、その分が広いバルコニーになっているのだ。

　部屋の照明が届かない位置に、人ひと影かげがあった。

　カールがそこに近づいていく。背筋をのばした姿に、緊きん張ちよう感かんが漂ただよっていた。

　咲夜は一歩バルコニーに踏ふみ出した。途端に寒風が打ちつけてくる。それ以上進むなと警告されているかのようだ。

　仕方なく咲夜はそこに踏みとどまり、翻るカーテンを摑つかんで様子を窺うかがう。

　一方、バルコニーの中央あたりで足を止めたカールは、たたずむ人影に緊きん迫ぱくした面おも持もちを向けていた。

　後ろにいる咲夜の視線を感じながら、前方の相手に向けて口を開く。

「どうしたんだ、パラルダ。お前がこんなところに現れるなんて珍めずらしい」

　そこにいたのは、カールより遥はるかに長い時を生きている風の王パラルダだ。精せい悍かんな壮そう年ねんの風ふう貌ぼうをした精せい霊れい王は、静かに目を細めた。

「マルガリータの頼たのみで、お前に伝言を携たずさえてきた」

　風の精霊にしてはたくましい体たい軀くを、鎧よろいと古代の衣装に包み、頭部や四し肢しにつけた装そう飾しよく品は鳥の羽を連想させる。風の精霊は空を舞う鳥と縁えんが深く、その姿を取ることもあるので、象しよう徴ちようのようなものだ。

　カールは胡う乱ろんに眉まゆをひそめた。

「グレーテルが？　いったいなにを」

　パラルダは、カールの肩かた越ごしに後ろへ視線をくれた。固かた唾ずを呑のんだ咲夜がいる。

　あれがクラーンを統すべるベルンシュタイン家当主の養い子。ずっと城への出入りを許されなかった、人間の少女だ。

　年初めの新月祭にクラーンの証あかしであるマントとブローチを授さずけられたという話だが、パラルダはそこに列席していなかった上に、あまり人間界に出向いてくることがないので、咲夜の顔を見るのは初めてだ。

　その視線の意味に気づき、紫むらさきの瞳ひとみに険しさが増す。

「パラルダ」

　責めるような響ひびきがある。風の精霊王は瞼まぶたを閉じた。

「……今回の件には、クライスが関かかわっていると」

「なに？」

　思いもよらない言葉にさしものカールも色を失う。パラルダはさらにつづけた。

「エクシールとクライスに大した関係はない。交流はあるが、とのことだ」

「なんだと…!?」

　愕がく然ぜんとして絶句するカールの肩越しに、パラルダは咲夜を一いち瞥べつした。

　まっすぐにカールと自分を見つめている少女。強い眼まな差ざしだ。

　パラルダは微かすかに眉まゆ根ねを寄せて、カールに視線を戻した。

　ベルンシュタイン家の当主はようやく我に返った。

「……グレーテルがなぜそんな…」

　そこまでつづけて、カールははっとしてパラルダに問うた。

「パラルダ、グレーテルはほかには？」

　エクシールのことを言外に問われているのを察したパラルダは、首を振った。
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「私はグレーテルの言葉をシルフから聞いただけだ」

　パラルダは、マインツのグレーテルからカールに伝言を届けてほしいと頼まれたのだ。シルフを通じてパラルダに要望したのは、パラルダの許しを得ずに風の精霊たちを使うことを避さけたかったからだろう。

「それでも、お前が自らやって来る必要はなかっただろう」

　王自らが出向いてこなくても、シルフに命じれば済む話だ。

　パラルダは淡たん々たんと応じた。

「仮にもクラーンの長に対する、美しいマルガリータからの伝言だ。シルフに任せては礼を失するというものだろう。それに」

　パラルダは咲夜に一度目を向けた。カールの表情がわずかに強こわ張ばる。

「お前の養い子を、一度見てみたかった」

　シルフから、ドイツのリューゲン島に向かったカールに伝言を頼まれたので、向かってもよいだろうかと許可を求められたのだ。それを受けたパラルダは、カールに同行者がいると聞いて、自ら赴おもむくことに決めた。

「なるほど。あれがお前の娘か」

　頷うなずくパラルダに、カールは険しい目をして話を変える。

「シュトラントヴァルトの件に、クライスが関わっているとは…」

　それを受けたパラルダは、何かを察したのか僅わずかに瞼を動かす。

「役目は終えた」

　風の精霊王は静かに身を翻した。

「パラルダ、グレーテルがなぜそんなことを知っているんだ」

　カールの問いに、パラルダは顔だけを彼に向けた。

「さあ。私はシルフの言葉をそのまま携えてきただけだ。詳くわしいことが知りたくば、戻もどって尋たずねるがいい」

　本当にそれだけしか知らないらしいパラルダに、カールもそれ以上追つい及きゆうするのはやめた。代わりに考えたのは別のことだ。

　今回の件にはクライスが関わっている。今回の件とは、シュトラントヴァルトのことだろうか。村人たちが皆みな石化しているという村。その現象は、二百年前にギリシャの漁村で起こったものと酷こく似じしている。

　アテナの盾たてが奪うばわれた直後に発覚した事件だったため、クラーンも、長たるカールも、グレーテルも、皆この事件を引き起こした首しゆ謀ぼう者しやはケッツァーとなったトーゴだと思っていた。

　しかし、もし本当にクライスが関かん与よしているとなれば、その根底が崩くずれる。

　トーゴでないなら、彼はまだナハバールに害をなしたわけではないのだ。ならば、彼を必ずしも狩かる必要はないのではないか。

　そこまで一気に考え、カールの双眸が稲いな妻ずまのように閃ひらめいた。

　いままさに立ち去ろうとしていたパラルダのまとったローブを全力で摑んで引く。

「待ってくれパラルダ！」

　バランスを崩したパラルダがよろめくのも構わずに、カールは彼の肩かたを摑んだ。

「……なんだ」

　渋じゆう面めんで振ふり返るパラルダに、クラーンの長おさは語気に力を込めた。

「頼みがある」










　カールとパラルダの会話は、咲夜のところまでは届かない。

　カーテンを握にぎりしめて、咲夜は唇くちびるをかみしめた。

　自分は、あそこには行けない。

　何かが起こったとき、クラーンが集まって真しん剣けんな会議をするとしても、咲夜はそこには入ることができない。

　いまはまだ。

　ビロードの布地を握りしめて、咲夜は思った。

　いつか、絶対にあそこまで行ってやる。

　前はそれほど思っていなかった。

　けれどもこういうとき、自分はやはりクラーンの異い端たんなのだと痛感する。覚かく悟ごはしていたが、とても厳しい状じよう況きようだ。

　去っていくパラルダを見送ったカールが踵きびすを返す。

　部屋の正面で影かげになった咲夜の表情を見たカールは、はっと息を呑んだ。

　寒さとは別の理由で青ざめている娘むすめの顔に、ヴァンピーアは己おのれの失態に気づく。

「咲夜」

　戻ってきたカールに、咲夜はひとつ頭かぶりを振ってから小さく笑った。

「パラルダは、何を言っていたの？」

　娘の気き遣づかいに、カールの瞳に複雑な光が宿った。

「……シュトラントヴァルトの事件だが、どうやらクライスが関わっているらしい」

　思いもよらない言葉に、咲夜は目を瞠みはった。

「え…？」

「トーゴではないかもしれない。使われたのが盾でないなら、ケッツァーとしてトーゴを狩る必要はなくなる」

　咲夜はカールの言葉を胸の中でゆっくりと繰くり返した。

　村人の石化はクライスの仕し業わざかもしれない。トーゴを狩る必要はないかもしれない。

　そうして咲夜は、はっと気づいてカールに訴うつたえた。

「じゃあ、アベルを止めなきゃ！」

　トーゴを狩るためにアルベルトはもう動いているのだ。報しらせなければ。

「ああ、わかってる」

　カールは先ほどパラルダにふたつのことを頼んだ。

　トーゴを追っているアルベルトにそれを伝えてほしいということと、いまシュヴァルツヴァルトにいるルイにそれを伝えて城にいる長老衆にトーゴの狩りを撤てつ回かいさせるように指示してほしいということ。

　さすがにこれに関してはパラルダ自身が動くことはないだろう。そもそもパラルダには彼に従う無数の風の精せい霊れいたちがおり、彼らは風にのって世界中を駆かけめぐっているのだ。

　ヴァンピーアたちが情報を行き交かわせるのに使うコウモリたちより、シルフたちのほうがよほど速い。しかしシルフはあくまでもパラルダに従う者たちだ。ヴァンピーアの勝手にはできない。

　パラルダは了りよう承しようしてくれた。

　アルベルトもルイも、居所がわからない。カールたちのように居所が判明しているわけではないから、ふたりにカールの言葉が伝わるのには若じやつ干かんの時間がかかるだろう。

　ルイはともかく、アルベルトには一刻も早く報せなければならない。タイミングがずれれば取り返しのつかないことになってしまう。

「父さん、アベルは」

　不安げな咲夜に、カールは安心させるように笑って見せた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。シルフの風は速い。きっとすぐにアルベルトを見つけて、報せを届けてくれるさ」

　そうしてカールは、カーテンを摑つかんだままの咲夜の腕うでをそっと取った。

「それより、早く中に入って窓を閉めよう。こんなに冷たくなってしまった」

「大丈夫よ」

　背を押されて室内に戻される。咲夜は肩かた越ごしにカールを顧かえりみた。

「大丈夫よ。あたしより、父さんのほうがずっと吹ふきさらしだったじゃない」

　窓とカーテンをせっせと閉めながら、カールは晴れやかに言い返す。

「私はいいんだ。ヴァンピーアだから」

「寒くないわけじゃないでしょ」

「寒くなくはないけれど、お前を凍こごえさせたままでいるより自分が冷えるほうがいいね」

　断言し、バスルームを示す。

「早くあたたまって来なさい。出たらすぐに寝ねるんだぞ」

　しかつめらしい顔で命じてくる父に、咲夜は肩をすくめて従った。

「子どもじゃないんだけどなぁ…」

　カールの物言いはまるで幼い子どもに対するそれだ。

　着き替がえを持ってバスルームに入っていく咲夜の背を眺ながめながら、カールはパラルダの意味ありげな視線を思い出していた。

　──お前の養い子を、一度見てみたかった

　できるだけ、クラーンの者たちとは接せつ触しよくさせないようにしてきた子だ。関かかわらせなければ嫌いやな思いもつらい思いもさせずにすむ、そう思って。

　だが咲夜は自ら望んでクラーンの証あかしを手に入れた。もう、隠かくしておくことはできない。

「あっ」

　バスルームのドアを開けた咲夜が顔だけをのぞかせる。

「父さん、ジャケットとネクタイはちゃんとクローゼットにかけてよ。そこに置きっぱなしにしないで」

　ソファの背にかけたままのジャケットを一いち瞥べつして、カールは苦く笑しようした。

「わかったわかった」

「出てくる前にやっておくこと！」

「わかったってば」

　その言い方が、亡なくなった妻にだんだん似てきていることに最近気づいた。

　咲夜と彼女に血のつながりはないのに、どうしてか似るものなのだと感心している。

　ジャケットとネクタイを持ち上げて、カールは呟つぶやいた。

「いつまでも子どものままでいてくれて、良かったんだがなぁ……」

　娘を持つ父親ならだれもが言うだろう台詞せりふを、ヴァンピーアもまた口にした。
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　もうじき夜が明ける。

「いったいどこに……」

　シュヴァルツヴァルトを疾しつ走そうしていた銀色の狼おおかみは、辺りを見回しながら唸うなった。

　二日目の夜がもうすぐ終わろうとしている。

　ベースはベルンシュタイン家の別べつ荘そうだ。あそこを拠きよ点てんにして、ルイはあちらこちらを駆け回っていた。

　ルイはここに、カールとアルベルトの命令を携たずさえてやってきた。

　木々の狭はざ間まを駆け抜ぬけて、大きな岩を飛び越こえる。夜行性の動物たちが何事かと驚おどろいて目を向けてくる。

　はじめは驚く風を見せるが、ルイが自分たちに目もくれないと知るや、動物たちは逃にげることもせずに餌えさを探している。

　しかし近づけば逃げていく。一定の距きよ離りが保たれているのだ。

　駆けつづけていたルイは、足を止めて息をついた。全身を覆おおった白銀の毛皮はあたたかく、こんな寒さの中でも動く気力が削そがれることはない。

「あちらのほうは昨夜回ったから……」

　星の位置を見ながら方角を確かく認にんしていたルイは、ふと押し黙だまって首をのばした。

　風が吹く。枝が震ふるえてざわざわと鳴っている。異変を感じた動物たちが、瞬またたく間に散って行った。

「…………」

　しばらく様子を窺うかがっていたルイの前に、ふわりと影かげが降り立った。

　白銀の狼は、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみに驚きをにじませた。

「シルフ」

　風の精霊だ。相手がクラーンであっても、彼らはあまり姿を見せることはない。

「クラーンの長おさからの伝言を持ってきた」

　少年と青年の中間程度に見える容よう貌ぼうだが、ぼんやりとして透すき通っており、はっきり見えることはない。朧おぼろな輪りん郭かくがなんとなく形を作っているのだ。

「長…カール様が？」

　頷うなずいたシルフはカールの言葉を告げると、一礼してふわりと浮うきあがった。

　透き通ったシルフの姿は風の中にとけこむようにして消える。夜よ闇やみに紛まぎれた姿を最後まで見送り、ルイは体をぶるりと震わせた。

　寒いのではなく、まといつくような精霊の気配を振ふり払はらったのだ。なんとなく静電気に似ているそれが、ルイは少し苦手だった。

　人間の姿をしている時は気にならないのだが、狼の姿を取っているときは普ふ段だんより感覚が鋭えい敏びんになる。

「城へ、ですか……」

　呟いたルイの口元が、狼のものであるにもかかわらず苦いものを嚙かんだように歪ゆがんでいる。

　眉み間けんにしわを寄せて、白銀の狼は唸った。

「行きますけど、行きますけどねぇ……城か……」

　ひとりで行くには、あの城は重じゆう厚こう感かんがありすぎて、異い端たんの者はすべて拒きよ絶ぜつされるような圧あつ迫ぱく感かんを醸かもし出している。

　ルイは別段、長老衆に忌いみ嫌きらわれているといったことはないのだが、彼らのやり方が好きではない。カールに対する風当たりや、アルベルトの処しよ遇ぐう。何よりも咲夜への冷れい淡たんな対応が。

　仕方のないことではあるのだが。

　ふうと息をつき、ルイは身を翻ひるがえした。

　城に赴おもむくとなれば、真夜中に参上というわけにはいかない。意外や意外、世界中のモンスターたちを統とう括かつするヴァンピーアの居城は、昼型なのである。

　新月祭のような特別なときを除き、城に住むクラーンの者たちは太陽とともに起きて夜には就しゆう寝しんという、規則正しい生活を送っているのだ。

　以前それを知った東條要が、夢が壊こわれたと言って打ちひしがれていた。しかしクラーンはヴァンピーアだけではないのだ。そして、昨今のヴァンピーアは、人間社会で生活をするにあたり、人間たちと同じように仕事をして収入を得なければならない。人間たちを相手にするためには、彼らのライフサイクルに合わせることが望ましい。

　かくしてモンスターたちは、基本は夜行性だが通常時は昼型生活を送っているのだった。

　ベルンシュタインの別荘から城まではさほどかからない。

　朝までもう少しだ。今日は久しぶりに陽ひが昇のぼる前に眠ねむることになるのか。

　二日間だけならばサイクルを戻もどすのも容易だが、長期にわたってしまうとそちらに体が慣れて困難になってくる。

　そうなる前に、見つけたいものだが。

　別荘までの道なき道を疾走していた狼は、ふと耳を震わせた。

「……」

　急停止して、首をめぐらせる。

　そばだてた耳がぴくぴくと動く。確かに音を捉とらえたと思ったが。

　再び聞こえた。

　ルイが音の方角に目を凝こらすと、闇の森の奥にゆらりとした影が動くのが認められた。

　ルイは目を輝かがやかせた。

「あ……」




　　◆　◆　◆




　夜明けと同時に目を覚ましたカールと咲夜は、頼たのんでおいたルームサービスの朝食が届くまでに身み支じ度たくを整えた。

　あとは上着を着るだけ、というところで、朝食のワゴンが到とう着ちやくする。パンと紅茶、ジュース、ハムとチーズだけの簡単な食事だ。オレンジのフレッシュジュースが咲夜で、カールはトマトジュース。美女の生血の代わりというわけではない。カールは青あお臭くさいトマトジュースをこよなく愛しているのだ。

　届けられた料理を手早く食べ終えると、上着を羽織ってワゴンを部屋の外に出し、そのままホテルをあとにする。

　咲夜は念のためショルダーホルスターをつけていた。

　カールに見つからないように隙すきを見てつけたつもりだったのだが、その一いつ瞬しゆんを見み咎とがめられた。

　歩きながらそれを指し摘てきしたカールは、気まずい顔でうつむいたまま黙りこんだ咲夜の頭を、軽く握にぎった拳こぶしでこつんと叩たたくと、深々と息をついた。

　そして、コートの内ポケットから小さな皮かわ袋ぶくろを取り出す。

「何が起こるかわからないから、これを持っていなさい」

　渡された皮袋には、銀色の弾だん丸がんが五発入ったケースと、それとは別の白い弾丸がふたつだ。

　手のひらに載のせたそれを訝いぶかる彼女に、カールは渋じゆう面めんで言った。

「相手がクライスなら、いざというときに必要になるだろう」

　咲夜は驚いて顔を上げた。

「父さん、いつの間に用意してくれたの？」

「……まぁ、必要な時もあるかと思ってな」

　奥歯にものが挟はさまったような言い方をして、カールは白い弾丸を示す。

「こっちはちょっと使用目的が違ちがうから、間違えるな」

「どういうこと？」

　首を傾かたむけた咲夜は、カールの説明を聞いて目を丸くした。

「そんなものなんに使うのよ」

「どう使うかはお前次し第だいだよ。ストレートだけじゃなく、変化球もあったほうがいいだろう」

　涼すずしい顔のカールに、咲夜は渋しぶい顔で低く唸る。

「……とりあえず、何かには使える、かなぁ？」

　胡う乱ろんげに呟つぶやいたのを、カールは苦く笑しよう気味に笑って見ていた。

　昨夜、ミヒャエルから大体の話は聞いた。

　シュトラントヴァルトの村人全員が石のようになってしまっている。それまで何事もなく生活し、それぞれの家や仕事場で作業をしていたふうで、その顔は驚きや怖おそれといった表情に彩いろどられているものの抵てい抗こうした様子は微み塵じんも感じられなかったという。

　それを聞いたカールは、二百年前のことを思い出した。

　あのときギリシャの漁村で起こった現象と本当によく似ている。

　海底から引き揚あげられたアテナの盾たて。はめこまれたメデューサの首が何らかのはずみで目覚めてしまい、見た者が次々に石となってしまったのだ。

　あのとき、メデューサは怒おこっていた。それまで静かに眠っていた海から突とつ然ぜん引き揚げられて。見も知らぬ人間たちにいいように扱あつかわれたことに怒ったのだ。

　メデューサは彼女は誇ほこり高いゴルゴン三姉妹のひとり。長女強い女ステンノ、次女放浪者エウリユアレ、そして三女女王メデユーサ。不死とされるふたりの姉たちと違い限りある命だったメデューサは、アテナの盾にはめ込まれたことで生きながらえた。

「シュトラントヴァルトはこっちでいいの？」

　ザスニッツの町はずれに向かいながら確認する咲夜に頷いて、カールは一いつ軒けんの家を指差す。

「あれがミヒャエルの家だ」

　それほど大きくはないが、感じのいい家だった。レンガ造りの家は海に近いこの地の潮風をしっかりとさえぎってくれるだろう。

　煙えん突とつから煙けむりが出ているのを見ると、もう起きているらしい。

「ミヒャエルも一いつ緒しよに？」

　会ったことのないヴァンピーアのことを尋たずねると、カールは首を振った。

「いや。人が来ないように見張ってくれている」

　よくよく見れば、二階の窓のカーテンが少しだけ開いているのがわかった。その陰かげに人ひと影かげがある。遠目でよくわからないが、ミヒャエルかその妻クラーラだろう。

　咲夜が何を思っているのか気づいたのか、カールは何気ない口調で言った。

「片がついたら我が家でお茶でもと、ミヒャエルが言っていたよ」

　咲夜が瞬またたきをする。

「クラーラは、シュヴァルツヴェルダー・キルシュトルテが得意なんだそうだ。お前が好きだと話したら、ぜひ食べに来てほしいと」

　父の横顔を見つめて、咲夜は少し考えてから返した。

「……うん。これが終わって、時間に余よ裕ゆうがあったらね」

　たぶんそんな余裕はないだろうし、あったとしても別の理由でその話はなかったことになるだろう。

　それでも咲夜は父の気き遣づかいが嬉うれしかった。

　ミヒャエルの家を過ぎて一時間ほど、ふたりは無言で歩いた。

　カールひとりならもっと早くに到着できるところだったが、咲夜の歩調に合わせてくれた。咲夜は同年代の少女よりずっと鍛きたえているのでそれなりに速いつもりだが、ヴァンピーアであるカールにはかなわない。

　村の入り口に差しかかったとき、咲夜は思わず立ち止まった。

「…………」

　瞠どう目もくして言葉を失っている咲夜の様子に、さしものカールも色を失う。

「どうした、咲夜」

「あたし……」

　思わず首から下げているブラオを握りしめる仕草をする。

「ここ……知ってる……」

　数日前に見た夢だ。あのとき見た情景が、いま目の前に広がっている。

　違うのは、夕暮れ間近だった空の色。

　風が吹ふいてくる。潮の匂においを運んでくる。今年の冬はとりわけ寒くて、雪がちらついて。

　村人は皆みな顔かお馴な染じみ。寄り添そいあうようにして暮らしている小さな村。

　風邪かぜなんて引かないように、インフルエンザにかからないように、予防注射をしておかないと。お年寄りや子どもは体力がないから、特に注意して。

　どくんと、鼓こ動どうが跳はねた。

　血の気の引く音がする。どんどん血が下がって手足の末まつ端たんが冷たくなっていく。

　胸のあたりでほわりとあたたかい波動が起こった。厚い布地で見えないが、ブラオが輝いているのだ。

　胸から広がったぬくもりが手足の先までを包み込んでいくようで、咲夜はようやく深く呼吸をした。

「咲夜」

　心配そうに腰こしを落として視線を合わせてきたカールに、咲夜は思いきって告げた。

「笑われるかもしれないけど、あたしここを知ってる」

　カールが表情を引き締しめる。

「なぜ」

　初めて来た場所だ。本当だったら知っているはずがない。

　しかし咲夜の語気に迷いはない。

「知ってる。夢に出てきたの」

　断言してから、恐おそる恐る付け加える。

「…夢で…なんて、笑われるかもしれないけど…」

　カールは首を振ふった。

「笑うわけがないだろう。それを見せたのはブラオだな？」

　咲夜があの青い石をそう呼んでいるのを家族たちは知っている。そう呼ばないと反応しないことも。

「そう。……どうしてそんなのを見せられるのよ、これ」

「言っただろう。それは魔ま法ほうの石だ」

　またはぐらかされたと思ったが、いまはこれ以上の追つい及きゆうはやめようと決めた。

　村人たちは全員、日常の作業をしていただろう場所で倒たおれて石になっているという。

　疑うわけではなかったが、一いつ軒けん一軒を実際に確かめることにして、端はしから順々に見ていく。

　老ろう若にやく男なん女によ様々な石像が、キッチンやリビング、寝しん室しつ、納な屋や、庭先、畑、森の入り口といったあらゆる場所に点在していた。

　子どもたちの像もある。少し広いところで何人かが集まって遊んでいたのか。地面に消えかかった線が引かれ、風雨にさらされたボールが近くに転がっていた。

　咲夜は顔を歪ゆがめてひとつ頭かぶりを振ると、倒れた子どもの石像を起こそうとした。

「咲夜？」

「だって、このままじゃ可哀かわい想そうだよ」

　こんなに寒い、冷たいところで、冷たい石になって、吹きさらしになっている。誰だれもそれを助けてくれない。

　石になった子どもは、石にしては軽かった。だがそれでもやはりそれなりの重量がある。同じ重さでも摑つかまってくる場合は重心が近くに来るので抱かかえやすいが、そうでない場合は実際の重量以上に感じられるものだ。

　近くの納屋に抱えていって、積んであった藁わら山の上にそっとおろして全身で息をつく。

　あと数人残っている。

　入り口から出た咲夜は、子どもの像を二体、小こ脇わきに抱えてすたすた歩いてくるカールを見て、一いつ瞬しゆん半眼になった。

「ん？　どうした？」

　けろりとした様子で石像を次々に納屋に運び入れるカールを眺ながめていた咲夜は思った。

　そうだった。カールはヴァンピーアだった。ヴァンピーアは人間より遥はるかに強い膂りよ力りよくを持っているのだ。普ふ段だんは綺き麗れいに忘れてしまうが、そうなのだ。もっと有効活用すべきだった。

「父さん。子どもたちだけじゃなくて、ほかの人たちも中に入れてあげようよ」

「ああ」

　屋外で作業をしていた大人は五人だ。こちらはさすがにひとりずつ運ばなければならないだろう。重さは問題ないが、大きさの都合でひとりずつしか運べない。

「あたしはほかの家を見てくるから」

　無人の村をぐるりと見み渡わたす咲夜に、カールは一瞬険しい顔を見せた。が、物言いたげにしながらも頷うなずく。

「わかった。何かあったら呼ぶんだぞ」

「うん」

　身を翻ひるがえして咲夜は次の家に向かう。その背を見ながらカールがもらした呟つぶやきはその耳に届かない。

「……間ま違ちがいなく、『メデューサの眠ねむり』か…」

　二百年前に起きた現象と同じだ。メデューサの目の光を受けて石化してしまったナハバール。彼らを戻もどすために、メデューサの右みぎ頰ほおの血が必要だった。あのときはどうにか片づけることができたが、今回は石化した人数が多すぎる。

　アテナの盾を取り返しても、果たして彼らを戻すための治ち療りよう薬を用意できるだろうか。

　彼らは石化してしまっているが、魂たましいまで沈ちん黙もくしてしまったわけではない。濃こい眠りについたようにして、ゆるやかに息づいている。しかし、宿主である肉体が動かなければ魂もまた凍こおりつき、いずれは石となってしまう。

　その期限が五日なのだ。

　果たして村人たちはいつ石化したのか。それによってはもう手て遅おくれになる。手は回しているが、果たして間に合うだろうか。

　五人目の村人を運び込むと納屋はさすがにいっぱいだ。彼らが無事に目覚めたとき、こんな場所にぎゅうぎゅうに押し込められていることにさぞかし驚おどろくだろう。

「この件はクライスが関かん与よしている……」

　グレーテルの伝言が甦よみがえる。エクシールが伝えてきたという衝しよう撃げきの事実だ。奴やつはいったい何を考えているのか。思おも惑わくが摑めない。

　思案しているところに、血相を変えた咲夜が戻ってきた。

「父さん、ちょっと来て！」

　その様子に、カールはすぐさま走り出す。

　向かった先は小さな家だ。裏に納屋がある。迷わずそこに駆かけこんだ咲夜は、まっすぐ二階に駆けのぼった。カールもそのあとにつづく。

　古い家だ。外がい壁へきは石組みだったが内装は木が多く使われている。廊ろう下かや階段は年代を感じさせる色合いで、カールが歩くたびにあちこちきしんで、まるで重いと抗こう議ぎの声を上げているかのようだった。

　ひやりとした空気は重苦しさを感じさせ、部屋の空気が数日の間まったく動いていなかったことを示していた。

　開け放たれたままの扉とびらに入っていくと、そこは寝室だった。小さなベッドと少し形のゆがんだ小さなラウンドテーブルと簡素な椅い子す。作り付けのクローゼット。暖だん房ぼうらしきものはない。窓まど際ぎわに据すえられたベッドに、ひとりの女性が横たえられていた。

　最初からベッドに横になっていたわけではないだろう。厚手のセーターと膝ひざ下した丈たけのスカート、それにブーツを履はいたままだ。

　そして彼女には、厚手のストールがかけられていた。ベッドカバーを下した敷じきにして横になっている。彼女の意思ではないだろうと考えられたのはそこが理由だった。

　もうひとつ。ほかの村人たちは驚きや怖おそれといった感情で表情が歪んでいたのに、彼女はこちらが息を呑のむほど静かな面おも持もちで目を閉じていた。

　何か、とても安心したような、ほっと息をついたような、そんな穏おだやかにさえ見える顔つき。

「これは……」

　ほかの村人たちとは様子が明らかに違ちがう。誰かが彼女をここに運んで横たえさせたとしか思えない。

「この人、知ってる」

　咲夜はベッドの横に立ち、閉まったままだったカーテンを開けた。陽ひ射ざしが入る。石せつ膏こうのような肌はだに白々と反射した。

　眩まぶしさに目を細めながら、彼女の面差しをじっと見つめる。

「夢に出てきた。……誰かを待ってた」

　彼女は薪まきを運んでいた。部屋をあたためるために。彼女自身のためではない、ほかの誰かのために。

　思い出す。さっき納屋に運んだ子どものひとり。あの子がこの女性を呼びに来た。

　予防注射だ。

「……父さん。クライスって、どんなことでもやる？」

　咲夜はまだクライスについてさほど詳くわしいわけではない。存在を知ってから二ヶ月弱だ。邸やしきの書しよ斎さいにある資料を時間を見つけては漁あさっているが、それにはクライスに関する記き載さいは驚くほど少なかった。

　どうしてないのかをルイに問うたところ、クライスに関するレポートはすべて城に集められているので、ここにはカールが関かかわったものに関する資料しかないということだった。

　カール自身が狩かりに出ることは稀まれだ。ベルンシュタインの家か督とくを継ついだのは二十年ほど前なので、それまでは彼がイェーガーに命じられることもあったのだが、ほとんど同行者が執しつ行こうしてしまってカールの出る幕はなかったらしい。

　父に問いながら咲夜は思い出した。そういうとき、カールに同行していたというヴァンピーア。いつもは城の地下にあるという武器を携たずさえて、あっという間にケッツァーを狩ってしまったという。

　もしかしてそれはトーゴだったのではないだろうか。

　そんな疑問がわきあがってくる。しかし、いまはそれを聞くべきときではないと自制した。

「村ひとつ石にするようなことをして、クライスにいったいどんなメリットがあるの」

　咲夜が唸うなると、カールは剣けん呑のんな目で答えた。

「言っただろう。クライスは不老不死を研究していると」

　二百年前もそうだったのだ。

「石になるということは、細さい胞ぼうの動きも何もかもがそこで止まるということだ。もしそれを自在にコントロールできたらどうだ」

　咲夜は息を呑んだ。

　石になって時を止め、好きなときに石化を解いて元に戻れたら。数年でも、数十年でも、場合によっては数百年でも。

　厳密には不老不死ではない。それでも、そこにつながるヒントにはなるだろう。

「二百年前に、クライスはメデューサの血を奪うばおうとしていた。それは私がすべて取り戻したはずだったんだが…」

　まさか、こちらの手を逃のがれてクライスに渡わたってしまったものがあるのか。だとしたら、この現象は納なつ得とくがいく。

　咲夜はカールのコートを摑んだ。顔色が悪い。

「どうした」

「……この人、多分…」

　カールを見上げて、咲夜は瞳ひとみを揺ゆらした。

「トーゴの、凄すごく大事な人だ…」

　思わぬ言葉に、カールはこれ以上ないほど目を見開いた。

「なんだと？」

　女性の面差しを確かめるように見つめて、咲夜はつづける。

「夢の中で、この人、待ってた。部屋をあたたかくして、食事を作って」

　──夜になる前に、つくといいけど……

　それは誰だれに向けた言葉だ。

　突とつ然ぜんクラーンを離り反はんするような行動をとったトーゴ。奪われたアテナの盾たて。

　何のために盾を奪った。クラーンの誰も傷つけずに、自らは傷を負いながら、盾を奪って逃とう走そうしたという。では彼はそのあとどうしたのか。いったいどこに向かったのか。

「これがメデューサの血で石になったものなら、メデューサの血でしか戻せない。他ほかに手立てがないから、盾を持ってここに向かってるんじゃないの？」

　では、どうしてそこまでするのか。

　そう考えたらすべての辻つじ褄つまが合う。

　しかしカールは頭かぶりを振ふった。

「それはお前の想像にすぎないだろう」

「そう。だけど」

　咲夜は思うのだ。

　村人たちは石になった状態のまま、石化したその場所にいた。風雨にさらされて、石膏のような表面が薄うす汚よごれていた。

　彼女は違う。誰かに運ばれて、寒くないようにという配はい慮りよか、ストールをかけられて、横たわっていた。ほかの誰もが歪ゆがんだ顔をしていたのに、彼女だけは安あん堵どすらうかがわせる面持ちなのだ。

「完全に石になる前に、見たからじゃないの？　待っていた人が、来てくれたのを」

　たとえば、もし自分が彼女の立場だったら。

　恐おそろしい状じよう況きようの中にあって、もうだめかもしれないと恐きよう慌こう状態に陥おちいりかけたとき、あの広い背中が現れたら、どう思うか。

　昨年の十二月、ライン川のほとりの古い城じよう砦さいで、咲夜はまさにその状況を演じた。絶体絶命の窮きゆう地ちで、闇やみの中に降り立ったダンピールの姿。

　どれほど安堵したことか。すぐさまそれを打ち消しはしたが、ほっとしたのは紛まぎれもない事実だ。

「だが……」

　困こん惑わくしたカールが眉まゆ根ねを寄せると、咲夜の胸の辺りからふわりとした仄ほのかな青い光が厚い布地を突つき抜ぬけて放たれた。

　咲夜は慌あわてて服の下からブラオを引っ張り出す。と、青い光が部屋いっぱいに広がり、そこにひとつの映像を結ぶ。

　音を立てて石化して行く女性を、見たことのない男が抱だきかかえて入ってくる。

「トーゴ…！」

　うめき声がカールの口から発された。

　彼に抱きかかえられた女性は震ふるえる両手をおびえながら見つめ、強こわ張ばったような仕草で頭を振る。

　トーゴが彼女に何かを告げながらベッドにおろす。彼女は微かすかな動きで何度も何度も頷うなずき、まるで関節の少ない人形のようにぎくしゃくと横たわった。その眦まなじりから涙なみだがあふれ落ちる。

　震える唇くちびるが徐じよ々じよに動かなくなっていく。

　トーゴは彼女に何かを告げた。とても真しん剣けんな面持ちで。

　彼女は、もうろくに動かなくなった瞼まぶたをかすかに震わせて、ほんの少しだけ唇の両りよう端はしを持ち上げた。その目から徐々に光が失われていく。

　それまでとは打って変わって穏やかな表情のまま、肌が石膏のような質感に変わった。

　その瞬しゆん間かん、水が凍こおったようなかしんという低い音を、カールと咲夜は確かに聞いた。

　トーゴは、腕うでに絡からんでいたストールを広げて彼女にふわりとかけた。

　石膏像のような彼女の頰ほおに指を触ふれ、トーゴは彼女の額にそっと唇を押しつけると、唇を動かした。

　音のない映像は、彼が身を翻ひるがえしたところで徐々に輪りん郭かくを失っていく。

　そして、トーゴが部屋を出ていくところまでをなんとか映し終えると、青い光は静かに消えていった。

　咲夜は茫ぼう然ぜんとブラオを見つめた。

「……なに、これ…」

「だから、魔ま法ほうの石だよ」

　答えた父に、咲夜は思わず食って掛かかる。

「こんなマジックじみたことができるなんて知らなかったわよ!?」

　詰つめ寄る咲夜に、カールは両手で彼女をなだめる仕草をしながら反論する。

「その必要がない時にはささやかなことしかできないんだ」

　一いつ旦たん言葉を区切り、カールは横たえられた女性を見下ろした。

「いまは、お前が彼女のことを知りたいと、強く強く思ったから見せてくれたんだろう」

　そうしてカールは口の中でそっと呟つぶやく。

　私がどんなに念じても絶対に応こたえないくせに、咲夜には大おお盤ばん振ぶる舞まいだな。

　娘むすめの手にある石を軽く睨にらみ、カールは剣呑に眉根を寄せた。

　いまの映像が事実だとすると、やはりトーゴが盾を奪う前に村人たちは石化していたことになる。

　トーゴが盾を奪ったのは、ナハバールに害をなすためではなく、助けるためか。

　それならばトーゴを救えるかもしれない。彼が盾を使う前に押さえて奪い返せば、持ち出しただけだという言い訳が成り立つ。

　思案していたカールの耳に、咲夜の呟きが届いた。

「……ふたりは、なんて言ってたのかな」

　そして、女性はトーゴに何を告げたのか。

　無音の映像ではわからない。石化した瞬間の胸の奥が冷えるような嫌いやな音がどうしてか聞こえたのは、それがここに何かの残像のようにとどまって響ひびき続けていたからかもしれない。

　あるいは、彼女たちが聞いたと錯さつ覚かくしているだけかもしれないが。

　そんなことを思っていた咲夜に、カールが静かに言った。

「……こわい、こわい」

　咲夜が驚おどろいて目を瞠みはり父をふり仰あおぐ。

「父さん？」

　カールは目を閉じてつづけた。

「何が起こっているの…」

　──私どうなるの、こわい、助けて

　──大だい丈じよう夫ぶだ、ラケル、大丈夫

　──俺が、俺が助ける。きみを、きみたちを、必ず

　──……しん…じ…トー…

　──アテナの盾を…！

　カールの紡つむいだ言葉を聞き終えて、咲夜は感かん嘆たんした。

「父さん、そんな特技があったなんて……」

「ふふふ、凄すごいだろう」

「いったいどこの悪党に教わったの」

　さしものカールも意表をつかれて瞬またたきをする。なぜ悪党。いや、実際にそうなのだが。

　昔々放ほう蕩とう息むす子こだったころに、世界各地を放ほう浪ろうして、おもしろい連中の仲間になってみたり、海を渡わたってみたり、砂さ漠ばくを越こえてみたり、ジャングルを分け入ってみたりしていた頃ころがあったのだ。そんなおり、腕っぷしを買われてよろしくない連中と行動したことも、結構それなりにたくさんあった。錠じよう前まえをピンひとつで開ける専門技術もそのころに習得し、幼い咲夜に受け継つがせるに至った。

　いまとなっては懐なつかしい日々である。

　そういった特とく殊しゆ技能は、普ふ段だんは披ひ露ろうしないように努めている。その片へん鱗りんを少しでも見せると、ルイとグレーテルが大層嘆なげくからだ。

　気を取り直し、カールは瞬しゆん時じにいろいろなことを計算した。

「この事実を告げれば、長老衆も決定を覆くつがえすかもしれない」

　トーゴを狩かるという命令を徹てつ回かいさせることができる。そうすれば、アルベルトが彼を狩る必要はない。あるいは咲夜にそれをさせる必要もなくなる。

　長老衆の思おも惑わくを読んでいるのはカールも同じだ。彼らは咲夜とアルベルトの絆きずなに亀き裂れつを入れるのが目的で、イェーガーの命令をくだした。

　彼女に渡した弾だん丸がんはヴァンピーアを倒たおせる純銀製だ。それを使えばトーゴを狩れる。

　トーゴはヴァンピーアだが、牙きばを受けて同族となった。生きつ粋すいのクラーンではない分、長老衆たちの対応もいささか突き放した冷れい淡たんなものになる。

　もっとも、そうなってしまったのはトーゴが長老衆に好かれないタイプの男だからなのも大きいだろう。

　長老衆に好かれないということは、カールやアルベルトとうまが合うということだ。

　もしかしたらカールたちは、トーゴにひどい貧びん乏ぼうくじを引かせてしまったのかもしれない。

「長老衆にこの件を伝えないと」

「アベルにも知らせなきゃ」

「ああ」

　応じたカールが、ふいに足を止めて窓の外を凝ぎよう視しした。

「父さん？」

　カールは答えず、咲夜の腕を摑つかんで窓の脇わきに移動する。カーテンをそうっと閉めて、外の様子を注意深く窺うかがった。

「どうしたの？」

　ヴァンピーアの長おさは、瞳ひとみをきらりと光らせた。

「──侵しん入にゆう者だ」
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　窓の下に数名の見知らぬ男たちがいる。

　いつの間に入り込んできたのか。ここまでくる道はひとつだけ。そこはミヒャエルたちが監かん視ししている。

　いまこの村はクラーンにとっての非常事態が起こっており、それが解決されるまではナハバールたちを徹底的に排はい斥せきすることになっている。

　中心となっている男を見るなり、カールは眉まゆをひそめた。

「あれは……」

　見覚えがある気がする。

　記き憶おくを手た繰ぐったカールは、それが二百年前にクラーンを離り反はんしたケッツァーであることを思い出した。

「あいつ…！」

「知ってるの？」

　咲夜にカールは頷いた。名前も知らないヴァンピーアだ。メデューサの血を抜ぬき、それを持って逃とう走そうしようとしていたのをトーゴとふたりで追い詰めた。

「狩ったんでしょう？」

　確かく認にんに、カールは渋じゆう面めんで首を振ふった。

「トーゴの攻こう撃げきを受けて、奴やつはそのまま海に落ちたんだ」

　まさかあれほどの深手で生き延びるとは思わなかった。刃やいばを受けた左ひだり肩かたから先が音を立てて崩くずれたのだ。ふたりともそれを確かに見ていた。だからそのまま消失したと判断した。

　狩られたケッツァーはその軀からだを残さない。砂のように崩れて消える。それがクラーンを離反したもののさだめだ。

「…………奴ら、なにをしている」

　カーテンの陰かげから様子を窺っていると、彼らは各家に入って、石化した人間たちを運び出しはじめた。

　耳を澄すますと、カールの聴ちよう覚かくは彼らの会話を捉とらえることができる。

「なに、どうして……」

　口に指を当てて咲夜を黙だまらせ、彼らの会話に聞き耳を立てたカールは、やがて目を剝むいた。

「奴ら、村人たちを船で運ぶと言っている」

「船？」

「研究材料だと言っている。なんてことだ」

　彼らの意図するところを読み取って、カールは憤いきどおりを隠かくせない。

　村人たちは実験材料にされたのだ。おそらくは、二百年前に採取したメデューサの血を使った何かで村人たちを石化し、不老不死の研究のサンプルにするつもりなのだろう。

　この村は地図にも載のっていない。ザスニッツの町の人間たちとそれほど頻ひん繁ぱんな交流があるわけでもない。

　この冬はとりわけ寒い。村人たちがなかなか出てこなくてもそれほど不ふ審しんには思われないだろう。そして、いよいよ必要になったときには、クライスの息のかかった者たちが村人に成りすませば問題はない。

　彼らの意図を察した咲夜は、唇くちびるをきゅっと引き結んだ。無言でショルダーホルスターの愛あい銃じゆうを引き抜く。シリンダーをスウィング・アウトさせて、弾丸がきちんと装そう塡てんされていることを確かめる。

　銃を抜いた瞬しゆん間かんに彼女の表情が豹ひよう変へんしたのを見て、カールは観念したように目を閉じた。

　感情に任せていては危険だ。怒いかりに負けると冷静さを欠く。

「……咲夜」

　目だけを動かしてきた彼女に、カールは命じた。

「あの男はケッツァーだ。狩れ」

　意表をつかれた咲夜は息を詰つめてカールを凝視する。クラーンの長は外の様子を窺いながらつづける。

「非常事態だ。私が二百年前に仕留め損そこねたヴァンピーアだ、今度こそ仕留めなければならない。できるな？」

　それは、確認ではなく命令だった。

　咲夜は黙って頷うなずく。これは、娘むすめに対する言葉ではなく、長からクラーンへの命令だ。

「長老衆には私が話をつける」

　本当は、トーゴを狩るのが咲夜に課せられた執しつ行こう命令だった。それをアルベルトが執行した場合、長老衆につけいる隙すきを与あたえてしまうかもしれないという懸け念ねんもあった。

　が、誰だれであってもケッツァーを狩ったという実績を作れば、話は多少変わってくる。加えてトーゴに押されたケッツァーの烙らく印いんを撤てつ回かいさせられれば、長老衆を黙らせることもできるだろう。二百年前の失態が発覚したことでカールとトーゴが叱しつ責せきされることはあるかもしれないが、そんなものはどうということはない。おとなしく一時間ほど黙って文句を聞きつづければ解放される。

　カール自身が後始末をするという選せん択たくもあるが、それでは咲夜が無能だという追つい及きゆうの材料を与えてしまう。咲夜自身を守るためにも、ここは彼女に執行させる必要がある。

　カールが見つめると、咲夜はしっかりと頷いた。

「うん、やるよ。大だい丈じよう夫ぶ」

　断言し、咲夜は思いもよらないことを言った。

「だから父さんは、一刻も早くアベルを止めに行って」

「なに？」

　さすがにこの申し出には慌あわてた。カールはケッツァーの狩り執行自体は咲夜に任せるつもりだったが、その仲間たちは彼が引き受けるつもりだったのだ。

　窓とカーテンの隙間から男たちを観察しながら、グリップを握にぎりトリガーガードに指をかけた咲夜はすでに臨戦態勢に入っている。

「アベルだってもう狩かりに入ってる。ここで時間がかかったら、必要のない狩りをしてしまう…。アベルにトーゴを狩らせたらだめよ」

　咲夜の言いたいことは痛いほどわかる。カールとて、長年の友を自分の息むす子こに狩らせるようなまねはしたくない。

「それに…」

　カールを見上げて、咲夜はラケルを一いち瞥べつする。

「メデューサの血で石になったものは、五日以内にそれをとかないと戻もどれないって聞いたわ。この村の人たちも、早く助けないと……」

　メデューサの右みぎ頰ほおの血が必要なのだ。そのためにも、一刻も早くアテナの盾たてを取り戻さなければ。

「ここはあたしが引き受ける。父さんはアベルとトーゴをなんとかして」

　毅き然ぜんと言い放つ咲夜に、カールは一いつ瞬しゆん迷ったものの、彼女の判断は正しいと認めざるを得なかった。

「わかった」

　本当に大丈夫かと目で念を押す。大丈夫だと視線が応こたえた。

　ならばこれ以上言うことはない。

　まとっていた漆しつ黒こくのコートを脱ぬぐとそれを横たわったラケルにかけてやり、カールは身を翻ひるがえした。

　ヴァンピーアは様々なものに変身する。コウモリや狼おおかみ、そして時には濃こい霧きりとなって、窓の閉とざされた部屋にするりと入り込むこともできる。

　男たちに見つからないように霧に身を変えてその場を後にしたカールのコートを一瞥し、咲夜はポケットから銀のブローチを取り出した。

「黒のケープはないから、せめてこれだけ…」

　一瞬カールのコートを着ようかとも思ったが、大きすぎて動きの邪じや魔まになると考え直した。

　ケープも持ってくるんだったと後こう悔かいしたが、もう遅おそい。

　窓の陰に身をひそめて、敵の数を確認する。

　ケッツァーと、あとは十一名。彼らは人間か、それともケッツァーに従うモンスターか。

　石像となった村人たちを村中から集めてきた男たちは、ケッツァーの指示でそれをどこかに運ぼうとする。

　咲夜は目を閉じて深呼吸をした。

「……行くわよ」

　自分自身に言い聞かせて、呼吸を整え瞼まぶたをあげる。

　コートをかけられたラケルの顔が視界のすみをかすめた。ほかの村人たちとは違ちがう穏おだやかな面おも持もち。信じていると告げて石となった彼女を、あんな奴らの手に渡わたしてはならない。

「だって、きっとトーゴはここに来る」

　そして、アルベルトも。トーゴを追ってくる。

　ケッツァーたちは着々と作業を進めている。まるで美術館の引っ越こし作業のようだと、咲夜は頭のすみでちらと考えた。よく似ている。違うのは、像を梱こん包ぽうしていないことくらいか。

　部屋を出て、廊ろう下か側の窓から雨水の排はい水すい管かんに降り立つ。数メートル先に納な屋やの屋根がある。地面までもそれほど高さはない。これなら飛べる。

　降りようとしたとき、ケッツァーの仲間が現れた。咲夜は慌てて動きを止める。

　男は半分開いている納屋を覗のぞいて何かを確かめているようだった。何もなかったのか振り返り、何気なく視線をあげる。

　咲夜を認めて、男は一瞬呆ほうけたような顔をした。が、すぐさま双そう眸ぼうが赤く輝かがやき、口元に二本の牙きばが突つき出てきた。

　男が叫さけぶより早く、Ｍ36が火を噴ふいて喉のど元もとを貫かん通つうした。

　遅おくれた銃じゆう声せいが轟とどろく。命中の衝しよう撃げきで不自然に曲がった首元から赤いものが吹ふき出す。吹っ飛んだ男の体は地面に倒たおれる前にざっと音を立てて崩れた。

　窓を摑つかんで体を支えていた咲夜は、ふっと息を吐はいた。

「操り人形ゴーレム……」

　ケッツァーが作った、偽いつわりの命を宿した人形だ。姿は人間と変わらないが、生きてはいない。

　たとえ生きている人間だったとしても覚かく悟ごは変わらないが、少しだけ心が軽いのも事実だ。

　ほかの男たちもゴーレムであればいいがと祈いのりながら、咲夜はそこから飛び降りて森の中に駆かけ入った。

　銃声に色を失った男たちが数人固まって走ってくる。崩くずれたゴーレムの残ざん骸がいを発見し、口々に叫びだす。何を言っているのかを聞き取りたいわけではなかったが、端はし々ばしが耳に飛び込んできた。

　誰かいる。敵だ。見つけろ。殺せ。見られたなら生かしておくな。

　木こ陰かげにひそんで様子を窺うかがいながら、咲夜はひとりごちる。

「それはこっちの台詞せりふだわ」

　顔の高さにＭ36を構えた咲夜の双眸が、きらりと光った。










　続けざまに三発の銃声が響ひびいた。

　石像の前にいたケッツァーとその仲間たちが騒そう然ぜんとなる。

「何だ、いったい何が…」

　言い終わるより早く、物陰から仲間のひとりが飛び出してきた。こちらに向けて手を伸のばしながら言葉にならない台詞をわめく。

「あ、あぁぁぁっ！　ク…」

　乾かわいた音が響く。男の眉み間けんから何かが噴ふん水すいのように吹き出した。ゴーレムを動かしている体液だ。それはやがて砂となり、前のめりに倒れながら崩れていく。

　ケッツァーは目を剝むいた。自分が造り出したゴーレムがこんなにも簡単に倒れる。使われている武器は人間のものではない。

　ひどくやせて骨ばった顔つきのケッツァーは、にいと笑った。

「……あのヴァンピーア、本当に持ってきたのか」

　この村に住む人間たちを使った実験を行った夜に、偶ぐう然ぜんやってきたヴァンピーア。どうやら村の娘と懇こん意いな様子で、石化する寸前の娘を抱だき上げていた。

　首しゆ尾びを確かめに来たケッツァーは、何をしたと問う男を、はじめはその場で消そうと思った。しかし、相手はクラーンのヴァンピーアだ。

　それに思い至ったケッツァーは、ヴァンピーアが実験材料の娘と親密な仲であることを察知し、取引を持ちかけた。

　クラーンが所持している太古の秘宝『アテナの盾』を持ってくれば、その娘を助けてやっても構わない、と。

　もちろん助けるつもりなど毛頭ない。村人たちは大事なサンプルだ。

　メデューサの血で石化したものは、その目の光を見た者同様五日以内に治ち療りよう薬を投とう与よしなければ完全な石になって戻らない。しかし、クライスはそれをなんとかして戻れるように研究を重ねているのだ。

　動物実験を繰くり返し、マウスは五日以上たっても戻るようになってきた。さらなるサンプルを確保するため、クライスの幹部たちの協力を得て、この村を実験場とした。

　入り込むのは簡単だった。彼は医師として彼らの警けい戒かい心しんをとき、信しん頼らいを得たのだ。

　医学の知識はあった。クライスに与くみしてから二百年の間、メデューサの血を自ら研究するために医学と細さい胞ぼう学を修めたのだ。

　一週間に一度でも、腕うでが確かで親切な医師を演じていれば、閉へい鎖さ的な村人たちも徐じよ々じよに心を開いていく。そうして、完全に掌しよう握あくした頃ころ合あいを見計らい、インフルエンザの予防注射という名目で、メデューサの血を混ぜた栄養剤ざいを、村人全員に投与した。

　今年の冬はとりわけ寒いので、予防注射を打ったほうが安全です。それだけで村人たちは面おも白しろいように彼に従った。

　石化が始まるのは投与してからおよそ一時間後。個人差はあるだろうが、二時間もあれば村は沈ちん黙もくするだろう。

　コーヒーを飲みながら時間を過ごし、村に入ると、彼の計画通り全員が石化していた。

　彼は、村に来たとき、ひとりの女に狙ねらいを定めていた。生気にあふれた赤毛の女だ。美女ではないが、気立ての良い明るい女。これは実験材料として石化したあとで元に戻し、餌えさとしてもらおうと決めた。

　血は時々飲んでいるが、クライスが用意するものは保存血液ばかりで新しん鮮せんさが足りない。飲まなくても死ぬことはないが、嗜し好こう品として考えるなら極ごく上じようのものが望ましい。

　彼女は久々に彼の食思を動かすレベルの女だった。

　美人かどうかより、生気に満ちているかどうかが重要なのだ。それが血の甘さと深みとなる。純潔であればなおいいが、そこまで望むのは虫が良すぎるか。

　あの女には最後に血を投与した。村中が沈黙し、ひとりひとりが確かに石化していることを確かめていた彼は、突とつ然ぜん現れた男に眉まゆを吊つり上げた。

　村に駆けこんできた男はあの女の家に入り、やがて叫び声が響いた。

　なんだ、やはり相手がいたのか。

　いささか残念に思いながら、男もついでに石にしてやろうと、コートの内ポケットに忍しのばせたケースの中からアンプルと注射器を取り出し、アンプルの中身を注射器に入れる。

　袖そで口ぐちに注射器を隠かくして屋内に入り、女を抱かかえている男の前に出て行った彼は、そこでもう一度驚おどろいた。

　ひと目でわかった。人間ではない。これは、同族だ。そして、自分を殺しかけたふたりのヴァンピーアの片割れだ。

　クラーンを離り反はんして二百年。殺されかかって海に落ち、クライスに引き上げられて、失った片かた腕うでの代わりに錬れん金きん術じゆつで作った義手を得て。

　様々なものを思い出させる同族との再会だった。

　しかし、男は彼の正体に気づいていないらしかった。

　男は、村人たちを助けると豪ごう語ごした。だから彼は、助ける方法はあると噓うそをついた。

　メデューサの首がはめ込まれた、アテナの盾たてだ。メデューサの目覚めを促うながし、再びその目の光を浴びせれば戻もどるかもしれない、と。だが残念ながら確実ではない。なぜならば村人たちに投与したのは、クライスが研究を重ねて作り出した試薬だからだ。

　愕がく然ぜんとするヴァンピーアに、ケッツァーは告げた。

　確実なのは治療薬だ。五日以内に自分が持っている治ち癒ゆの血を用いた薬やく剤ざいを投与すれば息を吹き返すだろう。しかしそれを過ぎれば完全に石になったまま二度と元には戻らない。

　村人たちが実験材料なのだと、本当のことを言う必要はなかった。

　ケッツァーはさらに言った。

　自分はアテナの盾がほしい。

　アテナの盾。

　青ざめる男にケッツァーは頷うなずき、こう持ちかけた。

　もしお前がアテナの盾をここに持ってきて引き渡わたすなら、この女だけは元に戻してお前にやろう、と。

　ケッツァーは狡こう猾かつに笑って男の出方を待った。うまくいけば実験材料とアテナの盾双そう方ほうが手に入る。

　男はしばし逡しゆん巡じゆんしたようだったが、うめく女のおびえた面おも差ざしに覚悟を決めたようだった。

　応じる男に気づかれないように、彼は内心で快かい哉さいを叫んだ。二百年前の報復ができる、と。

　たとえ盾を持ってきても女を戻すことなどしてやるつもりはない。盾も奪うばい取り、そのうえでこのヴァンピーアを血祭りにあげてやる。

　彼は面白くてならなかった。五日の猶ゆう予よを与あたえたのも、一旦希望を持たせた上でどん底に叩たたき落としたほうが楽しいからだ。

　男はそれを信じ、彼はその場を引き下がった。

　そうして、今日が五日目だ。夜には彼らの魂たましいも石となる。これほど大量のサンプルがあれば、治療薬の実験がいくらでもできる。多少壊こわれても代わりはいくらでもあるのだ。

　サンプルを運び出すための運うん搬ぱん方法は船だ。ポーランドからバルト海を越こえて、沖おきに停てい泊はくさせている。ここまでは小さなモーターボートで移動してきた。

　近くの海岸は波の打ちつける崖がけとごつごつとした岩場しかない。小回りの利きく船でないと、村の近くの海岸線にはつけられないのだった。

　ボートに乗せられるのは二、三体だ。何度も往復をして、夕方前には運び終わる算段で彼らはこのシュトラントヴァルトにやってきたのだ。










　が、ケッツァーの予定はすっかり狂くるっていた。

　彼の連れてきたゴーレムが、何者かによって一体、また一体と壊されていくのだ。

　見えないイェーガーは、先ほどからずっと一発必中でゴーレムの急所を撃うち抜ぬいている。

　銃じゆうだ。威い力りよくはそれほど強くない。この音は小型の拳けん銃じゆうだろう。それでも、クラーンの者が離反した元同族のケッツァーを仕留めるために作った弾たまなら、その効果は絶大だ。

　まさか、クラーンのイェーガーが派は遣けんされてきたのか。

　そうしてケッツァーは片方だけ口端を吊り上げた。

　あの男、結局女を見捨てたのか。

　さすがはモンスター、口では助けると言っても、結局は保身に走ったか。

　銃声が響く。叫さけび声が轟いて、建物の中から出てこようとしていたゴーレムが崩くずれ落ちた。

　ケッツァーは物もの陰かげに身をひそめた。

「どこだ……」

　イェーガーの姿が見えなければ反はん撃げきもできない。

　近くにいたふたりのゴーレムを振ふり返る。

「お前たち、敵を引きずり出してこい」

　己おのれの意思を持たないゴーレムたちは即そく座ざに駆かけ出していく。

　木々の向こうで何かが光った。それをケッツァーは見み逃のがさない。

　あれは。

「クラーンの、紋もん章しよう…！」

　銀色の輝かがやき。陽ひの光を弾はじくそれを、ケッツァーとなったヴァンピーアの目は確かに捉とらえる。同時に、それをつけたイェーガーの姿が垣かい間ま見みえた。

　ケッツァーは目を剝いた。

「女!?」

　驚きよう愕がくで一いつ瞬しゆん立ち止まるケッツァーの頰ほおを、乾かわいた銃声とともに灼しやく熱ねつがかすめた。










　ケッツァーの急所に照準をさだめていた咲夜だったが、横合いから飛び出してきたゴーレムを避さけて飛び退すさったために狙いが逸それた。

「ちぃっ！」

　眉み間けんを打ち抜くはずだった銀の弾だん丸がんはケッツァーの頰に傷ひとつつけただけで後方の石いし壁かべにめり込む。

　破は片へんが散ったのを視界のすみで認めながら、のばされてきた爪つめをかいくぐって左手を地につき、反動をつけてゴーレムの足元を全力で払はらう。

　バランスを失ったゴーレムがもんどりうって倒たおれた。

　その間に咲夜は跳はね起きて、逆方向から突とつ進しんしてきたゴーレムをかわしながらその手を摑み、関節を取って投げ飛ばす。咲夜自身の力は全く使っていない。ゴーレムは自分の勢いで吹ふっ飛んだ。

　先ほど払い倒されたゴーレムが立ち上がりかけたところに突つっ込んでいく。二体のゴーレムは折り重なって転がる。

　すぐさま構えながら、咲夜はゴーレムを観察した。動きが鈍にぶい。これらを造成したケッツァーは、あまり質のいい材料を使わなかったか、腕が良くないのか。

　ゴーレムを作るには、子どもや赤ん坊ぼうが必要になる。いったいどうやって材料を揃そろえたのか、考えたくもない。

　咲夜があえて材料と呼ぶのは、そうしなければ心が擦すり切れそうなほどの感情に揺ゆさぶられてしまうからだ。もちろん彼女は材料がなんなのかをよく知っている。だからこそ考えたくない。逃にげているというよりも、自分を守るためだ。

　立ち上がりかけたゴーレムに向けてトリガーを引きかける。

　はっとして咲夜は後方に飛び退り、そのまま駆け出した。

「まずい」

　全弾だん打ち尽つくしている。ケッツァーに向けた弾丸が最後の一発だったのだ。

　木々の間を走りながら肩かた越ごしに後ろを振り返る。ゴーレムたちが追ってくる。

　咲夜は舌打ちした。もともと弾数が足りていないところに、一発分無む駄だ撃うちをしてしまった。

　茂しげみを抜けた咲夜は、目の前に鉈なたを持ったゴーレムが立ちはだかっていたのを認めてさすがに息を呑のんだ。

「……っ！」

　両手で振り上げた鉈が咲夜めがけて打ち下ろされる。

　何とか踏ふみとどまって斬ざん撃げきを回かい避ひし、そのまま横っ飛びに飛んだ。

　ゴーレムは鉈に振り回されるようにして、咲夜めがけて横よこ殴なぐりにふるってくる。そこに、咲夜を追ってきたゴーレムが突っ込んできた。

　鉈がゴーレムの頭部に食い込む。頭部を叩き割られたゴーレムは、ひしゃげた蛙かえるのようにうめきながら崩れ落ちた。

　転げるようにして斬撃を回避し、跳ね起きた咲夜は、瞬またたきをしながらＭ36のシリンダーをスウィング・アウトして空の薬やつ莢きようを落とす。

「同どう士し討うち…」

　うわぁ、あの鉈痛そうだったのに。

　内心ぞっとしながら、腰こしにつけていた革かわケースの蓋ふたを開けて弾丸を摑つかみ取り、襲おそいかかってくるゴーレムの爪と鉈の斬撃を避けながら一発だけ装そう塡てんし、シリンダーを叩くようにしてフレームに押し込む。

　がちっという音がしてシリンダーがフレームにはまる。

　言葉にならない叫び声をあげながら襲いかかってきたゴーレムの腕うでを払い、間合いに飛び込んで、大きく開いた口こう腔こうに銃じゆう口こうを突っ込むと、躊躇ためらわずにトリガーを引く。

　うなじの辺りから黒いものをまき散らしながら吹っ飛んだゴーレムが、そのまま音を立てて崩れた。

　さすがに肩かたで息をしながら、咲夜は額をぬぐった。これだけ動くと汗あせがにじむ。暑いからだけではない、冷や汗も混じっている。

「危なかった…」

　ほっと胸をなでおろし、周囲の様子を窺うかがいながらシリンダーをスウィング・アウトさせ、残りの弾丸を装塡する。

　さっきのゴーレム、もう一体いたはず。

　全身をアンテナにして周囲の気配を探さぐる。

　鳥が飛び立つ音がした。

　そちらに意識が一いつ瞬しゆん逸それる。

　視線を走らせた刹せつ那な、逆方向の木の上から黒い塊かたまりが飛び降りてきた。

「……っ！」

　振り仰あおいだ咲夜の瞳ひとみに、嗤わらうゴーレムのおぞましい面おも差ざしが映る。銃をあげるより早く咲夜の腕を取ったゴーレムは、恐おそろしい力で彼女を投げ飛ばした。

　先にあるのは古い石造りの納な屋やだ。

　咲夜はなんとか空中で回転し、頭から激げき突とつという最悪の事態だけは免まぬかれた。

　が、左ひだり肩かたからもろに壁かべに叩たたきつけられて、そのままずるずると倒れ込む。彼女はそのままぴくりとも動かない。

　けたけたと嗤いながらゴーレムが近づいてくる。顔を隠かくしていた長い髪かみを摑んで乱暴に持ち上げようとしたゴーレムは、開かれた瞼まぶたの下にあった双そう眸ぼうに射い貫ぬかれた。

　ゴーレムが何かを言いかける。その手が動くより早く、無傷の右手に握にぎられたＭ36の銃口が、喉のど笛ぶえめがけて火を噴ふいた。

　髪を摑んだままのけぞったゴーレムに引きずられた咲夜は、崩れていく手の残ざん骸がいを頭を振って払い落とす。

「痛いなぁ…」

　形も残さず崩れたゴーレムだった砂をげしげしと踏みつけて、咲夜は顔を上げた。

　あと三発。ゴーレムは四人。そしてケッツァー。

　村に戻りながら、咲夜は舌打ちをした。

「きついな……」







　　　　10







　トーゴは海路を諦あきらめて陸路を疾しつ走そうしていた。

　人のいない海岸線を選び、足場の悪い岩場を目にもとまらぬ速さで駆かけていく。

　そのあとを、白はく刃じんを引っさげたアルベルトがぴたりとついていく。

　後方を顧かえりみて、トーゴは舌打ちした。

「くそ……っ」

　たとえヴァンピーアであっても、法定速度を遥はるかにオーバーしたスピードのバイクには勝てない。

　アルベルトはトーゴの目的地を知っていた。見つかってしまった以上海路は使えないと踏んだトーゴは陸路を進み、アルベルトはそれを読んで先回りをした。

　シュトラントヴァルトに通じる道は一本。あとは道なき海岸線を迂う回かいしてくるしかない。

　崖がけや岩場のつづくリューゲン島の海岸線を進んできたトーゴは、夜明け間近にアルベルトと遭そう遇ぐうした。

　何度か斬きり結び、隙すきをついてとにかくトーゴは走った。

　シュトラントヴァルトに行かなければ。急がなければラケルの命が奪うばわれる。

　彼女と村人たちを助けることができたなら、いくらでもアルベルトに狩かられてやる。だが、いまはだめだ。

　しかしそれを説明する気も、余よ裕ゆうも、トーゴにはなかった。

　アルベルトは本気で挑いどんでくる。少しでも気をゆるめれば瞬時に斬り捨てられて終わりだ。

　彼の剣けん技ぎは凄すさまじい。当然だ。トーゴ自身が徹てつ底てい的に叩き込んだのだ。

　ほかのクラーンたちに蔑さげすまれていた、小さなダンピール。それでも、彼を蔑んでいた誰だれよりも、彼は意志のある強い瞳をしていた。

　黒くろ髪かみと黒い瞳は、トーゴに故郷の縁えん者じやたちを思い出させた。とうに決着をつけたと思っていた感情が、自分に残っていたことに彼は驚おどろいた。

　アルベルトが望まなければ、自分の国の戦い方を教えるつもりはなかった。ヴァンピーアの息むす子ことしては、それは邪じや道どうだからだ。

　しかし彼は、あえて邪道を欲ほつした。半分だけヴァンピーアの血を引いたダンピールだ。東洋の剣技を習得しておかしいことがあろうか、と。

　そうしてアルベルトは、十八の歳には白しら鞘さやから龍りゆう王おうを抜ぬくまでに至ったのである。この刀を鞘から抜ける男は、トーゴとカールとエーアストだけだった。

　だから、面おも白しろがったエーアストが、ベルンシュタインの長おさが代々受け継つぐ宝刀にしようと言い出したのだ。

　伝承とは始祖の一言で決まるものなのかと、トーゴは半分呆あきれて半分感かん嘆たんしたのをよく覚えている。

「トーゴ、待て！」

　焦じれたアルベルトが叫さけぶ。

　トーゴは小さく笑った。

　そうは言っても、本当に待つとは思っていないだろうに。律りち儀ぎな奴やつだ。

　背中に傷をつけられるのは恥はじだと、トーゴはことあるごとに彼に話した。だからきっと、後ろから斬りつけることだけはしたくないと考えてのことだろう。

　ケッツァーとみなされたトーゴに対し、イェーガーのくせに随ずい分ぶんと甘いことを考えているものだ。

　疾走するトーゴは、視界のすみで見慣れた家の屋根を認める。

　シュトラントヴァルトに向かう一本道の横に建っている、ミヒャエルの住まいだ。

　最後にあいつに別れのひとことも言えない、それが残念だと思った。

　森の横に突つき出るようにつづく崖すれすれを疾走していたトーゴは、突とつ然ぜん身を翻ひるがえすと背負っていた大おお太刀たちを抜いた。

　鬼おに丸まるの白刃に陽ひ射ざしが反射する。

　トーゴに睥へい睨げいされてアルベルトは足を止めた。

　かなりの距きよ離りを疾走していたというのに、ふたりとも息ひとつ乱していない。

「……なぁ、アベル。見み逃のがしてくれないか」

　唐とう突とつに切り出したトーゴに、アルベルトの眉まゆが跳はね上がる。

　人間であることをやめて黄昏たそがれの住人となったオリエンタールの男は、少しだけ寂さみしげに笑う。

「逃にげはしない。ただ、少しだけでいい、時間が欲しい」

　鬼丸の白刃をアルベルトに向けながら、トーゴは淡たん々たんとつづける。

「やらなければならないことがある。それが済んだらおとなしく狩られてやる。……だめか？」

　トーゴは観念していた。もうアルベルトから逃れることはできないだろう。イェーガーとしての任務を果たすまで、彼はトーゴを地の果てまでも追ってくるに違ちがいない。

　かつてトーゴ自身がイェーガーとして命令を下されたとき、そうしたように。

　追われる身になると、クラーンのイェーガーがどれほどしぶとくケッツァーを猛もう追ついしてくるかに、恐きよう怖ふに似たものすら覚える。自じ業ごう自得なのだが、これだけ執しつ拗ように追われたらたまらないだろう。

　他人ひと事ごとのように考えながら、ケッツァーの烙らく印いんを押されたトーゴはじりじりと後退する。

「どうだ、アベル」

　しばらく無言でトーゴを睨にらんでいたアルベルトは、抜いていた白刃を静かに鞘に戻した。

　聞き入れてくれたのか。

　一いつ瞬しゆんそう思ったが、アルベルトの眼光を受けたトーゴはその浅はかな希望をすぐさま打ち消した。

　左手を鞘に、右手を柄つかに。左足を一歩引いて腰こしを落とし、まっすぐにトーゴを睨んでいる。

　さしものトーゴも目をすがめて唸うなった。

「おいおい……本気か」

　それは、明治に入って鎖さ国こくを解いた故国に久々に里帰りをした際、トーゴが習得してきた居合の構えだ。自分の時代にはそんな流派は確立していなかったので、興味深さもあって道場に入り、数年かけて体得した。

　元々の基き礎そはあったので、習得はそれほど難しいものではなかった。戦いくさ場ばには不向きだが、見み栄ばえがする。

　体得して数年ぶりにドイツに戻もどったとき、カールとエーアストに披ひ露ろうしたところ、拍はく手しゆ喝かつ采さいをあびた。そして、いつか子どもを持つ日がきたらぜひ習わせたいとカールの熱い要望を聞かされたのである。

　自分で体得すればいいのにと返したトーゴに、カールはこう言った。

　自分はどうしても西洋の剣技が抜けきらないので、そういう日本の武道独特の立ち居振ふる舞まいは難しい。

　その、カールが難しいとした立ち居振る舞いを、トーゴはこれ幸いとアルベルトに叩たたき込んだのだ。本人が嫌いやがるそぶりを見せなかったからよかったが、拒きよ絶ぜつされる可能性とてなかったわけではない。

　十年かけて鍛きたえたダンピールは、いま明らかに師であるトーゴを圧あつ倒とうしている。

　さすがはベルンシュタインの後こう継けい者しやだ。トーゴは内心で舌を巻いた。まだまだ青二才と言われる年とし頃ごろなのに、彼より数十年も年長のクラーンの連中など比べものにならない。

　無言で殺気を放つアルベルトに、トーゴは息をついて呟つぶやいた。

「やっぱり、無理か」

　そうして彼は、覚かく悟ごを決めた。

「お前と本気の命のやりとりは、あまりしたくなかったんだが」

　普ふ段だんならまだしも、この重傷を負った身で勝てるほど、生なま半なかな相手ではない。

　出血はようやく治まったものの、失血による体力の低下が著いちじるしい。ここまでくるのにほとんど休息を取らなかったのも手伝って、負ける要素だけしか見当たらない。

　左ひだり腕うでにしばりつけたアテナの盾たてを一いち瞥べつする。

　夜までにこれを持って行かなければ、村人たちが、ラケルが。

　シュトラントヴァルトの村は、もう目の前なのに。

　トーゴが唇くちびるを嚙かみ、アルベルトが踏ふみ込もうとしたその瞬しゆん間かん、一発の銃じゆう声せいが轟とどろいた。










　農具を振ふりかざして飛びかかってきたゴーレムを仕留めた咲夜は、肩かたで息をしながら視線を走らせた。

　あとゴーレムが二体。

「ケッツァーはどこ」

　ずっと見失ったままだ。

「まさか、逃げた？」

　いいやと、咲夜は頭かぶりを振った。

　実験材料だという村人たちを残したまま、ケッツァーが逃げるはずがない。

　とにかく探さなければ。クラーンの長おさに命じられた狩りだ。取り逃がすわけにはいかない。

　だが。

　Ｍ36を一瞥する。銀の弾だん丸がんはあとひとつしか残っていない。もうひとりゴーレムを仕留めても、ひとり残ることになる。武器はこれだけだ。ほかには何も持っていない。

　倒たおしたゴーレムが使っていた鉈なたを思い出した。あれで倒せるだろうか。威い力りよくは充じゆう分ぶんあるだろう。同どう士し討うちをしたくらいだ、人間が落命するレベルの手傷を負わせれば、ゴーレムは崩くずれる。

　それは図はからずもゴーレムたち自身が実証してくれた。

　しかし咲夜はゴーレムほど膂りよ力りよくがない。同世代の少女たちよりは上だと思うが、自分の細腕であの屈くつ強きようなゴーレムを、使い慣れない鉈で果たして一いち撃げきで倒せるか。

　咲夜の理性は瞬時に否ナインとはじき出した。

　当然だ。だから飛び道具のリボルバーを選んだのである。

　カールのくれた特別製の弾丸には殺傷能力はない。せいぜい衝しよう撃げきを与あたえて吹ふっ飛ばすくらいだ。致ち命めい傷しようを与えられなければ、反撃されて終わる。

「あとふたり……」

　気配を探さぐる。

　近くにいることはわかる。だが、気配を殺しているのか、正確な位置がまるで摑つかめない。

　どこだ。

　呼吸を静めながら感覚を極限まで研とぎ澄すます。

　咲夜がいるのは村のちょうど中央付近にある家の陰かげだ。ひときわ広い庭がある。村長の家だろうか。幾いくつもの椅い子すが並んで木のテーブルを囲んでいる。人がたくさん来る家なのだろうと思われた。

　この家の住人たちも石化して、石せつ膏こうのような像に変わっている。五人家族で、祖父とその息むす子こか娘むすめ夫ふう婦ふと思おぼしき男女、そして男の子がふたり。

　片方に咲夜は見覚えがあった。夢の中でラケルを呼びに来た子だ。

　やはりブラオの見せた夢は現実にあったことだったと思わざるを得ない。この石はなんなのか。

　あとで追つい及きゆうしよう。

　最後の弾丸を無む駄だにしないように、標的を確実に仕留める。

「できたら、ケッツァーを……」

　ゴーレムはケッツァーよりは易しい相手だ。たぶん。

　自信はまったくないが、希望的観測というのは極めて重要だ。

　家々の陰を素早く移動しながらケッツァーを捜さがしていた咲夜は、はらりと舞った落ち葉の軌き跡せきを反射的にたどった。視線を上に滑すべらせる。

　太くのびた枝に、ケッツァーの姿があった。

「……っ！」

　息を詰つめた咲夜は銃じゆう口こうを向ける。

　その背後に迫せまってきた影かげがあった。ゴーレムたちだ。

　気配でそれを察したが、ケッツァーから目を離はなせばその一瞬でやられる。

　ゴーレムたちが迫ってくる。弾丸は残り一発。

　どうする。

　ケッツァーが嗤わらっている。

「────っ！」

　判断は瞬またたきひとつ。

　咲夜は迷わずケッツァーに向けてトリガーを引いた。

　なぜならば、この裏切り者のヴァンピーアは、ナハバールに害をなした。

　たとえゴーレムに殺されることになっても、ケッツァーを逃がすことは許されない。

　自分に向けられた銃口が火を噴ふく様を見て、ケッツァーは瞠どう目もくしていた。まさか迷いもせずに撃うってくるとは考えてもいなかったのだ。

　しかし、心臓を狙ねらった弾丸は、身をよじったケッツァーにわずかに避よけられてしまった。

　銀の弾丸がケッツァーの左ひだり肩かたに食い込む。鉛なまり弾だまとは全く違ちがう灼しやく熱ねつの衝撃に、男は絶ぜつ叫きようしてもんどりうった。

　そのまま落下するが、地面に激げき突とつする寸前でかろうじて体勢を立て直す。

　断だん末まつ魔まとしか形容できない叫さけび声をあげながら自らの肩に爪つめを立て、ケッツァーは弾丸ごと腕うでを引きちぎった。

「な……っ！」

　目を瞠みはった咲夜の後方にゴーレム二体が躍おどりかかる。肩かた越ごしに振り返った咲夜は、絶体絶命の窮きゆう地ちに思わず目を閉じた。

　その刹せつ那な、耳の近くを風の唸りが駆かけ抜ぬけた。

　ふたつの疾しつ風ぷうが咲夜の両りよう脇わきをすり抜けて、二体のゴーレムめがけ白はく刃じんをひらめかせる。

　峻しゆん烈れつな斬ざん撃げきを受けたゴーレムたちが声もなく崩れていく様を、瞼まぶたを上げた咲夜の瞳ひとみは映した。

　息を呑のんだ咲夜がつぶやく。

「アベル…！」

　そしてもうひとり。

　アルベルトの持つ刀よりずっと長い真しん剣けんと、左腕に布で巻いたものを縛しばりつけている男。

　ブラオの見せた光の中にいた面おも差ざしだ。

　では布に覆おおわれたあれが、アテナの盾。

　ゴーレムを倒したふたりは身を翻ひるがえすと、咲夜の先を睥へい睨げいした。

　低いうめき声が鼓こ膜まくに突つき刺ささる。

　咲夜はほんの僅わずか失念していたケッツァーの存在を思い出し、銃じゆうを構える。しかし、もう弾丸はからだ。

　舌打ちしながらシリンダーをスウィング・アウトさせ排はい莢きようすると、あの特別な弾丸をふたつ素す早ばやく装そう塡てんする。

　その間にケッツァーは、唸うなりながら突とつ進しんしてくるように地を蹴けりつけると、地面をえぐって土ど砂しやを巻き上げた。

　咲夜たちの意表をつき、隙すきを作ったケッツァーは、そのまま踵きびすを返して脱だつ兎とのごとく疾しつ走そうする。腕を引きちぎった左肩からはとめどもなく鮮せん血けつが滴したたり、それが標しるべのように地面に落ちて点々とつづいていく。

　全力疾走するヴァンピーアに咲夜の足では到とう底てい追いつけない。それでも彼女はケッツァーを追った。

「咲夜！」

　アベルが咲夜を呼ぶ。止まれと言外に告げている。

「だめよ！　あれを仕留めないと！」

　必死でケッツァーを追う咲夜にアルベルトがつづいてくる。

　そして、トーゴもまた蒼そう白はくでケッツァーを追った。

　アテナの盾たてはある。確かに持ってきた。
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「治ち療りよう薬を、渡わたせ…！」

　悲痛な叫びがトーゴの喉のどから迸ほとばしった。

　咲夜とアルベルトははっと胸をつかれる。その声には、深く心を揺ゆさぶる響ひびきがあった。

　ケッツァーはよろめきながら森を抜け、ボートを寄せた崖がけを目指す。

　深い森が咲夜たちの邪じや魔まをする。何度かここを訪おとずれているケッツァーは、あえて進みにくい箇か所しよを選んでいるのだ。

　丈たけのある枯かれ草くさと雪が足取りを鈍にぶらせる。苛いら立だちながら走る咲夜に、アルベルトが問うた。

「あれは？」

　振ふり返って咲夜は答えた。

「ケッツァーよ。ただし、二百年前の」

　彼女の言葉に、トーゴの目の色が変わる。二百年前。左腕を失ったケッツァーの姿が、記き憶おくの中にあるものとようやく合がつ致ちした。

　あのとき海に落ちたケッツァー。面差しが変わっていたのでわからなかった。

　しかし、それでようやく合点がいった。メデューサの血をクライスが持っていたわけが。

　すべて回収したと思っていたが、おそらくそうではなかったのだ。あのケッツァーがどこかに隠かくし持っていたに違いない。

　それをもとにナハバールを石化する研究を重ね、それを不老不死に転用するためのサンプルを欲ほつしていた。

「おのれ…！」

　ぎりぎりと歯は嚙がみするトーゴの青ざめた横顔を、咲夜はちらと窺うかがった。

　このひとがトーゴ。遥はるか極東の国からやってきたヴァンピーア。アルベルトの十年を知っている男。

　咲夜は頭かぶりを振った。

　いまはそんなことを考えている時ではない。

　ケッツァーを逃にがしてはならないのだ。

　森を出た咲夜は、ボートに乗り込んだケッツァーがエンジンをかけて崖を離れていくのを認めた。

　Ｍ36を構えてケッツァーの後頭部に照準を合わせる。殺傷能力はない弾だん丸がんだ。それでも黙だまって見送るよりはましだ。

　トリガーを引く。乾かわいた銃じゆう声せいが轟とどろき、つんのめるように倒たおれたケッツァーはそのままバランスを崩くずしてボートの前方に投げ出された。

　ケッツァーが海に沈しずむ。その上に覆いかぶさるように進んだボートは、エンジンが動いたままだ。

　スクリューに何かがひっかかるようながりがりとした音が響き、冴さえ冴ざえとした冷たい海面に、泡あわと、赤いものが広がった。

「…………っ」

　咲夜は息を詰めた。

　転てん覆ぷくしたボートはしばらく波間を揺蕩たゆたっていたが、徐じよ々じよに沈んでいく。

　波間にボートが消えた。風の強さもあり、打ち寄せる波は荒あれ模様で、沈んだら二度と浮うかんでこないのではと思った。

　しばらく海面を睨にらんでいた咲夜は、ぽつりと言った。

「……終わった…？」

　浮かんでこない。二百年前にも同じように海に沈んで、それでも生きていたケッツァー。今度こそ、仕留められただろうか。

　スクリューに巻き込まれて、生きていられるだろうか。

「……ヴァンピーアって、あれくらいで死んだり、する…？」

　恐おそる恐る尋たずねると、アルベルトは頭をひとつ振る。

「俺はダンピールだ。知らん」

　確かにそうだろう。尋ねる相手を間ま違ちがえた。

　もうひとりこの場にいるヴァンピーアを捜した咲夜は、彼がよろめきながら森に分け入ろうとしているのを認めた。

「トーゴ！」

　その声にアルベルトも振り返る。

　銃声を聞きつけて、彼はそれが咲夜の愛銃のものだと聞き分けた。なぜこんな場所でという驚おどろきと疑問はあったが、銃声がしたということは何かしらの戦せん闘とうが行われているということにほかならない。

　一方のトーゴは、咲夜のことはもちろん知らなかったが、村で異変が起こっていることを瞬しゆん時じに察した。

　ふたりは真剣勝負を一時保留にして村に駆けつけ、ケッツァーとゴーレムにはさまれた咲夜を見つけた。彼女に襲おそいかかろうとしている男たちがゴーレムであると瞬時に見み抜ぬき、互たがいに確かめることすらせずに阿あ吽うんの呼こ吸きゆうで倒したのである。

　トーゴはふらりとふたりを顧かえりみた。青ざめた頰ほおに凄味が宿っている。彼の瞳が苛か烈れつに輝かがやいた。

「……止めるなよ」

　盾を抱かかえるようにしながら、オリエンタールヴァンピーアは咲夜とアルベルトを全身で威い嚇かくした。

「あの男がいなければ、村人たちを戻もどせる手立てはひとつしかない」

　アテナの盾だ。盾のメデューサを目覚めさせ、その目の光を浴びせる。そうすれば人間たちは元に戻るはずだ。

　アルベルトが無言で一歩前に出ようとする。それを咲夜が止めた。

「アベル、だめ！」

「どけ」

　咲夜を押しのけるアルベルトに、彼女は取りすがる。

「トーゴはケッツァーじゃない。ケッツァーだっていう長老たちの裁定を覆くつがえせる」

「なに？」

　怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せたアルベルトに、咲夜は訴うつたえた。

「シュトラントヴァルトの村人を、クライスが石に変えたのよ」

　二百年前に盾のメデューサから抜ぬき取った左ひだり頰ほおの血を使い、不老不死の研究を進めるサンプルとして、地図にも載のっていないこの村の人たちが実験材料に選ばれたのだ。

　先ほど海に沈んだケッツァーが、クライスに与くみして医師としてこの村に入り込み、メデューサの血を村人たちに予防注射という形で投とう与よしたこと。それで村人たちが石化してしまっていること。急がなければ元に戻せなくなってしまうかもしれないということ。

「トーゴは城から盾を持ち出しただけだって、そういう形にすればたぶん大だい丈じよう夫ぶだって。盾を使わなければ、そういうことにできるから…！」

　まくし立てる咲夜を、アルベルトは静かに見つめている。

　そうして彼は、トーゴに視線を向けた。

　トーゴは無言でアルベルトを見返していたが、やがてついと目を細め、おもむろに左腕に盾を縛しばりつけていた布をほどきはじめた。

　アルベルトが表情を変える。気づいた咲夜が振り返った。

　アテナの盾を陽光にさらし、トーゴはふたりを剣けん呑のんに睨んだ。

「……使わなければ、と言ったな」

　低く呟つぶやいて、トーゴは咲夜をひたと見み据すえる。

「メデューサを目覚めさせなければ、村人たちは助からない。それをわかっていて、使うなと言うのか」

「っ！　…それは…」

　二の句が継つげない咲夜を見据えたまま、トーゴは一歩、後ろに下がった。

「悪いが、そんな猿さる芝しば居いに付き合う余よ裕ゆうはない」

　時間がない。太陽はもう天頂を過ぎて西側に移動した。

　村人たちとラケルを助けるには、アテナの盾が必要だ。

「アルベルト、俺を止めるなよ。すべてが終わればいくらでもお前に狩かられてやる。ケッツァーとしてこの悠ゆう久きゆうの生を終えるのもまた一興だ」

　そうして彼は、シニカルに笑った。

「祖国を捨てて、人であることも捨てて生きてきた。その最後が裏切り者というのも悪くない」

　トーゴの手にあるアテナの盾が、仄ほのかな光を放ちはじめた。細長いひし形で四よ隅すみに恐きよう怖ふ、戦闘、暴力、追つい跡せきが飾かざられ、中央にメデューサの面おも差ざしが宿っている。頭とう髪はつはすべて蛇へびで、瞼まぶたを閉じた顔はまるで磨みがき上げられた鏡の奥に埋うめ込まれているようだ。

　これの頰からどうやって血を採ったのか。咲夜にはわからない。

　トーゴの本気の威嚇に、咲夜もアルベルトも動くタイミングがつかめない。

　盾たてが燐りん光こうを発し、メデューサの顔が前にせり出してきた。鏡の中から、立体的な顔が浮かび上がる。

　メデューサの両の瞼が震ふるえた。四隅の装そう飾しよくがそれを引き立たせるようにざわめき、やがてゆっくりとゴルゴン三姉妹の末妹は目を開いていく。

　ラケルが待っている。自分の体が硬かたく冷たくなっていく恐怖の中で、自分を信じていると言った彼女の面差し。

　もう二度と、心を寄せるものは作るまい。

　四百年前にそう決めていたはずなのに、トーゴはそれを破ってしまった。

　だからかもしれない。トーゴが関かかわったから彼女はこんな恐ろしい思いをしなければならなくなってしまったのかもしれない。

　黄昏たそがれの城の地下でアテナの盾を前にした時、彼はひどい後こう悔かいの念に囚とらわれた。故郷を捨てた自分を受け入れてくれたクラーンを、裏切ることになるのだ。

　心を寄せなければよかった。

　そうすれば、これほど悩なやむことも、苦しむこともなかった。

　しかし、それはもう取り返しがつかない。歯車は動きはじめてしまった。止めることはできず、トーゴの進む道はもうほかにはないのだ。

「邪じや魔まはさせない。誰だれにもだ」

　トーゴが唸うなる。脇わき差ざしを手にしたアルベルトは彼の気き迫はくに押されて一歩を踏ふみ出せない。

　咲夜は必死で手立てを模も索さくした。このままでは取り返しのつかないことになる。

　盾を使えばトーゴは完全なケッツァーとなる。少なくとも長老衆はそうみなす。決定は覆せなくなり、イェーガーはケッツァーの狩りを執しつ行こうせざるを得なくなってしまう。

　そうしたら、アルベルトがトーゴを殺すのだ。

　それは。それだけは、絶対に。

　盾を使わせることだけは。

　アテナの盾が輝きを強める。アルベルトが脇差の柄つかを摑つかんで踏み出そうとする。

「────っ！」

　咲夜は、握にぎりしめていたＭ36を瞬時に構え、トリガーを引く。

　銃じゆう声せいが響ひびき、アテナの盾に白い亀き裂れつが走った。
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　シルフに頼たのんでアルベルトの足そく跡せきを調べたカールは、シュトラールズントから南側にくだった海岸近くの路ろ肩かたに、息むす子このバイクが止められているのを見つけた。

　間ま違ちがいなくアルベルトのものだ。マインツからここまでは相当の距きよ離りがあるが、アルベルトは長ちよう距きよ離りのツーリングが苦ではないらしく、どんなに遠くても自分の愛車で移動したがるきらいがある。

　城では常に監かん視しの目が光っていたので、その反動のようだった。

　乗り捨てられたという雰ふん囲い気きではない。

「とすると、ここから……」

　トーゴの行動パターンをシミュレーションしてみる。ここからシュトラントヴァルトにどう向かうか。ケッツァーの烙らく印いんを押されてイェーガーが追跡している状じよう況きよう下。できるだけ人目につかないように移動する。

　本当は船で海路を取りたいところだろうが、イェーガーの追跡が厳しく、船を手配する間もなかったと考えていいだろう。

「……海岸線を進む、か」

　自分の言葉に頷うなずいて、カールはトーゴがたどったであろう足跡を自らもたどろうとした。

　そのとき、ふいに白い霧きりがさあっと流れてきた。昼間だというのに、あっという間に白い闇やみがカールを覆おおい尽つくしてしまう。

　カールは落ち着いて辺りを見回した。

　白い闇の向こうに黒い影かげがちらりと現れる。影は静かに歩み寄ってきた。

　黒いケープをまとい、両手で木箱を捧ささげ持った魔ま女じよだ。

「長おさにおかれましては、ご機き嫌げん麗うるわしく」

　カールは手を振ふった。

「口上はいい。用件は」

「アグラーヤ様から、こちらをお届けせよと」

　カールは目を輝かがやかせた。

「早いな…！」

「お急ぎだと伺うかがっていたので」

「ありがとう」

　箱を受け取り、中身を確かく認にんする。

　マグカップほどの大きさの茶色いガラス瓶びんがふたつ並んでいる。中身は同じもののようだ。

　ほっと息をつきながら、蓋を閉めて小こ脇わきに抱かかえる。

「アグラーヤに、感謝していると伝えておいてくれ。あとでまた正式に礼状を出すが」

「そのようなお心こころ遣づかいは無用です。我々は、クラーンの方々の意を受けて薬を作るのが役目ですから」

　目ま深ぶかにドミノをかぶった魔女は口元だけで笑うと、一礼して身を翻ひるがえし、霧の中に消えていく。

　魔女が完全に見えなくなると、白い霧は瞬またたく間に晴れて陽光が射さした。

　カールは一息つくと、海岸沿いを駆かけ出した。










　衝しよう撃げきが腕うでに伝わり、トーゴはよろめいて背後の木に倒たおれかかった。

　そのままずるずると座りこむ。

　呆ぼう然ぜんと盾を見つめる。

　メデューサの両目に、真っ白な亀裂が走っていた。

「……な…っ」

　言葉を失うトーゴとアルベルトの間に滑すべり込んだ咲夜は、いままさに鞘さやから白はく刃じんを引き抜ぬこうとしていたアルベルトをまっすぐに見つめた。

　踏み込みかけていたアルベルトは、咲夜が動いたのを察して全力で手を止めた。でなければ、抜き放つと同時に斬きり払はらってしまっていた。

　ほんの少し青ざめた面おも持もちのアルベルトを無言で押しとどめた咲夜は、リボルバーの銃じゆう口こうをトーゴの眉み間けんに向けた。

「動かないで」

　盾を撃うつという暴挙に及およんだ少女を、トーゴは啞あ然ぜんと見上げている。

「……盾は使わせない」

　だからといって、クラーンの秘宝を破は壊かいするとは。

　絶句しているトーゴに銃口を据すえたまま、咲夜は顔を歪ゆがめる。

「盾を使ったら、アベルがあなたを狩からなきゃいけなくなる」

　十年間ずっと、カールや咲夜の代わりにアルベルトのそばにいてくれたオリエンタールヴァンピーア。

「あなたを狩ったら、アベルが傷つくわ。何も言わないし、そんなところ絶対に見せないと思うけど、でも傷つく」

　大きく息を吸い込んで、咲夜は眉まゆを吊つり上げた。

「そんなの許さない。あたしは、アベルが傷つくのは絶対にいやだ」

　毅き然ぜんと、けれどもどこか必死の瞳ひとみで、少女は言い放つ。

　咲夜を見上げていたトーゴは、ふと目を細めた。

「…………？」

　少女の面差し。どこかで見覚えがある。

　どこでだったかを考えたトーゴは、記き憶おくを手た繰ぐってそれに行き当たった。

　アルベルトを見ると、彼は黙だまって少女の背を見つめている。

　トーゴは目をしばたたかせて、やがてがくりとうなだれた。

「……アベルを傷つけたくないから、シュトラントヴァルトのナハバールたち全員と引き換かえにするのか……？」

　うなだれたまま、力なく盾たての中央にはめ込まれたメデューサの顔に触ふれる。白い亀裂が走り、もう二度とメデューサは目覚めない───。

　絶望のただなかに叩たたき落とされたトーゴは、ふと指先の違い和わ感かんに気づいた。

　盾の表面、磨みがき上げられた鏡のような指ゆび触ざわりのそこは、衝撃でひびが入っているのだと思っていた。

　だが。

「……割れて…いない…？」

　ざらついたものが表面にこびりついている。白いひびだと思っていたものは、何かの塗と料りようのようで。

　銃をおろした咲夜が肩かたをすくめる。

「そりゃそうよ。ただのペイント弾だんだもの」

　トーゴとアルベルトが同時に目を瞠みはる。咲夜はＭ36のシリンダーをスウィング・アウトして空の薬やつ莢きようをばらばらと落とした。

「それと、いま弾たま切れなの。実は」

　言葉も出ないトーゴに、咲夜は言った。

「タイムリミットは夕方でしょう。それまでにクラーン長老衆を説得して、盾の使用許可をもぎ取るのよ」

　そうすれば、咎とがめられることはない。

「諦あきらめてたまるもんか。クライスの思おも惑わくなんて叩き壊こわす。村の人だってラケルだって、全員絶対に助けるのよ」

　拳こぶしを握にぎりしめて憤ふん然ぜんと断言する咲夜は、心から怒おこっているのが見て取れる。

　呆あつ気けにとられたトーゴに手を差し出して、彼女は村の方角を見た。

「ラケルが待ってるんでしょう？」

　しばらく咲夜を見上げていたトーゴは、目を細めて問うた。

「……なぜ、その名を？」

　咲夜は瞬きをして、コートの陰に隠かくれていたブラオを見せた。

「これが魔ま法ほうで見せてくれたのよ。……魔法かどうかもいまいちわからないけど。それで、父さんが唇くちびるの動きを読んだ」

　言ってから、慌あわてて補足する。

「アベルの父親のカール・ブラント。あたしは……」

　言いかけた彼女をさえぎって、トーゴは薄うすく笑った。

「もうわかった」

　アルベルトを一いち瞥べつし、トーゴは自力でよろりと立ち上がる。

「そうか……お前が、カールの養い子か」

　眩まぶしいものを見るように咲夜を見つめ、アルベルトをちらと見やる。咲夜がその視線を何気なく追うと、アルベルトはあらぬかたを向いていた。

　怪け訝げんに思った咲夜が口を開こうとしたとき、木々の狭はざ間まから疾しつ風ぷうのような人ひと影かげが現れた。

　疾風は三人の前を通過し、戻もどってくる。

「見つけた」

　大変機き嫌げんのよい、クラーンを統すべるベルンシュタイン家の当主だった。

　ペイント弾で目を潰つぶされた盾と、トーゴとを交こう互ごに眺ながめ、カールはからりと笑った。

「なんとか命拾いをしたな、オリエンタール」

「うるさいよ」

　軽口を叩いて、トーゴはふいに顔を歪めた。

「……カール、頼たのむ。ラケルたちを助けるために、盾を使わせてくれ…！」

　そのままくずおれそうになったトーゴを、咄とつ嗟さに手をのばしたカールが支える。その横にアルベルトがきて、トーゴに肩を貸した。

　腕の傷は出血が止まっているように見えていたが、じわじわとにじんでくるのをきつく縛しばり上げているのだった。

　これでは満足に動けまい。にもかかわらず、トーゴはアルベルトを技量で凌りよう駕がしていたのだ。

　アルベルトが剣けん呑のんな顔をする。その理由をトーゴはわかっているが、何も触れない。

　四百年来の友に、カールは朗ほがらかに告げた。

「我が友オリエンタール。盾は必要ないさ」

　三対の目が見開かれる。カールは小こ脇わきに抱かかえていた木箱を少し掲かかげて見せた。

「ここに、石化したナハバールたちを戻す薬がある。二百年前と同じに」

　対するトーゴは愕がく然ぜんと瞠どう目もくする。

「いったいどうやって…！　メデューサの血は、あのときに使い切ったはずだ！」

　二百年前、石化したナハバールたちを戻すために、ケッツァーから奪だつ取しゆしたメデューサの右みぎ頰ほおの血は彼らの唇に少しずつふくませられて、最後の一ひと滴しずくまで使い切った。

　カールは、得意げに片目をつぶった。

「私を誰だれだと思っているんだ？　親愛なる友よ」
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　シュトラントヴァルトの石化事件は、村人たちの記憶をカールが少し改変して終息した。

　ナハバールたちは無事に息を吹ふき返した。

　ラケルの記憶だけは、カールはいじらなかった。その必要はないと判断したからだ。

「この先どうなるかはわからないが、トーゴと彼女にとって一番いい路みちを、探すことになるだろうな」

　トーゴはラケルが落ちつくのを見届けて、マインツのベルンシュタイン邸ていで籠ろう居きよすることに決まった。

　長老たちのいる城に帰せば、問答無用で狩られる危険がある。その辺りの問題が片付くまで、籠居という形で彼の身み柄がらを保護することにしたのだ。

　長老たちとの衝しよう突とつは避さけられないかもしれないが、あくまでもクラーンの長おさはカールである。彼が最終決定をしたことについて、長老たちは異議を唱えることはできても覆くつがえすことはできない。それが可能なのは先代ベルンシュタイン公かエーアストくらいだろう。

　カールと咲夜が先に戻り、アルベルトはトーゴとともに監かん視しの意味も含ふくめてザスニッツに滞たい在ざいすることになった。カールたちが泊とまったホテルの部屋をそのままアルベルトが引き継つぐ形だ。トーゴもそこで宿しゆく泊はくする。

　先に帰るカールたちを見送ったのは、すっかり夜になってからだ。

　彼らがマインツに到とう着ちやくするのは夜半過ぎだろう。

　シュトラールズントに置いてきたバイクを取りにいかなければならないアルベルトは、途と中ちゆうまでカールたちと同行し、バイクに乗ってザスニッツに戻って来ると言う。

　駅での束つかの間の別れ際ぎわ、トーゴは咲夜を見つめて、得心がいった様子で頷うなずいた。

「なに？」

　訝いぶかる彼女に、オリエンタールヴァンピーアは苦く笑しようする。

「いや……。ちょっとな」

　目を細めたトーゴに咲夜はさらに問い詰つめようとした。が、アルベルトに呼ばれてタイミングを逸いつする。

　まぁいい、どうせ何日かしたらうちにくるのだから、そのときに訊きけば。

　それに、咲夜の知らない十年を、聞かせてもらいたい。

　念のための使い魔まとシルフをトーゴにつけて、カールたちはザスニッツを後にした。










　カールと咲夜がマインツ邸に帰りついたのは、案の定夜半過ぎだった。

　出で迎むかえたグレーテルを見た咲夜は目を丸くした。

「どうしたの、グレーテル」

　右頰にガーゼを貼はったグレーテルは、困ったように笑う。

「ちょっと粗そ相そうをしてしまいまして。すぐに治りますから、どうぞご心配なく」

「痛い…？」

　自分が痛いような顔をする咲夜に笑って首を振ふる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。すぐに治ります。たぶん明日くらいには」

　グレーテルの言葉に咲夜はほっと息をつく。

「お疲つかれでしょう。お風ふ呂ろに入られて、すぐお休みなさいませ」

「うん、そうする。おやすみなさい、父さん、グレーテル」

　ふたりに挨あい拶さつをして、咲夜は二階の自室に引き上げていく。

　それを見送ったカールは、並んでいたグレーテルに布の包みを渡わたした。

「これを頼む。止めるのに、少し汚よごしてしまったよ。……すまないな、ばあや」

　グレーテルは瞬またたきをした。

　カールがまるで叱しかられるのを覚かく悟ごした子どものような風ふ情ぜいでいる。

　老婦人は笑って首を振った。

「構いませんよ。このグレーテルが綺き麗れいにしておきますから、カール様もお休みくださいな」

　彼女の言葉に素す直なおに従ったベルンシュタイン家当主は、そのまま自室に向かっていった。

　グレーテルは、暖だん炉ろに炎ほのおが赤々と燃えるリビングに向かうと、包みをそっと開いた。

　灯あかりはつけていないが、炎のおかげで充じゆう分ぶんに明るい。

　盾たての中央にあるメデューサの両目部分に、べったりとついた塗と料りようを、グレーテルは丁てい寧ねいに拭ぬぐい取った。

　元の鏡のような表面に戻った盾を、一人掛がけのウィングバックチェアにそっと立てかける。

　ぱちぱちと、炎が爆ぜて音を立てた。

　一歩下がって盾を見つめているグレーテルの、貼られたガーゼが炎を映してオレンジ色に染まっているかのようだ。

　しばらく黙もく然ぜんと盾を眺めていると、変化が起こった。

　盾全体が仄ほのかな燐りん光こうを放ち、メデューサの顔がせり出してくる。そして、ゆっくりと瞼まぶたを開いたかと思うと、焦しよう点てんがグレーテルに結ばれた。

　しばらくグレーテルを見つめていたメデューサの顔が淡あわく光ったかと思うと、するりと盾から抜ぬけ出て、チェアの前にすらりと華きや奢しやな肢し体たいに古代ギリシャのキトンとヒマティオンをまとった女性が立っていた。

　全体の輪りん郭かくはぼやけてはっきりとせず、透すき通っている。背を覆おおう長い髪かみはウェーブがかかり、炎に照らされて輝かがやく金きん髪ぱつ。どこか少女のような印象を持った相そう貌ぼうは大層美しい。

　閉じていた瞼をおもむろに開いた女性は、両手を軽く握にぎり合わせて微笑ほほえむグレーテルを見て、目を細めた。

『…………久しぶりだわ』

　本当に嬉うれしそうな彼女に、グレーテルも頷く。

「何年ぶりかしら。あなたはいつも城の地下で眠ねむっているから」

『静かでとても居い心ごこ地ちがいいのよ。あなたはそんな姿をして、なにをしているの？』

　グレーテルは楽しそうに首を傾かたむける。

「クラーンの長の血筋に仕えて、世話をしているわ」

『まぁ…』

　目を見開く彼女に、グレーテルは口元に手を当ててころころと笑う。

「楽しいわよ、とても。あなたもどう？　メデューサ」

　メデューサは首を振った。

『私はいいわ…。眠っているのが好きなの。静かに時を過ごすのが』

「ええ。あなたは昔からそうだったわね」

　懐なつかしそうに目を細めて、グレーテルは穏おだやかにつづけた。

「ごめんなさいね。そんなあなたを起こしてしまったわ」

　詫わびる老婦人に、メデューサは首を傾ける。

『少し驚おどろいたけれど、何事もなく終わってくれたから、かまわないわ』

　そうして、可か憐れんな少女のようにメデューサは微笑んだ。

『美しいマルガリータ。あなたはまだ、その名をあなたに捧ささげた愛する夫の元に戻もどらないの？』

　この問いには、グレーテルは困ったように頰ほおに手を添そえた。

「そうねぇ…。あのひとが反省してくれたら戻ってもいいと思っていたけれど」

　天てん井じようを見やって肩かたをすくめながら笑う。

「ここの生活がとても楽しいから、当分戻らないと思うわ」

　するとメデューサは鈴すずを転がすように笑った。

『あなたを怒おこらせてしまうなんて、ばかなひとね』
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「そうなのよ。もっと言ってやってちょうだい。私の味方はあなたたちだけなんですもの」

　さも面おも白しろそうに笑って、メデューサは慈じ愛あいに満ちた眼まな差ざしをグレーテルに向けた。

『ええ。愛しているわ、エウリュアレ。ステンノと妹たちも同じよ』

　少しずつ、メデューサの姿が薄うすれていく。

　グレーテルは優やさしく頷いた。

「私もよ、メデューサ。おやすみなさい、良い夢を」

　最後に花のような微笑みを残して、メデューサは再び蛇へびの頭とう髪はつを持った妖よう女じよの顔になって盾の中に戻った。

　盾の中で眠るメデューサの頰を撫なでて、グレーテルは嘆たん息そくする。

「ステンノとグライアイたちは、どこにいるのかしらねぇ」

　気の遠くなるほど長い時間、彼女たちとは顔を合わせていない。

　新しい黒い布を用意して丁寧に盾を包み、ラウンドサイドテーブルの上にそっと置くと、グレーテルは右みぎ頰ほおのガーゼを無造作に剝はいだ。

　横一文字に走った傷がすうっと消えていく。

　はずしたガーゼには滲にじんだ血がこびりついている。これは誰だれの手にも渡してはならない。

　グレーテルは、炎の中にガーゼを放ほうると、完全に燃え尽つきるまで静かに見つめていた。




　　◇　◇　◇




　数日後、早朝にルイが帰き邸ていした。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった体ていで、グレーテルの用意した軽食を半分寝ねながらつまむと、ふらふらと部屋に引き上げた。

　出てきたのは午後になってからだ。

　泥どろのように眠ってシャワーを浴びたルイは、しゃっきりとした顔でいつもの三つ揃ぞろいを着用し、ぴしっと身み支じ度たくを整えて出てきた。

「朝は失礼いたしました」

　リビングでお茶を飲んでいた咲夜は、訝いぶかしげに首を傾けた。

「それはいいけど、どうしてあんなに疲れてたの？」

　ルイは乾かわいた笑いを見せた。

「ええ……。城で、色々と、気苦労が……」

　なんとなくそれだけで察しのついた咲夜は、ねぎらいを込めてインスタントティーをいれてやった。といっても、インスタントの粉末をお湯にとかすだけの簡単な代しろ物ものだ。

　しかし咲夜がそういった行動に出ることは滅めつ多たにないので、ルイはいたく感激していた。

　その日はアルベルトがマインツの邸やしきに戻って来る日でもあった。

　さすがにバイクでザスニッツからマインツにタンデムは絶対に嫌いやだと主張し、トーゴは列車と国内線を乗り継ついで夜に到とう着ちやくした。

　ちなみに早朝ザスニッツを出たというアルベルトも、ほぼ同じ時間にマインツ邸に戻ってきた。

　翌朝、食事を終えた咲夜は、離はなれで寄居することになったトーゴの許もとを訪おとずれた。

　彼は、いつぞやにアルベルトがやっていたように、大おお太刀たちの手入れをしていた。

　それが終わるのをおとなしく待って、バスケットに入れた緑茶のポットと湯ゆ呑のみをこたつに用意する。

「煎せん茶ちやまであるのか。さすがカール」

　湯呑を茶ちや托たくに戻す所作が流れるようで、なんというか、目を奪うばわれる。

「……それで、俺に何か用か」

　はす向かいに座る咲夜を真しん摯しに見つめてくるトーゴに、彼女は少し言い澱よどんだ。

「…………人間と必要以上に親しくなるのは、危険じゃないかと思って」

　あえてあいまいな言い方をする咲夜に、トーゴは何かを察した様子だった。

　思案するそぶりを見せて、煎茶を呑のんでから口を開く。

「心を寄せなければ良かったとは、何度も思ったが…」

　そうすれば、これほど悩なやむことも、苦しむこともなかった。

　けれども。

「自分の望みと違ちがう選せん択たくをするのは、相当尾おを引くからな。後こう悔かいするようなことは、しないほうがいい」

「…………」

　咲夜は、しばらく煎茶の入った湯呑を見つめていた。

　ひどく長い沈ちん黙もくが降る。

　やがて彼女は、ひとつ頷うなずいて顔を上げた。

「うん。わかった、ありがとう」

　やけにさっぱりした様子で立ち上がり、出て行きざまに振ふり返る。

「ね。今度、アベルの昔の話とか、聞かせて」

　トーゴは静かに笑うと、黙だまって頷いた。










　ルイがお茶を持ってリビングに入ると、咲夜の姿が見当たらない。

　いつものようにアルベルトがチェアで読書に興じている。

「アルベルト様、咲夜様はどちらへ？」

「友情を修復しに行った」

　ルイは、得心のいった様子で嬉うれしそうに目を輝かがやかせる。

「良かった。私の苦労もこれで報むくわれるというものです」

「ああ、ご苦労だった」

　短くねぎらうアルベルトに、ルイはにこりと微笑ほほえむと、絶ぜつ妙みようの味わいと評される紅茶のカップを差し出した。
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　なんというか、待ち伏ぶせというのは、なかなかどうしてされると驚おどろくものである。

　その相手が、突とつ然ぜん絶交宣言をされて、何があっても絶対に顔すら出そうとしなかった司堂咲夜とあっては、要としても必要以上に構えてしまうのは致いたし方ない。

　下校途と中ちゆうに待ち構えていた咲夜は、要を半ば引きずるようにして、あまり人のいないライン川のほとりに移動した。

　風が吹ふく。

　ライン川の上を吹いてくる、冷たい風だ。

　それがびゅんびゅか吹きつけてくるのである。

　咲夜は険しい顔で仁に王おう立だち。対する自分も険しい顔で仁王立ち。まるで決けつ闘とうでもしそうな雰ふん囲い気きである。

　要としては、何を言われても絶対にくじけないぞという意思がそこにある。

　人間はしぶといのだ。

　それに、昨日きた週に一度の日本からのポストカードに、女の子らしい綺き麗れいな字でこう記されていた。

　友達とケンカしたなら、早く仲直りしたほうがいいよ。

　ああするさ、力ずくでもなっ！

　と、千人の味方を得た気分で、次の休みにでもベルンシュタイン邸に突とつ撃げきしようと思っていたら、先手を打たれてしまった。

　心の準備ができるまで、もう少し時間が欲しかったのに。

　一方の咲夜は、なにをどう言えばいいのかと、この期ごに及およんでも探しあぐねていた。

　後悔するような選択はするなとトーゴに言われた。実際その通りだと思ったので、鉄は熱いうちに打てという言葉に従ったのだが、時じ期き尚しよう早そうだったような気もする。

　かくして、ふたりは互たがいの心情とは裏腹に、いまにも一いつ触しよく即そく発はつの険悪な雰囲気を醸かもし出しているのだった。

　あたりの色が夕暮れのそれになり、刻一刻と濃こくなっていく。このままでは夜になる。

　意を決した咲夜が火ぶたを切った。

「要っ」

「なんだよっ」

「……その……」

　あとがつづかない。

　一方の要も彼女の出方を待っている。かくしてまたもや刻一刻と時間だけが過ぎていく。

　さて、そんなふたりを物もの陰かげから眺ながめている影かげがあった。

　満まん身しん創そう痍いで海を渡わたり、復ふく讐しゆうの念だけでマインツまでたどり着いた、海でスクリューに巻き込まれたと思われていたケッツァーだった。

「見つけたぞ、あの小こ娘むすめ……！」

　この手で八つ裂ざきにしてやらなければ気が済まない。

　辺りに人通りはない。こんな寒風の中、こんな吹きさらしに好きこのんでやってくる愚おろか者はあのふたりくらいだろう。

　散々なぶってから血を吸いつくしてやる。

　ケッツァーは舌なめずりをして飛び出した。

　様々な言葉を選んでいた咲夜は、要の背後から突とつ進しんしてくる異様な物体を認めた。

　ぼろぼろの風ふう体てい、左ひだり腕うでがない。

「……っ！」

　生きていた。

　息を詰つめて瞠どう目もくしている咲夜の様子にただならぬものを感じた要が背後を振り返る。

　そして、咲夜と同じように息を詰めて瞠目した。

　なんだあれは。

　声にならない。

　咲夜は愛あい銃じゆうを持ってきていないことを思い出し、蒼そう白はくになった。

　まさかこんな街中で、ケッツァーが襲おそってくるとはさすがに考えていなかった。しかも、仕留め損そこねた相手だ。

「要っ！」

　彼を無理やり引き倒たおしてその前に出て、己おのが身を盾たてにする。

「司堂、ばかっ！」

「逃にげるのよ要！」

「できるか！」

「いいから！」

　言い合いをしているふたりにケッツァーはまとめて襲い掛かかる。

　その時だった。

　咲夜と要は、背後から響ひびく聞きなれない音を聞いた。

　ぱからっぱからっぱからっぱからっ。

　石いし畳だたみを軽快に接近してきたその音が、真後ろの辺りでがっと大きく響いたかと思うと、頭上を巨きよ大だいな影が飛び越こした。

　黒い塊かたまりは着地しざまにケッツァーを蹴けり飛ばすと、銀色の棒のようなもので横よこ殴なぐりに振り払はらう。

　くの字に折れ曲がったケッツァーはうめきながらライン川に転げ落ち、そのままざっと砂のように崩くずれて流れていった。

　咲夜と要は抱だき合うようにしながら茫ぼう然ぜんとした。

　黒い塊が、ぱからっと音を立てながら身を翻ひるがえす。

　それは、ぼろぼろの黒い馬服をまとった馬らしきものと、それにまたがったこちらもぼろぼろの黒いドミノとケープとサーコートの、たぶん、騎き士し。

　らしきものとたぶん、としかふたりが表せないのは、らしきものも、たぶんのほうも、まとっている衣装の下に覗のぞくものがすべて真っ白な骸がい骨こつだったからである。

　ドミノを後ろに払い、ソードを鞘さやに収めた骸骨が、かちかちと音をたてて笑った。

　多分笑った。そうとしか表現のしようがない。

　啞あ然ぜんとしているふたりに、毛皮も肉も筋も内臓もない馬が。ようするに骨だけの馬が馬首をめぐらせた。

　衣服以外は骨だけの騎士が、爽さわやかに言った。

「危ないところであったな！　だが、我が駆かけつけたからにはもはや心配無用！　安心するがよいぞ！」

　へたっと座りこんだふたりに、骸骨馬に騎き乗じようした骸骨は朗々と名乗りを上げた。
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「我が名はロード・スケルトン。我が盟友カール・ブラントたっての頼たのみを受け、参上した次し第だい！　これよりは東條要の護衛の任に就つく。よろしく頼むぞ、はっはっはっはっはっ！」

　咲夜と要に口を挟はさむすきをまったく与あたえず言い切ったロード・スケルトンは、夕ゆう陽ひをバックに背負って高らかに笑うのだった。







　あとがき







『モンスター・クラーンモンクラ』、おかげさまで第二巻を皆みな様さまにお届けすることができます。

　これも皆様の応おう援えんの賜たま物もの。ありがとうございます。

　今回は珍めずらしくサブタイトルが先に決まった話だったので、その点だけはとても楽でした。いつもこうだといいのになぁ。




　お久しぶりです、皆様いかがお過ごしでしょうか。結城光流です。

　一巻発行から二巻発行までに、雑誌The Beansの短編があったり少年陰陽師本編があったりで、だいぶ間があいてしまいました。

　できるだけ早めにつづきをと思っているものの、どちらかだけを書くというわけにもいかないのがつらいところです。何しろ私はあれとかこれとかそれとか、とにかく書きたい話がたくさんあってですね。キャラたちがまだかまだかと急せきたててくれるのです。私がもうひとりいたらいいと本気で願う今日この頃ごろ。

　さて、大たい概がいのあとがきでキャラクターランキングを発表しているのですが、このモンクラでも「このキャラに一票！」というお手紙を頂いております。

　咲夜と要が得票同数でダブル一位。そこにアベル、ルイとつづいております。

　主人公が一位を飾かざってくれて一安心。要はなぜか人気が高いなぁ。

　この巻でも新キャラが登場しました。何人か出てきましたが、甘塩さんがオリエンタールヴァンピーアを大変気に入ってくださったということで、その愛があふれた素晴らしいキャラデザに唸うなりました。彼の正式な名前は、そのうちに出るかなぁ？

　そしてラストに登場した彼が、私は大変気に入っております。あれだけしか出せなかったことが悔くやまれてなりません。次巻できっと活かつ躍やくします。私と同じように彼を気に入ってくださる方もいなくはないかもしれないと僅わずかな望みを持っているところです。

　キャラランキングに参加したい方は、お手紙のどこかに「××に一票」とわかりやすく書いて頂けると見落とすことがないと思います。お手紙一通につきひとり一票のみですが、友人の分で別のキャラに一票ですというのも有効です。感想なども書いて頂けますと皆様が考えている以上にものすごく励はげみになりますので、どうぞよろしくお願いいたします。




　それは、よく晴れた日の昼下がりでした。様々な運命が変わってしまった昼下がりでした。

　あの日からひと月近くが経ち、編集部から転送されてきたお手紙の中に「ご無事ですか」や、「停電の中、ロウソクの灯りで読んでいます」というものをちらほら頂いています。

　お気き遣づかいくださった方、ありがとうございます。多少物が落ちたりしたものの、おかげさまで事なきを得ました。

　電話も携けい帯たいメールもつながらない中、インターネットのニュースとwebメールとTwitterで情報を搔かき集めました。そこにはテレビのニュースより生きた情報がずっとたくさんあり、惑まどわされることなく冷静になることができました。

　知っている地名がたくさん並んでいました。そこからもここからも、手紙を頂いたことがある。どうか無事で、頼たのむから無事で。

　これほど切に祈いのったことが果たしてあっただろうかと思えるような日々でした。いまもそれは変わりません。

　こんなとき、小説家というのは無力です。直接できることなど本当に僅かで、あとは自分の仕事を黙もく々もくとするしかありません。これを楽しみにしてくださっている方がどこかにいるのだと、それを信じて書きつづけています。

　だから待っててね。無事で、元気で。




　さて、次巻は少年陰陽師。来月にまた皆様にお目にかかれるかと思います。

　少年陰陽師か、モンクラか、はたまた別の何かで、どうかまたお会いできますように。





結城光流　　

公式サイト「狭霧殿」http://www.yuki-mitsuru.com
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